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プロローグ２







　七月二十七日に世界はメチャクチャになる。

　精せい霊れい王たちの追手から逃にげる最中、澪みおは恐おそろしい〝予言〟を口にした。

「……え？」

　あまりにも唐とう突とつな澪のセリフに、俺おれはただ呆あつ気けに取られた声しか出せなかった。

「世界がメチャクチャになるって……それ、地球のことか？」

「……」

　澪は震ふるえながらコクリと頷うなずく。

　世界の危機に遭そう遇ぐうするのも三、四回目くらいだが……今回はいまいちピンと来なかった。

　だって、『澪の物語』に世界がどうこうなる要素なんて……あったか？

　彼かの女じよの『物語』は要約すると「記き憶おくを失う前の澪は誰だれにビルの屋上から突つき落おとされたのか？」というものだったはず。

　その内の「記き憶おく喪そう失しつ」については原因がハッキリしている。『精神感応能力テレパシー』を持つヤンが彼女の記憶を封ふうじたのだ。

　なら、あとの問題は「誰がビルから澪を突き落としたのか？」という点のみで……いや、違ちがった。思い出した。

『澪の物語』にはもうひとつ最大の謎なぞが残ってる。

　それはこの世の全すべての事象を調べることができる森羅の大魔ま法ほうによれば、「言こと塚づか澪がビルの屋上から突き落とされた事実などない」という結果が出たことだ。

　森羅の大魔法は宇宙の始まりからこれまでの全てを記録するアカシックレコードを参照する魔法だ。そこにウソ偽いつわりが記き載さいされる可能性はゼロ。

　つまり「澪はビルの屋上から突き落とされていない」と考えるのが妥だ当とうだ。

　となると、澪は俺にウソをついているということになるのだが……今度はウソをつく動機が分からなくなる。

　そもそも彼女は俺に出会う直前にヤンに記憶を封じられ、件くだんの「ビルから突き落とされた」という話を思い出せたのは偶ぐう然ぜんなのだ。

　なぜ澪の証言と森羅の大魔法が矛む盾じゆんするのか？

　それこそが彼女の『物語』最大の謎だ。

　あるいは、この〝予言〟こそが謎の核かく心しんへ近づく鍵かぎなのか？

「……」

　あまりに長く考えに没ぼつ頭とうして俺が沈ちん黙もくしていたためか、澪は不安そうに体を寄せてきた。その肩かたはブルブルと震えている。

「澪。ひとつずつ質問していくから、ゆっくりでいい、答えてくれるか？」

「……うん」

「まず、世界がメチャクチャになるって、具体的にはどうなるんだ？」

　こちらの問いに澪は数瞬しゆん答えを逡しゆん巡じゆんして。

「〝サイキックハザード〟が起こるの」

「〝サイキックハザード〟？」

　俺はおうむ返しに尋たずねる。

「直訳すると〝サイキックハザード超常災害〟ですかね？」

　逆さまに浮ういたアールがふむとうなる。

「ツアーライブの最終日……私が一曲目を唄うたっている最中に、男の人の声が頭の中に直接響ひびいたの」

「男の声が？」

　しかも「頭の中に直接」ってどういうことだ？

「その声は、『ヤン』って名乗ってた」

「ヤンだって!?」

「そ、そう」

　つい大声を上げてしまって、澪が驚おどろいたように頷く。

　ここでか、ここでつながるのか？

「……それでヤンは何をしたんだ？」

　再び思考に没頭しかけるが、今は話を全て聞くのが先だと思い、澪に続きを話してくれるよう頼たのむ。

「ヤンは私たち一いつ般ぱん人じん……超ちよう能のう力りよくを持たない人間たちを変えたの」

「変えたって？」

「超ちよう能のう力りよく者しやに」

「超能力者……って、え？」

　思わず疑ぎ問もん符ふを挟はさむ。

「それって……つまり、澪やフツーの人たちを超能力者に変化させたってことか？」

「……そう」

「……ちなみに、何の超能力者にさせられたんだ？　みんなバラバラだったのか？」

「ううん。みんな同じ『人の心が読める能力』を与あたえられたの」

「『人の心が読める』……？」

　えーと、それも『精神感応能力テレパシー』の一種だっけ？

　皐さ月つきによれば魔法のテレパシーと超能力の『精神感応能力テレパシー』は少し違って、後者は様々な応用が利きく可能性があると指し摘てきしていた。

「人の記憶や思考を読み取る」「逆に自分の思考を相手に飛ばす」「人の記憶を封じる」……それぞれ違うようで、記憶や思考を操あやつるという点では共通している。つまりどれも同じ『精神感応能力テレパシー』の応用ということなのだろう。

　もしかして「一般人を超能力者に変化させる」のも『精神感応能力テレパシー』の応用の一部なのだろうか？

　いや、それに関してはエリシアか、超能力について研究していたことのあるシャーリーに意見を求めた方がいいかもしれない。

　ひとまずそこは置いておき、俺は震える澪の背中を擦さする。

「ワリィ。怖こわい記憶かもしれないけど、知らないわけにはいかないんだ。続きを話してくれるか？」

「……うん。大だい丈じよう夫ぶ」

　澪は深呼吸をひとつしてから口を開く。

「会場は一いつ瞬しゆんでパニックになった……そこかしこで喧けん嘩かが始まって、あっという間に広まったの」

「何でそんなことに？」

「アンタねぇ。少しは想像力働かせなさいよ」

　澪の背中側、俺から見て正面に座すわったつみきが呆あきれ声を上げる。

　現在、俺たちはリヴァイアサン化したリアの背に乗って移動しているので、全員縦一列になって彼女の背の上に座っている。さほど間かん隔かくは開けていないので後ろにいるコロナとハリッサにも話は聞こえていただろう。

「想像って、どういうことだよ？」

「だからさ……たとえばライブ会場ってファンが何千何万人ってひしめきあってるわけじゃない？　そうするとさ、隣となりの人に足を踏ふまれたとか、前の人が汗あせ臭くさいとか、思うこともあるわけでしょ？　そうでなくてもライブに来てる人は、みんなアイドルのＭＩＯミオが好きなわけでさ……そんな感情がお互たがい垂れ流しになってぶつかりあったら、やっぱり軋あつ轢れきとか衝しよう突とつとかが起こっても不思議じゃないじゃない？」

　澪本人の前だから言葉を選んでいるのか、つみきは何度か目を泳がせながら語った。

　彼女は「ＭＩＯ」のファンだと言っていたし、実際にライブに行ったこともあって、今の話には実体験も含ふくまれているのかもしれない。

　とりあえず、納なつ得とくはいった。

「つまり本来なら頭の中だけで思ってた『あ、嫌いやだな』とか『こいつ嫌きらい』って考えが、『精神感応能力テレパシー』のせいで垂れ流しになって、あちこちで争いが起き始めたってことか」

「そう」

　その時のことを思い出してか、澪はぶるりと震える。

「……それで、そのあとは？」

「『同じ混乱を世界中で起こす』って言い残して、ヤンの声はそれっきり聞こえなくなったの。私はそのあと会場から逃げ出だしたんだけど、外は……暴動、みたいになってて……凄すごく怖かった……でも、烈火が助けてくれた」

「え？　お、俺が？」

　身に覚えのない出来事を告げられ、つい自分を指差してしまう。

「そう。ライブを観みにきていた烈火と」

　澪は視線を俺の背後にいるつみきに向け。

「つみきさんが私を連れて逃げてくれたの」

「わ、私も？」

　つみきも俺と同じように自分を指差し、軽く混乱気味の声を上げる。

　彼女は「ＭＩＯ」のファンだと言っていたから、ライブにだって足を運ぶ可能性はあるだろう。俺も彼女に誘さそわれれば行くかもしれない。

　いやいや待て。そんなこと気にしてる場合じゃない。

　それよりも今の話の中にはもっとおかしな点がある。

　俺にもつみきにも身に覚えのない澪の救出劇。

　なぜか全てを過去形で話す澪。

　何より……「七月二十七日」という日時。

「澪。お前は何で『七月二十七日』に起きることを知ってるんだ？　今日はまだ七月二十四日のはずだ」

　そう。澪が最初に告げた「七月二十七日」とは三日後だ。

　未来の話をなぜ澪は過去形で話すのか？

　まるですでに体験してきたみたいに……。

「信じてもらえるか分からないけど……」

「安心しろ。荒こう唐とう無む稽けいなトラブルには慣れてる」

「……私ね――」

　そこで澪はいったん息を吸って、




「――未来からタイムスリップして来たの」




　そう言った。







第五章　サイキックハザード　〈七月二十五日―七月二十六日〉







　日付が七月二十五日に変わる頃ころ、俺たちは精霊王の追手を振ふりきって精霊界の端はしっこにまで辿たどり着ついていた。

「世界に果てがあるってことは、この世界は地球みたいに丸くないのかしら？」

「かもな」

「異世界っぽいわね」

「だな」

　つみきのしみじみとした意見に俺も同意する。

　もちろん、俺たちはただただ追手から逃げ続けて、世界のどん詰づまりにまで来てしまったわけではない。

　この世界の果てには『門』があった。

『門』は精霊界の王都で見た世界樹をはるかにしのぐ――それこそてっぺんなんてまるで見えないほどの――巨きよ大だいさで、荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きとともに佇たたずんでいた。

　この『門』の向こう側には魔ま界かいがある。

　精霊界にいる限り、精霊王の追手はどこまでもやってくる。ならば、いっそ魔界まで逃げてしまおう――魔ま王おうであるコロナの提案だった。

　俺たちは今からこの『門』をくぐり、魔界へと向かう。

「……」

　俺は横目で澪みおのことをチラリと窺うかがう。

　二日後に地球で〝サイキックハザード〟が起こり、世界は大混乱に陥おちいる。

　未来の世界でその災さい厄やくに見み舞まわれた澪――正確には彼女の意識――は、タイムスリップで過去へと戻もどってきて、その意識は七月二十日の彼女の体に入り込んだというわけだ。突とつ然ぜん「未来」の記憶を得た彼女はベッドの上で飛び起きたらしい。

　もっともなぜタイムスリップなんて超常現象が彼女の身に起きたのか、それは分からないらしいが……。

　ただ合が点てんがいくところも多々ある。

　澪が初対面の俺の名前を知っていたのは、未来で俺と出会っていたから。

　彼女がツアーライブ当日に仕事を放ほうり出してきたのは、俺に助けを求めるため。

　特に皐さ月つきの森羅の大魔法で何も分からなかった理由にも説明がつく――森しん羅ら万ばん象しようを記すアカシックレコードにも未来の出来事までは載のっていない。だから澪が体験した未来の災わざわいまでは分からなかったのだ。

「？　どうしたの、烈れつ火か？」

　こちらの視線に気づいた澪が不思議そうに見上げてくる。

「ん？　いや……まだ最後の記憶は思い出せないのか？」

「……うん」

『澪の物語』の最後の謎――誰が澪をビルの屋上から突き落としたのか？

　その周辺の記憶だけはまだ思い出せていなかった。逃げている途と中ちゆうで暴徒から逃のがれるためにビルに上ったところまでは思い出せたのだが……肝かん心じんの事件前後の記憶が曖あい昧まいなままだ。

　タイムスリップした方法が思い出せないのも、もしかしたら「ビル突き落とし事件」と関連した記憶だからなのかもしれない。

「ったく、ヤンの奴やつも面めん倒どうな真ま似ねしてくれたなぁ……」

　ヤンが記き憶おく封ふうじなんてことしなければ、もう少しすんなりと『澪の物語』の謎は解けていたんだ。そうしたらその後の対応も違った物になっていたかもしれない。

　経けい緯いから考えてヤンが澪と接せつ触しよくしたのは偶然なんだろうが……運が悪かったと言うしかないのか。

　だけど、まだ間に合う。

　澪が〝サイキックハザード〟に見舞われたのは「七月二十七日」だが、それは彼女がタイムスリップする前の話。彼女が「七月二十日」に俺と出会ったことで、歴史は大きく変わったはずだ。

　俺はすでにヤンが〝サイキックハザード〟を起こそうとしていることを知っているし、おそらくその災厄に大きく関かかわっている『エリシアの物語』にも巻き込まれ済だ。

　大きくズレた展開は、ヤンの計画にも少なからず影えい響きようを与えているはず。この時間軸じくでも「七月二十七日」に〝サイキックハザード〟が起こるとは限らない。

　そう……こっちはまだ間に合うんだ。

　不意に胸がズキッと痛む。

　その原因は分かってる――追手に追われ、精霊界の王都に置いてきてしまった『ヒロイン』――リュンだ。

　俺は彼女の妹を助けることができなかった。

　正確には俺が彼女の許もとに辿り着くよりも先に、全ては終わってしまっていた。

　それでも、膝ひざを折るわけにはいかない。

　妹を救えることができなかったとしても……『リュンの物語』はまだ終わっていないからだ。彼女と、この精霊界そのものの存亡。それを救えるのは『波なみ乱だれの血』を引く俺しかいない。

　たとえ、それらが救えても彼女の妹はもう帰ってこない……彼女は俺を許さないかもしれないけど。

　そうだとしても投げ出すことなんてできない。

「コロナ。頼む」

「ああ、少し下がっていろ」

　そう言うとコロナは巨大な『門』の扉とびらに手を当て、静かに何かを唱え始める。

　どうもこの『門』は魔王か精霊王でないと開けられない仕組みらしい。

「……」

　まずは魔界へ。それから魔王城へ行き、縁えん辿たどりの魔ま術じゆつに使うアイテムをコロナから借りてアブラアム経由で地球へ戻らないと……！

　地球へ戻ったらエリシア、いや、その前に皐月たちと情報交こう換かんをして……。

　っと！　地球へ戻る前にアブラアムでアカイイトを大量に確保しておく必要があるのか。〝サイキックハザード〟を止めたら、また精霊界や魔界に戻ってくるんだから。

　……ダメだ。やっぱり焦あせってるな、俺。

　気がついたらトントンと足あし踏ぶみまでしていた。

　落ち着け、と自分に言い聞かせている俺の目の前で、精霊界と魔界をつなぐ『門』がゆっくりと開き始めた。




　　　　　▽




『門』を抜ぬけた俺たちの前に広がっていたのは――緑溢あふれる精霊界とはうってかわり、黄おう褐かつ色しよくと赤しやく銅どう色いろが延々と続く大地だった。

「ここが魔界か」

「そうだ」

　魔界出身のコロナが小さく頷く。

「木とか花とかが全然ないな」

「代わりに鉱物が豊富だ。武器ならいくらでも造れる」

　魔族はその武器で魔ま獣じゆうと呼ばれる獰どう猛もうな野生動物を狩かって、その肉を主食としているらしい。同族争いも頻ひん繁ぱんに起こるそうだが……。

「まぁ、その辺りが精霊に言わせれば『魔族は野や蛮ばん』ということになるのだが」

　コロナはため息を吐ついて、俺たちから見て右斜めの方角を指差す。

「我わが居城があるのはあちらの方角だ。風化して影かげも形もなくなっていなければ、の話だがな」

　そういやコロナは数百年間封ふう印いんされてたんだよな。

　もしも、魔王城が跡あと形かたもなかったらどうしよう……。

　響ひびきから預かった指ゆび貫ぬきグローブがあるから地球に帰れないわけではないのだが……そうするとハリッサの故郷のアブラアムにも帰れないし、精霊界にも魔界にも戻ってこれなくなる。それは最後の手段だ。

「……」

　ハリッサはギュっと杖つえを両手で握にぎり締しめた。

「お城まではどれくらいかかるんだ？」

　俺はコロナの顔を見ながら尋ねる。

「そうだな……。そちらの蛇へび女が休まずに飛べば半日で着くであろう」

「……私のことはリアと呼べ」

　蛇女という呼び方が気に入らなかったのか、リアが憮ぶ然ぜんとした表情で頬ほおを膨ふくらませる。

　コロナは「悪かった」と軽く謝罪した。

「リア。行けるか？」

　ここ数日リアには負担をかけっぱなしだ。その上さらに強行軍を強しいるのは申し訳ないが……。

「行けるとも。愛する人間たちを守るためだ。このくらいなんともない」

「頼もしいよ」

　さて、ジッとしていても仕方がない。

　俺たちはリヴァイアサン化したリアの背に乗り、一路魔王城へ向けて移動を開始した。




　　　　　▽




　途と上じよう、空を飛ぶリアを見て無む鉄てつ砲ぽうにも攻こう撃げきを仕し掛かけてきた魔獣を撃げき退たいなどしつつ、俺たちは目的の城が見える距きよ離りにまで近づいていた。

「あれが魔王城だ」

　そう言ってコロナが指し示したのは山を切り出して造ったような巨大な岩城だった。

　精霊王がいた施し政せい宮は巨大樹の中身をくり貫ぬいて造られていた。

　どうも精霊と魔族は正反対なようで、妙みように似通った部分があるようだ。

「まぁ、ちゃんと残っててよかったよ」

「そうであるな。影も形もあったようだ」

「これであとはコロナからアブラアム由来の品を借りるだけか……」

「そう上う手まくことが運べばよいがな」

「え？　まだ何かあるのか？」

「お前がアブラアムの『勇者』である我の後こう輩はいであるように、『魔王』である我の後輩もおそらくあの城にいる可能性が高い」

「コロナ以外にも魔王がいるのか!?」

　俺は驚いて大声を上げる。

「魔界には『王』の血を引く氏族が三つあり、領地も三家で三等分されている。と言っても各王家の間に交流は皆かい無むだがな。不ふ可か侵しん条約だけを結んで、お互い干かん渉しようせずにいた。我がガルディンドゥス家は『門』と精霊界から最も近い領地を治めているというわけだ」

　そこでコロナはひと呼吸入れる。

「『門』の開閉のほかにも、魔王にしかできないことが数々ある。ゆえに魔王になれるのは『王』の血筋の者だけだが、少なくとも我には二十五の兄弟姉妹がいたからな。その内の誰かが魔王を継ついでいるだろう」

「い、いやでもコロナも元魔王なんだからそんな無下にはされないんじゃ……？」

「どうだかな。魔族は長命だから我の家臣にも存命の者がいるやもしれぬが……魔族に家族間の情などというものはない。むしろ元魔王なんて厄やつ介かいな看板をぶら下げた我のことなど、ひと目見るなり殺しにくるであろうな。現魔王が討うてと言えば家臣はそれに従うはずだ」

　殺さつ伐ばつとしすぎだろうコロナん家……。

「てことは、場合によってはコロナの家族と戦う可能性があるのか……」

「遠えん慮りよするな。勇者らしくボコボコにしてやれ」

　そんなあっさり言われても困るというか。

　そうしていろいろな心配事を抱かかえながら、俺たちは魔王城の門前に辿り着いたわけだが――

「おや？　魔王様。いつの間に外出なさってやがったんです？」

「は？」

　――と、門を守っていたゴブリンの兵士に意外な言葉で迎むかえられ、俺もコロナも目が点になった。

「お前、我が誰だか分かるのか？」

「分かるも何も、魔王様のお顔を忘れるはずねーでしょう。それにしてもいつも私室に引きこもっておられやがる魔王様が外出とは珍めずらしいですなー」

　丁てい寧ねいなんだか乱暴なんだか分からない言葉づかいも魔族流だろうか……？

　いや、まぁそんなことは置いといて。

「魔族は長命って聞いてたけど、こいつもコロナの元部下なのか？」

　俺は小声でコロナに耳打ちする。

「知らん顔だな。まぁ、そもそも部下の顔などたいして覚えておらぬが……どちらにせよ、最初から不在の我が部屋に引きこもるもクソもなかろう」

「だよなぁ」

　コロナの返事に俺は「？」を浮かべる。

「……まぁよい。理由は分からぬが、我を魔王と思ってくれているなら利用してやろう」

　そう言うとコロナは門兵に向き直った。

「ん。少し散歩していたのだ。さっさと門を開けろ」

「へーい……ていうか、そっちのお客人は何なんっすか？　魔王様にも友達いたんすね」

「……」

「あれ？　つーかそいつらホントに魔族なんで……？」

「我を三秒以上煩わずらわせる門番はロック鳥の餌えさにするぞ？」

「今すぐ開けるんで勘かん弁べんしてくれやがりませ！」

　ゴブリンは慌あわてて門を全開にした。

「ロック鳥って？」

「体長が三メートルある肉食の獰猛な鳥だ」

　コロナは質問に答えながら胸を張って門をくぐり、俺たちもあとに続いた。

「通路の形は変わってないな……内装の趣しゆ味みは悪くなったが」

「ふむ……てことは、誰かが内装をイジッたってことだよな？」

　でも魔王城の内装を変える指示を出す奴って……やっぱり主の魔王だよな？　けど封印されていたコロナにそんな指示出せるわけがないし。

　疑問は残るが、ひとまず無傷で城の中に入れたのはいいことだ。

　あとはこのまますんなりアブラアム由来の品を見つけられればいいのだが。

「コロナ。件の品はいったいどこにあるんだ？」

「魔王の玉座だ」

「玉座？　何でまたそんなところに？　フツー、自分の部屋とかにあるんじゃないのか？」

「……我が最後に魔王城を訪おとずれたのは『覇は王おうのダンジョン』に封印される二日前だった。私室に置いておいたら、次の魔王に捨てられるかもしれぬと思って玉座に隠かくしたのだ」

　早足で歩きながらコロナは矢や継つぎ早ばやに答え、

「……あれは大事な物だからな」

　最後にポツリと独り言のようにつけ加えた。

　たとえ自分が封印されたあとでも残しておきたかった物って、いったい何なんだろうか？

　ともあれ、魔王が先導する一行を止める者などおらず、俺たちは何の問題もなく玉座のある間にまでやってきた。

　そこは金銀財宝によってド派手に装そう飾しよくされた広間だった。

　荘厳と言えなくもないが、どちらかと言えば悪あく趣しゆ味みな部屋というか……。

「これってコロナの趣味、なわけないよな？」

「当たり前だ」

　鼻を鳴らし、コロナは玉座の間の床ゆかを見下ろす。

「絨じゆう毯たんまで敷しいてあるな」

「珍しいのか？」

「こういう物を作る技術を持った奴が単純に少ないのだ。鍛か冶じ屋やは多いのだが……さっき廊ろう下かですれ違った奴らも、鎧よろいの下は大半が素すっ裸ぱだかだぞ」

「「「「えっ!?」」」」

　コロナがサラッと言ったセリフに女じよ性せい陣じんが悲鳴を上げる。

「……まぁ、隠す物はちゃんと隠してたんだけどさ」

「男の裸はだかアーマーとか誰得なんでしょうね」

　こればかりはアールの言う通りだと思った。

　つまりさっきすれ違ったゴブリンとか人狼ワーウルフとか、あのなんかちょっとよく分からない奴とか、あいつら全部……いや、これ以上考えるのはよそう。吐く。

「それで、玉座ってのはあれのことか？」

　急速にこの場から離はなれたくなった俺は、広間の奥おくを指差してコロナに尋ねた。

　光こう沢たくのある岩を丸ごとくり貫いて造ったと思おぼしき玉座は、精せい緻ちな彫ちよう刻こくを施ほどこされているものの、華か美びに装飾された室内の中ではむしろ質素な部類に入った。

「代々の魔王が座った玉座だ。さすがに、これにまで手を加える不届き者はおらなかったようだな」

　そう呟つぶやきながらコロナは床より十数段高い位置に鎮ちん座ざしている玉座へ近づく。

　彼女がかつて慣れ親しんだ玉座への段を一歩一歩と上っていると――突然、玉座の陰かげから何者かが飛び出した。

　そいつは刀のような物を振りかぶってコロナへと躍おどりかかり、

「キヘエエ～！　覚かく悟ごぉ～！」

「なんだお前は」

「ギャブンッ！」

　――あえなく片手で叩たたき落とされた。

　よ、よわ……。

「ん？　お前、エスクロか？」

　叩き落としてからふと気づいたように、コロナが暗殺未み遂すい者の名前を呟く。

「ガ、ガフゥ！　う、腕うでが！　腕が折れたぎゃ！　だ、誰か手当てを！」

　エスクロと呼ばれたのはどうも二足歩行するトカゲの魔族のようだった。

　じたばたと床の上で悶もん絶ぜつしている彼かれは他ほかの魔族と違って布の服を着ていた。手足にも金の装そう飾しよく品ひんをつけ、傍そばには小さな冠かんむりまで落ちている。

「……ああ、なるほど。随ずい分ぶんと妙だとは思っていたが、お前が我になりすまして王様ごっこをしていたというわけか」

　半眼でコロナはエスクロを睨にらみつける。その顔は怒おこっているというより、どちらかというと呆れているようだった。

「ゲフゥ！　あ、脚あしも折れてるぎゃ！　これ以上やられたら死んでしまうぎゃ！」

「お前の演技の見苦しさは相変わらずだな」

「ホギャッ！」

　床を転がるエスクロの腹にコロナが蹴けりを入れる。

　彼は二、三度バウンドして壁かべに激げき突とつし、よろよろと立ち上がった。脚が折れたというのはウソだったらしい。コロナはちゃんと手加減していたようだ。

「えーと、コロナ。そいつは？」

「エスクロ。我が軍の軍師だった男だ。魔族にしてはよく頭の回る奴で重宝した。ウソつきですぐ裏切るところが玉たまに瑕きずだったが。ああ、あと派手好きで軍費をしょっちゅうネコババするのにも手を焼かされたか」

「それって玉に瑕どころか致ち命めい的てきな欠点なんじゃ……」

「元は隣の領内から逃げてきた流民でな。頼たよれる相手がひとりもいない状じよう況きようで、暴力が支配する魔界の中を舌先三寸で生き抜いてきた男だ。暴れることしか知らない魔族の族長どもを上手く懐かい柔じゆうしたのもこいつだ」

　なんかそう聞くと凄い奴に聞こえてくるな。

「あと幻げん術じゆつが得意でそれも戦の役に立った……。その幻術で我になりすまして臣下を騙だましていたのだろう？」

「ま、まぁ……はい。その通りですぎゃ」

　エスクロは懐ふところからこれまた豪ごう華かな扇おうぎを取り出して、パタパタと自分の横顔を煽あおぎながらコロナの推測を認めた。

「そして、好き勝手やっているところへ突とつ然ぜん我が帰ってきたものだから、とっさに暗殺してしまおうとしたというわけだ」

「は、はぎゃ……」

　コロナがギロッと睨みつけると、エスクロは猫ねこ背ぜをますます丸めて視線をあっちこっちへと泳がせた。

　しばらくの間ヘビに睨まれたカエルならぬ、魔王に睨まれたトカゲ状態が続いたが、コロナはふとため息をついて表情を緩ゆるめた。

「まぁいい、許す」

「って軽いな！」

　あっさりとエスクロを許したコロナに思わずツッコむ。

「我が封印されたあとのことは全すべてこやつに一任していたからな。内乱が起きぬように上手く次代の魔王を選任せよと……ちゃっかり我になりすますとは思っていなかったが、まぁ、領内を見る限り統治はしっかりやっていたようだしな。責めることもあるまい」

「へへぇ～、さすがはコロナ様。分かってらっしゃるぎゃ！」

　許されてホッとしたのかエスクロは思いっきり彼かの女じよをヨイショして、落ちていた冠を頭に載せる。なんとも調子のいい奴だ……。

「……しかし、お前なぜさっきお得意の幻術を使わなかった？　我の目さえ誤ご魔ま化かせていればかすり傷ぐらいならつけられたかもしれぬぞ？」

「それでもかすり傷だぎゃ……いやまぁ、今ちょっとオイラの魔ま力りよくが切れてまして」

　エスクロは頭に手をやり、「へぎゃぎゃ」と愛あい想そ笑わらいを漏もらす。

　そのセリフにコロナが首を傾かしげた。

「？　魔力が切れたとはどういうことだ？　精せい霊れいとの戦では三日三晩も本ほん陣じんのある場所を相手の目から誤魔化し続けたお前が」

　コロナの言う精霊との戦というのは、おそらく彼女が封印される直前に行っていた魔族対精霊の戦のことだろう。

「へぇ、まぁ、あれですよ。魔ま力りよく欠けつ乏ぼう症しようのせいですぎゃ」

「魔力欠乏症？」

　コロナが首を傾げる。

「ああ、そういやコロナ様は昔っから病気をやらないお方でしたぎゃ。ほら、あれですぎゃ。精霊との戦の時に急に我が軍で流行はやり出した魔力がドンドンなくなる病気」

「ああ……そういえばそんなものもあったな」

「そんな他人事みたいに。大変だったじゃないですぎゃ～。かかった兵士は魔力がなくなる上に全身がダルくなったり意識が朦もう朧ろうとしたりして、行軍にもヒドい遅おくれが出たぎゃ……まぁ、同じ時期に精霊軍側でも妙な病が流行ったおかげで致ち命めい傷しようにはならなかったぎゃ」

「で、お前も今その病気にかかってるわけか」

「もうほとんど持病みたいなもんだぎゃ。体内の魔力が切れると症しよう状じようも収まるだぎゃ、ある程度魔力が回復するとまた再発するぎゃ。おかげで幻術も短い間しか使えなくて、今は『コロナ様』はほとんどずっと私室に引きこもってることになってるぎゃ」

「ほ～、お前も苦労したのだな」

「まったくだぎゃ。オイラ以外の魔族なんて魔ま法ほうより腕わん力りよくなんて連中ばっかりだぎゃから、たいして苦にもしてなかっただぎゃ。こっちはいつなりすましがバレてブッ殺されるかとヒヤヒヤしてたぎゃのに」

　しみじみとエスクロはここ数百年の苦労を語る。

　……って、何だこのよく分からない和なごやかな空気！

「コロナ！　昔話はその辺にして早く例の物を」

「ん？　ああ、そうだったな」

「そういえばこいつら何だぎゃ？　コロナ様の知り合いだぎゃ？」

　やっと俺おれらに関心を持った風にエスクロが首を傾げる。

「まぁ、我の封印を解いてくれた恩人のようなものだ」

「そうだったぎゃか、それはコロナ様がお世話に……余計なことしてくれたぎゃ」

　おい、最後に本音漏れてんぞ。

　たぶん今の呟きもしっかり聞こえていただろうに、コロナは特に気にすることもなくエスクロを無視して玉座に向かう。

　彼女は玉座に施された彫刻の隙すき間まに手を差し込むと、中から小さな指輪を取り出した。

「それが？」

「そうだ。我をアブラアムに召しよう喚かんした魔ま導どう師……パステルの指輪だ。我がこちらの世界に帰る時に譲ゆずり受うけた」

「なるほど」

　その指輪を受け取り、ハリッサの方を振り返かえる。

「ハリッサ。これで行けそうか？」

　魔界からアブラアムへ行くにはハリッサの縁辿りの魔術以外にない。そのためにはアブラアムの世界と深い縁えんのある品が必要なのだが、この指輪は条件を満たしているのだろうか？

「……パステル様はすでに亡なくなられていますが、王都には彼女の立派なお墓があります。その指輪の持つ縁を辿れば行けると思います」

「よし！」

　それならすぐ行こう……おっと！

「何か精せい霊れい界と縁の深い物を持っていかないと……」

　それがないとあとで『リュンの物語』を解決しに精霊界に戻ってこられなくなる。

　精霊王の追手に追われて用意する暇ひまもなかったが、ちゃんと準備しておくべきだった。今からもう一度精霊界に戻るのは時間のロスが……。

「だったら、これでよかろう」

　コロナはそう言うと、エスクロが持つ扇を奪うばって俺の方に放り投なげてくる。トカゲの魔族は「あぎゃあ！」と悲鳴をあげた。

「それは数百年前からこいつが使っていた物だ。別に戻ってくるのが魔界でも、我がいれば『門』を通って精霊界へ行けるであろう」

「そっか」
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「コロナ様！　それはオイラのひい婆ばあちゃんの形見で」

「ウソつけ」

「オギャッ！」

　コロナはエスクロの首にチョップを叩き込んで黙だまらせる。

　しくしく泣いてる彼を見ていると微び妙みように心が痛むが、こちらも時間に余よ裕ゆうがないのでここはしばし拝借させてもらおう。

「それじゃあ行こう、アブラアムへ！」




　　　　　▽




　視界が真っ白になり、体の芯しんが不安定に浮うく感覚ののち、俺たちは世界と世界の間にある壁を越こえた。

　魔術による白い光が収まって視界が正常に戻ると、最初に飛び込んできたのは掃そう除じの行き届いた立派なお墓だった。

「……間ま違ちがいありません。以前、慰い霊れい祭さいの時に見たパステル様のお墓です」

　ハリッサがそのお墓を見ながら確信を持って頷うなずいた。

　つまり、今度こそ間違いなくアブラアムに着いたのだ。

「ここがハリッサちゃんの故郷なのね」

　周囲を見回しながらつみきが呟く。と言ってもここはお墓なので特に何もないのだが。

「……」

　ハリッサも久々の故郷に少し感かん慨がい深ぶかそうにしていた。

　とはいえ、生あい憎にくとここでゆっくりしている暇はないわけで。

「さっきので縁辿りの魔術に必要な触しよく媒ばいを使い切っちまったんだ。触媒の材料になるアカイイトを集めないと」

「あっ、はい！」

　我に返ったハリッサがピョンッと跳とび上あがる。

「アカイイトってどこにあるんだ？」

「魔道具店に行けば普ふ通つうに売ってるんですが、今のウチはアブラアムのお金を持ってませんので……」

「お金がないと物は買えないんじゃないか？」

　リアが小首を傾げる。

「王立銀行へ行けば貯金があるんですけど、それにはいったんウチの住んでた寮りようへ国家魔導師の証明書を取りに行かないといけなくて、ここからだと距離があります。ですので、お城の方へ向かいましょう」

「お城って、前に俺が召喚されたとこか？」

「はい。お城の脇わきには国家魔導師が魔術を研究するための施し設せつがあって、そこにはいろんな魔道具が貯蔵されてます。持ち出しと使用には許可がいりますけど……レッカ様がいればたぶん押おし通れると思います」

「それってつまり『勇者』の名前を盾たてに無理やり事後承しよう諾だくというか……とりあえず今は使わせてもらってあとで謝あやまりに行くって感じか？」

「そうなります……ね」

　おとなしいハリッサにしては大だい胆たんなことを言うなぁ。

「ですが、レッカ様やサツキさんの故郷の大ピンチです！　手段は選んでいられません」

「だな」

　それにはまったく同感だったので俺も頷いておく。

　つみきにリア、澪も異論はないようで、方針は固まった。

　じゃあ行こう――というところで、

「……すまないが、先に行っててもらえるか？　あとからすぐに追い着く」

　と、コロナがパステルの墓を見つめながら言った。

　かつての仲間の墓だもんな……それに、墓ぼ碑ひに刻まれた名前を見つめる彼女の瞳ひとみには、ひと言では言い表せない特別な感情が浮かんでいるように見えた。

「……分かった。先に行ってる」

「アカイイトから触媒を作るのにはしばらく時間がかかりますので」とハリッサ。

　コロナは無言で首を縦に振った。

　俺たちは彼女を残し、魔導師たちの研究施設を目指す。

　パステルのお墓が建てられていたのは、王族など極ごく一部の身分の人間しか埋まい葬そうされない墓場らしく、研究施設のある街中からは若じやつ干かん離はなれていた。だが王様の住むお城の尖せん塔とうがここからでも見えるので、コロナもあれを目印にすればその隣となりの研究施設にまで辿り着けるだろう。

「そういや、元はハリッサの故郷に里帰りするつもりだったんだよなぁ」

　俺はハリッサが異世界へと渡わたる魔術を作った経緯を思い出だす。

　無事にとは言い難がたいが、まあ紆う余よ曲きよく折せつを経へてこうして彼女の故郷に戻ってこれたというのに、またすぐに駆かけ足あしで地球へ戻ろうとしているのだから、なんだか申し訳ない。

「いえ、それはまた今度で大だい丈じよう夫ぶです。全てが終わってからで」

「ワリィな」

　俺たちは王城へと続く大通りを駆け抜ける。

　中には『勇者』の俺の姿に気づいた人もいたようだったが、声をかけられる前に急いでその場を離れた。今はヘタに騒さわがれて時間を消費していられない。

　とはいえ、さすがに研究施設に辿たどり着ついた時はそうもいかなかった。

「勇者様」

「行方ゆくえ不明だった勇者様が戻られたぞ！」

「ハリッサ様もいるぞ！」

　予想していなかったわけではないが、想像以上の歓かん迎げいぶりだ。またたく間に俺たちは魔導師らしいローブを着た人たちに取り囲まれてしまった。

「ウ、ウチはそんなたいした者じゃないっぺさぁ！」

「様」づけが恥はずかしいのか、ハリッサなんて方言に戻もどってる。うん、その気持ちはよく分かる。俺もかなり恥ずかしい。

「アンタってホントあちこちで人助けしてるのね。知ってたけど」

　つみきが呆あきれ気ぎ味みにため息を吐いた。

「ハリッサ様！　今この国には召喚術師がおりません。どうかアブラアムの復興にその力をお貸しください！」

「えっ、えっ、えっと、あの！　今ウチ急いでるんです！　それも世界の命運がかかった非常に重要な役目です！」

「なんと！　ま、まさかまた魔ま王おうが!?」

「ま、魔王も無関係ではありません！　さぁ、通してください！」

　ハリッサが叫さけぶと魔導師たちはザザザーと波が引くように道を開けた。ついでに彼女はアカイイトの保管場所を尋たずね、さらに魔導師の人たちにはついてこないように言いい含ふくめてから、俺たちを先導する。

　まぁ、世界の命運がかかってるのも魔王が関係してるのもウソじゃない。危ないのはアブラアムじゃなくて地球で、魔王は敵じゃなくて味方だけど。

「ともあれ、ナイス言い訳だった。助かったぜ、ハリッサ」

「い、いえ。緊きん急きゆう事態ですから」

　ともあれ、俺たちはアカイイトなどの魔道具が保管されている地下へ向かう。

　保管庫は雑然としていたが、以前はよく利用していたハリッサはすぐにアカイイトが入った山積みの木箱を発見し、触媒の生成作業に取りかかる。

　その間に遅れていたコロナも到とう着ちやくし、合流した。人に怪あやしまれないためか、角や尻尾しつぽはすでにしまっていて、服装もつみきに借りたものに戻っていた。

「待たせたな」

「いや……それより大丈夫だったか？」

「ん？　まぁ、場所はすぐ分かったんだが、ここの魔導師に『あれ？　広間の肖しよう像ぞう画がに似ているような……』と言われてしまって焦ったな」

　いや、「大だい丈じよう夫ぶか？」って聞いたのは、パステルって人の墓の前に立って、こう葛かつ藤とうみたいなものを感じたりとか、もしくは悲しくて泣いたりしてしまわなかったかってことなんだが。

　……あれ？　ていうか、元勇者のコロナの肖像画があるってことは、もしかして俺の肖像画もあるのか？　うわっ、さっきよりさらに恥ずかしい。

「コロナは……その、パステルって人とどんな関係だったんだ？」

　まぁ、ひとまず肖像画のことは置いといて、俺はずっと気になっていたことを尋ねた。

「ん？」

「いや、その人も召喚術師で、コロナをこの世界に召喚したんだろ？」

「まぁそうだな」

「俺はハリッサに召喚された時はだいぶ困こん惑わくしたからさ……」

　召喚された当初、俺は真っ先に「元の世界に帰してくれ」と頼たのんだ。いくつかの事情はあったが、端たん的てきな言い方をすれば「俺には無理だ」と思ったからだ。

「最終的に俺はハリッサを助けたくて魔王を倒たおしたけど、コロナはどうして勇者なんて役目を引き受けたのかなって思ってさ……いや、こう俺と似たような立場の奴やつと出会うことなんて滅めつ多たにないから、気になって」

「なるほど、な」

　コロナは片目を閉じて長い息を吐き、最後に肩かたを竦すくめた。

「同じ召喚術師でも、パステルはあのハリッサとはだいぶ性格が違ちがったぞ。我はあやつに『魔王を倒さなければ元の世界に帰さない』と脅おどされて、しぶしぶ勇者をやっていたのだ」

「お……おおう」

　予想外の答えに何と言っていいか分からず、つい呻うめくような声が出てしまった。

「強気で勝ち気で、自分を天才と言って憚はばからない奴だった。しかも舌がよく回る。我は口くち喧げん嘩かであいつに一度も勝てなかったな……あと杖の尖とがったところで我の頭を叩いてくるんだ。いや、あれは刺さしてくると言った方がいいか？　とにかくそれも痛くてな。勇者様などと呼ばれていたが、我はあやつに虐しいたげられていたんだ」

　聞けば聞くほどとんでもない人だなそのパステルって……。

「無む駄だ遣づかいをすればすぐに怒るし、困った人間を見かければ我を引きずって助けに行くし、木の根のスープは飲ませるし、洗せん濯たくはさせるし、皿洗いはさせるし、湯がもったいないと言って一いつ緒しよの風ふ呂ろに入るし、宿代がもったいないと言って一部屋しか取らないし、同じベッドで寝ねるし」

　でも、なんかパステルのことを話してる時のコロナって――

「まったく、とんでもない奴だったよ」

　――とても懐なつかしそうで、楽しそうだった。

「スゲェ人だったんだな、パステルって」

「ああ……久しぶりに会ってもまったく変わっていなかったな」

「？」

　あれ？　なんか今の言い方……「お墓参りした」というニュアンスにしては違い和わ感かんが……？

「……まぁ、召喚術師としても規格外で変わり者だったようだぞ。なにしろ、あの精霊王を召喚できたからな」

「はい!?　精霊王って、あの精霊界で会った精霊王か？」

「と言っても先代のだがな。普通、アブラアムの召喚術師は精霊を完全には召喚できず、精神部分のアストラル体のみしか召喚できない。だがパステルは肉体部分のマテリアル体も一緒に、完全な形で召喚できた。それも精霊の王を、だ。まぁ、召喚術師ではないお前にはあまり凄すごさがピンと来ないかもしれんが」

「いやまぁ実感はできないけど、とにかくとんでもないってことだよな？」

「言っただろう？　規格外だと」

　小さな笑いを漏らしてから、コロナは続ける。

「もっとも、先代の精霊王が突とつ然ぜん目の前に現れた時はお互たがい殺し合いになりかけた。戦争中だったからな。それもパステルに止められた。杖の尖ったところで」

「……」

「我と精霊王はいつの間にか正座までさせられて、仲よくしろと説教された」

「……よくお互い納なつ得とくできたな」

　お互いが敵の総大将なのだ。そうそう仲よくできるもんじゃない。

「もちろん普通に考えればできるはずないんだが……なぜかな、あの時は気がつけば納得させられていた。人を丸め込むのがバカみたいに上手かったんだ、あいつは」

「本当に凄かったんだなぁ」

「そうだな。パステルはあのクソ堅かた物ぶつの精霊王ともいつの間にか打ち解けていた。あるいは魔力量や魔ま術じゆつの技ぎ巧こうよりも、それこそがあいつ最大の才能だったのかもしれぬが」

　その時、コロナはハリッサの方をアゴで示した。

「さっき普通の召喚術師は精霊の精神であるアストラル体しか召喚できないと言ったな？」

「ああ。それが？」

「精神体と言われればイメージが湧わくかもしれぬが、アストラル体というのは非常にあやふやな形をしている。ゆえに、この世界の召喚術師にとって精霊は〝自分たちと同じ生命ではない高次の存在〟という考えが定着している」

「そうなのか……」

　俺は精霊界で風精霊シルフイードのリュンやそのほかの精霊たちをたくさん見ている。彼女たちは人間と同じような体を持ち、言葉も交かわすことができた。

　だからいまいち〝自分たちより高次の存在〟とか、そんな風には感じられなかった。

　だが、アストラル体のみ――つまり、幽ゆう霊れいみたいな物か？――しか召喚できない召喚術師にはそうは感じられないのだろう。フツーの人には幽霊だって神秘的な存在だし。

「パステルはマテリアル体も含めて召喚できたからなのかもしれないが、ほかの召喚術師のように精霊を〝使し役えきするもの〟ではなく〝力を貸してもらうもの〟と考えていた。自分と対等に扱あつかったし、食事も一緒にした」

「……でも説教したり杖つえで殴なぐったりしたんだよな？」

「対等に扱うがゆえだ。後輩は〝道具〟に向かって怒るか？　仮に怒ったとしても、それが無益な行こう為いだということは分かっているだろう？」

「そりゃ、そうか」

　フリーズしたパソコンを叩いて八つ当たりしたくなることはあっても、それで直るとは思ってないのと一緒か。

「高次の存在云うん々ぬんと言いつつも、普通の召喚術師にとって精霊は自分たちの目的のために使う道具に過ぎぬ。ゆえに、自分らを道具扱いする召喚術師を精霊は嫌きらい、結果召喚術師は嫌いやがる精霊を無理やり支配下に置く能力こそが重要と考えるようになり、ますます精霊は召喚術師を嫌っていった」

「……なるほど」

　それはヒドい悪あく循じゆん環かんだ。

　そう聞くとパステルは本当にいろんな意味で規格からはずれた召喚術師だったんだなと納得できる。

　また、俺は別のことでもうひとつ納得したことがあった。

　精霊界でリュンがハリッサに冷たかった理由だ。彼女は「アブラアムの魔導師」が嫌いだから、あんなに突つき放はなした態度を取ったのだろう。

　ハリッサも〝精霊〟を見た時、どことなくショックを受けたような表情をしていた。あれは自分の思っていた精霊像と彼女たちが全然違ったから戸と惑まどっていたに違いない。

「そんなこんなで我はパステルと精霊王とともに旅を続けた。まぁ、精霊王はパステルが召喚した時だけの同行だったが……旅が終わって元の世界に帰る頃ころには、なぜかな、不思議ともうあの堅物と戦おうという気にはなれなくなっていたのだ。それは向こうも同じようだったがな」

　それで精霊と魔族の戦争は終わったのか……。

　でも、お互い納得の上だったというなら、どうしてコロナは『覇王のダンジョン』に封ふう印いんされていたのだろう？――それを尋ねると、彼女は目を伏ふせて、

「理由はいくつかあるが、一番は見せしめだ。我の敗北は精霊側の勝利、魔族側の敗北を両軍に知らしめ、戦争を終わらせるのに最も都合がよかったからな。もっとも、我の長期不在に精霊王の頻ひん繁ぱんな失しつ踪そうで戦争そのものが泥どろ沼ぬま化かし、元から厭えん戦せん気分が高まっていたが。ダメ押しのキッカケという奴だ」

「……」

「我のいない魔族軍は光魔術に対たい抗こうできず撤てつ退たい。追つい撃げき戦せんで犠ぎ牲せいは出たが……精霊王は魔族が『門』の向こうまで退いたところで追撃をやめ、『門』を閉じて終戦を宣言した。魔王の我がいなければ『門』は開かぬからな。二度と魔族が攻せめてくることはない」

「……」

「あとは我の処しよ刑けいを残すのみだったが……あの堅物め、どうやったかは知らぬが、我を『覇王のダンジョン』に封印するということでみなを納得させていた。その後のことはお前も知っての通りだ」

「……」

　気がついたら俺はすっかり口を閉じて、黙ったままコロナの話を聞いていた。

　言うべき言葉が見つからなかったと言う方が正確なのかもしれない。

　封印される時、コロナはどんな気持ちだったのか？　彼女を封印する時、先代の精霊王はどんな気持ちだったのか？　ふたりを元の世界に帰す時、パステルはそうなることを知っていたのか？

　想像することだけならできるが、その想像したことを安易に口に出すのは間違っている気がした。本当の答えは当事者だけが胸の内に秘ひめておくべきことなのだろう。

　その時、縁えん辿たどりの魔術の触媒を作っていたハリッサがこちらを振ふり向むいた。

「レッカ様、お待たせしました！　これで地球へ帰れます！」

「ん。分かった」

　俺は澪とリアとつみきの方を見やる。

「それじゃあ、澪とリアとつみきは予定通りこっちに残ってくれ」

「……だが」

　リアは少し迷う表情で、俺と澪の間で視線を往復させる。その顔には「私も行きたい」と書かれていた。

「リアの気持ちは分かるけど、澪をひとりでこっちに残していくわけにはいかないだろ？」

「それはそうだが……」

「つみきも頼むな。王様に会って勇者権限で部屋を確保してもらう暇がなかったけど……」

「あー、まぁ、何とかなるんじゃない？　ここの人はアンタと私たちが一緒にいたとこ見てるんだし、上う手まく説明すれば」

　やや投げやりにつみきは答えて、視線で「さっさと行きなさい」と言う。

「それじゃあハリッサ――」

「行こう」と言おうとして、

「ま、待って！」

　予想外の声に制止され、俺たちは動きを止めた。

「澪？」

「あの、私……」

　全員の視線を集めた澪は数瞬しゆん躊躇ためらったあと。

「私、私も連れてってください！」

「えっ!?」

　驚おどろいて、俺は声を上げる。

「み、澪？　俺たちこれから凄く危険なとこに行くかもしれないんだぞ？」

　元はと言えば、澪をアブラアムへ匿かくまうという話になったのは、彼女をビルの屋上から突き落おとした犯人が森羅の大魔法でも尻尾すら掴つかめないほど正体不明だったからだ。

　あるいは森羅の大魔法すら欺あざむく敵なのかと警けい戒かいし、安全策として異世界に匿う方法を採った。

　だが、彼女の記き憶おくが戻ったことで、それは未来の出来事だったと分かった。未来のことならば森羅の大魔法でも分からなかったのに納得がいく。アカシックレコードには未来に関する記き載さいがないからだ。

　相変わらず誰だれが突き落としたのかは分からないという点は変わらないが、森羅の大魔法を欺いていたわけではないという意味で、正体不明度や得体の知れなさはだいぶ落ちているかもしれない。

　とはいえ。

「ヤンは澪が『未来のことを知っている』ことを物もの凄すごく警戒してるんだ。一度目は記憶を封じただけだったかもしれないけど、今度も無事に済むとは限らないんだぞ？」

「分かってます……でも」

　澪は震ふるえて手をもう片方の手で握にぎり締しめる。

「私の知っている未来の情報が、もしかしたら烈火たちの役に立つかもしれないんですよね？」

「それは、そうかもしんねーけど……」

「……私、自分が記き憶おく喪そう失しつだって分かった時、本当は凄く怖こわかったんですよ」

　ポツリと、澪が呟く。

「だから、烈火がずっとずっと傍にいてくれて、助けてくれるって言ってくれて、とてもとても安心したんです。最初は少し警戒しちゃいましたけど……本当に、心の支えだったんです」

　そういや澪はいつでも俺の腰こしにしがみついていた。

「昨日、やっと記憶が――まだ全部じゃないですけど――戻って、未来でのことも思い出して、あの時もやっぱり烈火は私を助けてくれた。私、助けられっぱなしで……何か少しでも、烈火の役に立ちたいんです！」

「そんなの、別に気にしなくてもいいって。そういう性しよう分ぶんなだけだし」

　そう言う反面、澪の気持ちは素す直なおにうれしいと思っている自分もいる。

　さて、彼女を連れていくべきかどうか……と、俺が迷っていると、

「本官は連れていった方がいいと思いますよ～？」

　不意に近寄ってきたアールがそんな耳打ちをしてきた。

　俺以外に見えない彼女との会話を人に見られたくないのだが……仕方なく俺は澪に「ちょっとごめん」と言い、後ろを向く。

「……どういうことだよ？」

　それでなるべく小声でアールに話しかけるが……やっぱりみんなの視線が背中に刺さるな。どう考えても不ふ審しんな動きだもんなぁ。

　そんな俺の苦心など気にも留めず、やはり未来人は暢のん気きな態度で。

「烈火さんは『澪さんの物語』ってどんな物だと思っています？」

「は？　そりゃ誰かにビルから突き落とされたことじゃねーのか？」

　そして、その犯人を突き止とめることが『物語の解決』だ。

「何を当たり前のことを……」

「本当にそれが『澪さんの物語』でしょうか？」

「はい？」

「考えてもみてください」

　アールは俺の顔の前で五本の指をバッと広げる。

「澪さんはすでに何らかの方法で――まぁその方法自体がひとつの謎なぞではありますが――こうして過去へと戻り、烈火さんたちと一緒に異世界にまで来ています」

　ひとつひとつ確かく認にんするように立てた指を丸めながらアールは言った。

「で、現時点ですでに澪さんは過去……と言うより『前回の七月二十五日』とだいぶ違う行動を取っていると思いませんか？　すでに烈火さんと出会っていますし、ツアーライブにも出ていません。これで本当に『前回』と同じビル突き落とし事件が起きると思いますか？　彼女の意思とまったく関係のない〝サイキックハザード〟はともかく」

「!?」

　言われてみれば、アールの言う通りかもしれない。

　澪の記憶通りなら、彼女と俺は暴徒から逃にげる途と中ちゆうでビルに上ったらしい。おそらくそのビルから突き落とされたのだろうが……上ったこと自体は彼女の意思で、「偶ぐう然ぜん」だ。

　というか、そもそも犯人は計画的に澪を殺そうとしたのか？

〝サイキックハザード〟なんて未知の大災害が起こっている最中に？

　もし犯人が澪をビルから突き落としたのが偶ぐう発はつ的てき、あるいは突とつ発ぱつ的てきな犯行だったとしたら……全てが巻き戻って、澪の行動が完全に様変わりしている『今回』はそんな事件そもそも起こらない？

「だいたい、前提がおかしいんですよ。『波乱の血筋』はあくまで『物語』に巻き込まれる――つまり現在進行形の事件や不可思議が相手でなければ発動しないんです。でなければ五十年後に『物語』に巻き込まれる『予定』の『ヒロイン』まで現れてしまうかもしれないでしょう？」

「……」

「『前回』はともかく、『今回』の澪さんはまだほとんど何の事件にも不可思議にも巻き込まれていません。いえ、ヤンさんに記憶は封じられていますが、それくらい『波乱の血筋』が巻き込まれるほどのことじゃありません」

　アールは断言する。

「澪さんはあの時、あの空き地で烈火さんと出会った時点で、何らかの『物語』を抱かかえていたんです」

　……ようやく難解だった『澪の物語』の謎が解けかけたと思ったら、あっという間にスタート地点に逆ぎやく戻もどりか。

　とりあえず、アールの言いたいことは分かった。『澪の物語』は未いまだ正体不明で何の解決も見ていない以上、俺と離はなれ離ばなれになるべきじゃないってことか。

「分かった。澪も一緒に来てくれ」

「……うん！」

　澪は振り返った俺の言葉にうれしそうに返事をする。

　どこまでも一ひと筋すじ縄なわじゃいかない彼かの女じよの『物語』だけど……今度こそハッピーエンドにしてみせる！

　新たな決意とともに、俺はハリッサが床ゆかに描えがいた縁辿りの魔術の送そう還かん陣じんの中へ足を踏ふみ入いれた。




　　　　　▽




　閉じていたまぶたを開くと、目の前に響たちがいた。

「烈火……？」

「おう。久しぶり」

　実に五日ぶりの再会となる響に軽く手を上げてあいさつを――

「久しぶり、じゃない！」

　――しようとしたら怒ど鳴なられた。心配かけてしまったみたいだ。

「いや、うん……遅おそくなってすまん」

　まぁ道中いろいろと不測の事態があったのだが、ひとまず謝っておいた。響だけじゃなく、ほかのみんなもスッゴく睨にらんできてたし……。

　そこでふと俺は彼女たちの中に予想外の人物が紛まぎれ込んでいることに気づいた。

「あれ？　ていうか、何でチェルシーがいるんだ？」

「おひさ、烈火君。まぁ、いろいろあってね」

　チェルシーの『物語』も以前解決したことがあったが、その後彼女はトレジャーハンターに戻ってまた外国へ行ったはずだ。

　それがいつの間に響たちと合流を？

「そういうお主もまたひとり知らない娘の連れを増やしているようじゃが？」

　ジト目のロザリンドが俺とコロナを交こう互ごに見ながら言った。

「……」

　スズランも無言だったが主と似たような視線だった。

「えーっと、話せば長くなるんだけど……」

「そうか。そうだろうな。ボクらの方も、いくつか話すことがある」

　響はやや言いにくそうに眉み間けんにしわを寄せた。

　そこでふと気がついたが、俺たちがアブラアムから戻ってきた――つまり彼女たちが元々いた――この部屋は、調度品なんかの雰ふん囲い気きがあまり日本的ではない。というか、この場に十一人もいるのに凄い広々としてて、余裕がある。

　もしかして、ここは外国？　チェルシーの合流と何か関係があるのか？

　こちらも精せい霊れい界や『リュンの物語』に、『澪の物語』の新たな謎など話すことがたくさんある。

　俺おれたちはあちこちから座すわれる物を引っ張ってきて、お互いに情報交こう換かんを始めた。




　　　　　▽




「皐月がエリシアにさらわれただって……ッ!?」

　響からその話を聞いた俺は思わず立ち上がって椅い子すを後ろへ倒してしまった。

「……すまない。油断していた」

　申し訳なさそうに頭を下げる響を見て、カッと熱くなっていた頭が少し冷えた。

「いや、こっちこそワリィ。大声出して……」

　俺は蹴け倒たおした椅子を持ち上げて座り直す。

「でも……何でエリシアは皐月のことをさらうんだ？」

「それなんだが、皐月の部屋にエリシア――『組織』からの脅きよう迫はく文ぶんが残されていた。それによると、どうも『組織』の目的はエリシア自身がキミに預けた物にあるらしい」

「エリシアが俺に？」

　そう言われて、ピンと来る物がひとつあった。

　ポケットからピアスを取り出す。

「それは？」

「エリシアに会った時に、彼女がこっそり俺のポケットに入れておいた物だ」

「……じゃあ、おそらくそれだな。『組織』は皐月の身み柄がらとそのピアスの交換を要求している。手紙で指定された取引の期限は、明日の夜までだ」

「明日か……」

　期限前に地球へ戻ってこられたことを喜ぶべきか。時間のなさを嘆なげくべきか。

「とりあえず、タイムリミットは把は握あくしたけど、肝かん心じんの取引場所はどこなんだ？」

「それなんだが……『キミが皐月のために戦った場所』だそうだ。そこへキミひとりでピアスも持って現れろと書いてあった。場所の見当はつくか？」

「まぁ、なんとなく」

　たぶん、俺がメサイアと戦ったあの草原だ。おそらくマーガレット家の者に手紙を読まれても取引現場がバレないように、こんな指定の仕方をしたのだろう。

　あそこへ明日――七月二十六日――の夜までに俺がピアスを持っていかなければ皐月がどうなるのか……あまり考えたくない。

　彼女の身を案じながら、手の中のピアスをジッと見つめる。

「ところで、それは何なんだ？　見た目は普通のピアスと変わらないが」

　こちらの手元を覗のぞき込みながら響が尋ねてきた。

「これを持ってるとエリシアと同じ『壁かべ抜ぬけ』の能力が使えた」

「どういうことだ？」

「さあ、原理は分からない。ただ持ってれば、俺じゃなくても誰でも彼女と同じ能力が使えるようになるんだ」

　しかし、そこで疑問がひとつ。

「でもこれってチェルシーの家から盗ぬすまれた物なんだよな？　つまり、魔ま法ほうの品……それで何で超ちよう能のう力りよくが使えるようになるんだ？」

「それは……」

　チェルシーが質問に答えようとした――その時。

「やあ諸君！　元気にしているか？」

　突然、真っ赤なドレスの少女が大きな音を立てて扉とびらを開け放ち、多くのメイドを引き連れて部屋の中へと入り込んできた。

「……って、あれ？」

「おやァ、招いてもいない客が現れたと聞いてきたが、どこかで見た顔だなァ」

　少女がニヤリと笑う。

　俺も彼女には見覚えがあった。

「何じゃ？　そやつと知り合いなのか？　レッカ」

　ロザリンドがなぜか不ふ機き嫌げんそうに尋ねてきた。

「えっと、澪が倒れてた空き地で会った娘こなんだけど……」

「あの時お前は肩かた車ぐるまをしてくれたなァ。助かったぞ」

「何ィ!?」

　なぜかさらに不機嫌になるロザリンド……は、ひとまず置いといて、俺は髪かみからドレスから何もかも赤い少女に向き直る。

「それで、結局お前は誰なんだ？」

「ん～、フフフ。そういえばお前には名乗っていなかったな。妾わらわの名はナルテシア・マーガレット。この家の当主である」

　少女――ナルテシアはチェルシーが運んできた椅子に腰を下ろすと、人を食った笑えみを浮うかべながらそう自己紹しよう介かいした。

　響たちがマーガレット家の当主と連れん携けいを取ることになった話は聞いていたが、この子供がその当主なのか？　つき従うメイドやチェルシーの態度を見る限りどうやらそうらしいが……。

「それで、お前の名は？」

「俺は波乱烈火だ」

「ほう、お前が奴らの手紙にあった『烈火』だったのか」

　ナルテシアが目を細める。

　奴らの手紙というのは、おそらく『組織』からの脅迫文のことだろう。

「奇き縁えん奇縁。よもや本当に再び巡めぐり合あうことになるとはな」

　そういや別わかれ際ぎわにまた縁えんがあったら会おうみたいなあいさつをしたっけか。

　まぁこちらとしてもまったくの初対面よりは話しやすいので助かる。

「『組織』はこのピアスと皐月の身柄の交換を要求してるのか？　ナルテシア」

「そうなるなァ」

「……ちなみに、その取引に応じる気は？」

「ない」

　キッパリ言われてしまった……。

　そりゃあ『組織』が要求しているのはマーガレット家の秘宝なわけだし、彼女たちからすれば何で皐月のために自分たちの物を差し出さなきゃならないんだって感じだもんな。

　とはいえ、こっちもじゃあ諦あきらめますって言うわけにはいかないわけで、何とか交こう渉しようの糸口を探そうと俺が頭を働かせていると、

「待ってくれナルテシア。ひとつ確認を取っておきたいんだが」

　響がそう言って、鋭するどい視線をナルテシアに向けた。

「ん？　何であるか？」

「事前に聞いていた話では、このピアス――マーガレット家の秘宝には、世界中の主要都市を破は壊かいし尽つくし大混乱に陥おとしいれるだけの力があるはずだ。だが、烈火はこのピアスを持つと『壁抜け』の超能力が使えるようになるだけだと言っている。どういうことなんだ？」

「そんなことどうでもいいではないか」

「よくない。ボクらは世界が危ないと聞いたから、キミに協力する気になったんだ。何でそんなウソをついたのか、ちゃんと説明してもらう」

「……ふぅ、まぁよいか。面めん倒どうではあるがな」

　ナルテシアは肩を竦めてみせ、茶ちや目めっ気けたっぷりにウインクまでしてみせる。された方の響は憮ぶ然ぜんとして腕うで組ぐみをした。

「そのピアスに使われている『ゲンガーの緋ひ石せき』にはな、異能を記憶する力があるんだよ」

「異能を記憶？」

「意味はそのままさ。魔法や超能力、それらの力をピアスに記憶し、使用することができる。それはそこの烈火が体験した通りさ」

「……！」

　俺が『壁抜け』をすることができたのは、このピアスにエリシアの超能力が記憶されていたからなのか！

「どうやら現在では『壁抜け』の異能が〝上書き〟されているようだが、元々はマーガレット家の固有魔ま法ほうである『火か竜りゆうの息い吹ぶき』という広域殲せん滅めつ魔法が記憶されていたのさ」

「つまり、キミの言っていた世界を破壊する力というのは、その『火竜の息吹』のことなのか？」

「そうなるなァ。だから、妾は別にウソをついていたわけではないのさ。わざわざ『火竜の息吹』が記憶されたピアスを盗んだのだ。それを悪用しようとしていると疑うのは当然ではないか」

　いちおう、ナルテシアの話は筋が通っていた。

『火竜の息吹』の上に『壁抜け』が上書きされていると彼女が知る機会なんてなかっただろうし、知らないのなら『組織』の目的が『火竜の息吹』にあるという前提で動くのは自然な流れだ。

　だけど……。

　俺が澪から聞いた『未来』の話でヤンが起こした〝サイキックハザード〟は、そんな直接的な暴力による破壊じゃなかった。ということはつまり……。

「――さて、これで納得したか？　分かったら、さっさとそれを返してもらおう」

「それは……」

　ここでピアスを返したら皐月が……ッ！

「……今はもうこのピアスに『火竜の息吹』なんて物ぶつ騒そうな魔法は記憶されてねーんだろ？　だったら『組織』の手に渡わたっても安全なはずだ。だから」

「だから、仲間を取とり戻もどすまでの間貸してくれとでも？　ダメだなァ。全然ダメだ。それでは交渉にもなっていないぞ、烈火」

　チチチと舌を鳴らし、ナルテシアはニヤニヤと笑う。

「交渉の基本は、自分の弱よわ味みを見せないこと。そして、お互いのメリットを示すことだ。お前はそのどちらも果たしていない」

　それに、とナルテシアはつけ加える。

「お前はひとつ誤ご魔ま化かそうとしていることがあるだろう？」

「ご、誤魔化す？」

「皐月とやらをさらったのは、そのピアスに『壁抜け』の異能を記憶させたエリシア本人なのだろう？　つまり『組織』はすでに『火竜の息吹』がそのピアスに記憶されていないことを知っている。なのになぜ、奴らはなおもピアスを欲ほつする？」

「それは……」

「それは、奴らの目的が『火竜の息吹』ではなくピアスそのものにあったというわけだ。要するに奴らにはもっと別の目的があるということさァ」

「ッ!?」

　バレてる。

　本当のヤンの目的を、俺はすでに知っている。あの男の目的は〝サイキックハザード〟を起こすことだ。おそらくこのピアスはそのカギとなるアイテム……！

　これを持ってのこのこ取引現場へ出向き、もしも奪うばわれれば〝サイキックハザード〟が起こる。

　しかし、『組織』の言う通りにしなければ皐月の身に危険が及およぶ。

「……」

　残された可能性は、『組織』との交渉の場に赴おもむいて皐月を取り返し、その上でピアスを守り切ること……。ピアスを持たずに行ってもヤンの『精神感応能力テレパシー』で見破られ、失敗するだろう。

　だが、ピアスをヤンの前に持っていくのは危険な賭かけだ。

　危険な橋を渡らないという意味では、ナルテシアの言い分が正しい……でも。

「……別の目的があるなら、なおのこと『組織』は諦めないだろう」

　言葉を探さがして黙だまっている俺の横から、響が一歩前へ出る。

「だとしたら、『組織』の取引に応じようが応じまいが、どの道奴やつらはピアスを奪いに再びここへ来るはずだ」

「そうなるかもなァ」

「……表面上だけでも『組織』の取引に応じるフリをしてくれれば、その後奴らとの戦せん闘とうになった時にボクらも手を貸す」

「ふぅん？　仲間を取り返すチャンスさえもらえれば戦力を提供するということか。逆に、その提案を蹴けった場合はこの場で共きよう闘とう関係は解消と？」

「……そうだ」

「まぁ、烈火よりはマシな提案だな」

　ナルテシアは自分の髪先を指でいじりながら、おもしろそうに頷うなずいた。

「だが弱いな。それに欠点もある。相手はこちらの心を読む超ちよう能のう力りよく者しやだぞ？　どうやって取引に応じるフリをする？」

「……もうすぐ対超能力用のアイテムを持った仲間が帰ってくる。それがあればヤンの『精神感応能力テレパシー』にも対抗できるはずだ」

「ほう？　それはまた都合がいいな。超能力に対抗できる道具を持っているなんて、お前らの仲間はいったい何者だ？」

「宇宙人だ」

「ハッ！」

　この上なく愉ゆ快かいそうにナルテシアは声を上げて笑った。

「言っておくけどウソじゃねーからな」

　俺も横からフォローを入れる。

　それでもしばらくナルテシアは腹を抱えて笑い続けていたが、やがて顔を上げて。

「しかし、どちらにせよダメだなァ。元々、マーガレット家のみで『組織』を殲せん滅めつできるだけの戦力は備わっている。妾がお前らに求めたのはヤンたちの行方ゆくえを捜す能力を持つあの娘……皐月だったか？　あやつ以外はおまけ程度の価値しかない」

「ほう……！」

　おまけ扱いされたロザリンドが気色ばむ。

「では、ワシらを何日もこの屋や敷しきで待ちぼうけさせていたのは……」

「必要なかったからだよ。ヤンたちの行方をあの娘に調べさせた時点で、とっくにマーガレット家から追撃部隊を出していたさ」

　ナルテシアはロザリンドを挑ちよう発はつするようにニヤニヤ笑う。

「もっとも、その追撃部隊もヤンたちに振り切きられてしまってな。もう一度あの娘に行方を探さぐってもらおうかと思った矢先、誘ゆう拐かいされてしまったわけだ。はてさて困ったなと思ったが……こうしてピアスが戻ってきた以上、わざわざこちらから出向くこともない。待っていれば、勝手に『組織』の〝残党〟どもは攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。あとはそれを全ぜん滅めつさせてやればいいだけだ。無論、妾たちだけで充じゆう分ぶんだがなァ」

「この小こ娘むすめが」

「ちょっと待てロザリン……？」

　今にも爆ばく発はつしそうなロザリンドを抑おさえようと手で制しかけて……ふと、ナルテシアのセリフに違い和わ感かんを覚えた。

「……待ってくれ。『組織』の……〝残党〟ってどういうことだ？」

　俺の指し摘てきに、ナルテシアは「ん？」という顔をする。

「ああ、烈火には言っていなかったかな？　そちらの響たちには伝えていたと思うが」

「聞いてないぞ」

　相手の言葉を否定しながら響が目を細める。

　彼女に睨みつけられてもナルテシアは苦く笑しようを漏もらすだけだった。

　そして。




「『組織』の本ほん拠きよ地ちならとうの昔に壊かい滅めつさせたとも。確か……二十日の昼ひる頃ごろだったかな？　烈火、お前と空き地で会ったあとくらいだ」




　ナルテシアはこともなげにそう告げる。

『組織』の本拠地がすでに壊滅していただって……!?

「ナルテシア様！　そんなこと私にはひと言も……」

「んん～？　言っていたらどうするつもりだァ？　そこの響たちに教えていたか？　だからお前には伝えていなかったんだよ、チェルシー」

「ッ！」

　抗こう議ぎするチェルシーをナルテシアは鋭い視線で黙らせる。

　だが、今のセリフで彼女が最初から『組織』の壊滅をこちらに教える気がなかったことが分かった。同時に、彼女が皐月以外を本当におまけ程度にしか考えていなかったことも……その皐月がいなくなったから隠かくしていた情報もさらす気になったんだ。

「……そういえば、キミは皐月に『ヤンとエリシアの行方』しか尋たずねなかったな。『組織』と敵対しているのに、『組織』の本拠地は尋ねなかった。あれはそういうことだったのか」

「すでにないものを尋ねるわけないじゃァないか」

「ああ、そうだろうな。おかげで合が点てんがいった。エリシアが何で皐月をさらったのか」

　厳しい表情で響は答える。

　彼女の話では、エリシアは『組織』から逃げつつも、決して彼かれらに対して敵対感情を抱いだいているわけではなかったらしい。

　おそらくエリシアの目的はヤンの計画――〝サイキックハザード〟を止めることにあって、『組織』そのものに対して悪感情はなかったのだろう。

　と、いうことは……。

「『組織』を――大切な仲間を失わされたエリシアは世界に絶望して、全すべてを破壊することに決めたんだ。怒いかりと悲しみに囚とらわれて……ッ」

　響は悔くやしそうに唇くちびるを噛かむ。

　エリシアが組織の壊滅を聞いたのは、おそらくヤンに連つれ戻されたあとだろう。「あの時彼女を連れていかれなければ……」と後こう悔かいしているのかもしれない。

「……ッ」

　後悔してるのは俺も同じだ……！

〝サイキックハザード〟を止めようとしていたエリシアが『組織』を潰つぶされて、逆にヤンに協力している。

　それってつまり……『エリシアの物語』は……。

「もう聞きたいことはこれで全部かァ？　だったら、いい加減ピアスを返してもらおうか」

　ナルテシアが手をこちらへ差し出してくる。

　全員の視線が俺に集まった。

　このままピアスをナルテシアに渡して、彼女たちと『組織』の残党との戦いを脇わきで見ているか――

「……」

　――あるいは世界を危険にさらしてでも取引現場へ赴くか。皐月を救出するためと、エリシアを絶望から救うために。

　残党とはいっても、ヤンたちから皐月を取り戻すのは困難を極きわめるだろう。

　おまけにこの場でナルテシアに逆らえば、マーガレット家を敵に回す。

『組織』に敗北すれば、〝サイキックハザード〟で世界が大混乱に陥おちいる。

　その上――『エリシアの物語』は、もはや救えるのかどうかすら分からない。

　………………………………だけど。

　それでも。

　あがかないことには前に進めない。

　前に進まなきゃ、助けられる相手にすら手が届かないんだ。

　この場で立ち止まって、ナルテシアがエリシアたちを全滅させるのを脇で静観してろだって？　冗じよう談だんじゃない。

「ワリィ、みんな」

　俺のワガママにつき合わせることになって――そういう意味を込めて、謝罪の言葉を口にする。

「……気にするな」

　こちらの意図を察したらしい響が大きく息を吐はいた。

　チラリと見み渡わたしたみんなの表情も彼女とだいたい同じだった。コロナと澪だけはやや怪け訝げんな視線を返してきたが、この場の交渉が決けつ裂れつした空気は察しているようだ。

「ん？　どうしたァ？」

　俺たちの短いやり取りを見ていたナルテシアが、相変わらずニヤニヤとしながら尋ねてくる。

　その眼まな差ざしは俺の決断を見み透すかしているようにも見えて一いつ瞬しゆん不気味だったが……やらなきゃ、何にも始まらない！

「ロザリンド！」

「最初からこうすればよかったのじゃッ！」

　応こたえるや否いなや、ロザリンドの瞳ひとみが妖あやしく光る。

　いきなり妙みような動きを見せた俺たち相手に身構えたメイドたちだが――その半分ほどがロザリンドの『魅了チヤーム』にかかり、かからなかった者たちを押おさえ込む。

　やっぱり全員は『魅了チヤーム』にかからないか……！

「フフッ」

　当然、かからない側のナルテシアは特に慌あわてることもなく俺のことを見つめている。

　いったい何を考えてるんだ？

　いや、今はそんなこと気にしている暇ひまはないかッ！

「リア！　つみきと澪を頼たのむ！」

「任せろ！」

　リアが澪の小さな体を抱える。つみきも慌てて彼女の傍そばへ走った。

「窓だ！」

　響が叫さけび、筒つつ状じようの何かを投げた。

　と、その筒から大量の煙けむりが噴ふき出し、ナルテシアとメイドたちの視界をふさぐ。煙えん幕まく？　相変わらずいろんな物を常備してるな！

　マーガレット邸ていはひと部屋の広さも半はん端ぱない。俺たちは駆かけ足あしで窓へと向かった。

　相手の視界も奪ったし、このまま逃げられるか――そう思った時、室内に突とつ風ぷうが吹ふいて、煙幕を部屋の外へと吹き飛とばした。

「ほれ、さっさと追え追え」

　そう言ってナルテシアはメイドたちに俺たちを追わせる。どうやら煙幕を吹き飛ばしたのは彼女の魔法らしい。

　だが、今の突風で窓も開いた。ひと手間減るのはありがたい。

「待てッ！」

　メイドが叫び、呪じゆ文もんを唱える。

　彼女だけではない。追ってくるメイドの全員が口を動かしていた。

　次の瞬しゆん間かん、火、水、雷かみなり、風と様々な魔法が俺たちめがけて飛んできた！

「いィッ!?」

　あんなの喰くらったら俺なんか一発でノックアウトだ。

「烈火！」

「後こう輩はい！」

　迫せまりくるメイドたちの魔法を、リアの水魔法とコロナの闇やみ魔ま法ほうが蹴け散ちらした。数では劣おとっていても威い力りよくはふたりの方が大きい。まとめて複数の魔法が消し飛ぶ。

　それでも撃うち漏らした一発が俺へと迫るが、

「はぁ！」

　ハリッサが張ったバリアーのような物が直ちよく撃げきを防いでくれた。

「ありがとな！」

「いえ！」

　交かわす言葉も短く、俺たちは再び走り出す。

「失礼いたします」

　スズランが謝罪しながら銀ナイフを投とう擲てきした。ナイフが追ってくるメイドの足に刺ささり、数人を転倒させる。

「こぉのッ！」

　さらに部屋の壁かべ際ぎわにあった大きな柱時計を持ち上げたイリスが、それをメイドたちに向かってブン投げた。さすがに当てはしなかったが、進路をふさぐことで足止めになる。

　そこで響が再び煙幕を張る。

　どうせまたすぐに吹き飛ばされるだろうが、もう窓はすぐそこだ。あとは飛び出すだけでいい。そのくらいの間なら相手の視界を奪えるだろう。

「リア！　頼む！」

　俺はつみきと澪を守りながら駆けてきたリアを振ふり返かえる。

「つみき。澪を」

「分かりました！」

　リアはつみきに澪を預け、バルコニーへと出た。

「……さすがに数が多いか？」

　異世界帰き還かん組の俺・ハリッサ・つみき・澪・コロナに、合流したイリス・響・ロザリンド・スズランを加えて九人もいる。

「我ならひとりでも飛べるぞ？」とコロナ。

「まぁ、何とかなる。少し待て」

　頼もしい返事をして、リアはリヴァイアサンへと変身を始めた。

「そういえば、チェルシーは？」

　俺は響に尋ねる。

「彼女はマーガレット家でも微び妙みような立場だ……。ボクらとは来られないだろう」

「そうか」

　そこまで長く話したわけではないが、ナルテシアはどうにも食えないタイプだ。腹の底が読めないし……どことなく、冷れい徹てつな印象がある。あの当主の前でヘタな裏切りなどできないだろう。

『いいぞ！　みんな乗れ！』

　リアがテレパシーで俺たちに呼びかける。

「行くぞッ！」

　全員が素す早ばやくリヴァイアサン化したリアの背に乗る。身長の低い澪のことは力のあるイリスがサポートした。

『しっかり掴つかまっていろ！』

　音もなくリヴァイアサンの巨きよ体たいが浮き上あがる。

　その時、ひとりのメイドが煙幕の中を突とつ破ぱしてきた。

「おのれっ！」

　メイドが魔法を撃とうと構える。

　だが――そのメイドが呪文を唱えようとした瞬間、彼女の背が急激に縮んでしまった。手足と顔がメイド服の中に埋うもれ、もがく声が聞こえる。

　あれは、確かチェルシーが以前見せてくれた、人の身長を操あやつる魔法か！

　難しい立場にあるというのに――煙幕があるとはいえ――精いっぱい俺たちのことを助けてくれたに違ちがいない。

　心の中で彼女に礼を言い、俺たちは飛び立つ。

「よしっ……！」

『まだ安心するのは早いぞ！　追手だ！』

「マジかっ!?」

　慌てて振り返ってみれば、メイドたちはスカートをはためかせながら続々と窓を飛び出してくる。

　さすが魔ま法ほう使つかいの屋敷と言うべきか、空くらい普ふ通つうに飛べるってか！

　おまけにメイド以外にもマーガレット家の魔法使いらしき連中まで追手に加わる。

　このままじゃとても振り切れないと、そう思った時――突とつ然ぜん、空から光が降ふってきて、俺たち全員を包つつんだ。

「へ？」

　その直後、俺たちはまるで光に吸い上げられるようにして宙へと浮き上がっていく。

「な、何だこれは？」

　リヴァイアサン化を解いたリアが驚おどろきを隠せない声で呟つぶやく。

　光が降ってきた瞬間から、俺たちの体はバラバラに浮き上がっており、すでに彼女の背から離はなれていた。つまり、この光そのものに人を浮かせる力が備わっているということだろう。

　マーガレット家の魔法使い及びメイドたちは、急速に上空へと昇のぼっていく俺たちを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。「あの光は何なのか？」という疑問が彼ら彼女らの頭をよぎっていることだろう。俺にも分からない。

　ただ、確証はないが「もしかして？」と思っていることはあった。

　俺は同じく宙へと吸い上げられているイリスと視線を合わせる。

「なぁ、これってイリスがやったのか？」

「ううん。私のじゃないわ」

　イリスは首を横に振って否定した。

「そうか」と俺。

「ふたりで納なつ得とくしないでくれ。何が起きてるんだ？」

　リアが眉まゆを八の字にして尋ねてくる。ちょっと寂さびしそうだ。

「そういや、リアははじめてなんだっけ……たぶんだけど、これ、宇宙船にアブダクションされてるんだ」

　地球最古の獣けものの王である彼かの女じよは数秒間を置いて、「……はぁ？」と疑ぎ問もん符ふを浮かべた。




　　　　　▽




　結局と言うかビックリすることにと言うか、俺たちはアブダクションによって宇宙空間にまで引っ張り上げられた。空気とかどうなってるんだとかいうツッコミは、たぶん宇宙科学の技術力というひと言で一いつ蹴しゆうされるんだろうな。

　で、俺たちをマーガレット家の追手たちから救ったのは誰だれかといえば。

「随ずい分ぶん遅おそくなっちゃったけど、なかなかいいタイミングで帰ってこられたみたいね」

「まったくだ。ありがとよ、シャーリー」

「どういたしまして」

　シャーリーはメガネのブリッジを持ち上げて得意そうに微笑ほほえんだ。

「私たちがべラノへ行っている間に、大変なことになっていたようですわね」

「あたしがいなくってお前ら大だい丈じよう夫ぶだったのかよ？」

　レインとファムが口々に言う。

「テトラも心配したです」

　それから惑わく星せいベラノから帰ってきた彼女たちに、俺たちの居場所を伝えてくれたテトラもホッと胸を撫なで下おろしていた。

　アンドロイドのガーネットが脱だつ出しゆつで疲つかれたみんなに飲み物を配ってくれる。
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「ていうか、やたらと時間かかったわね。何かあったの？」

　イリスは受け取ったジュースを飲みつつシャーリーに聞いた。

　彼女たちの役割分担は超能力の研究が行われている惑星エスタシオンから、対超能力用のアイテムを手に入れてくることだったはずだ。

「特に何ってわけじゃないけど……ほら、エスタシオンでは私は罪人だからね。元シーガイストやスクアーロの手とかを借りなきゃ、目的の品をエスタシオンから持ち出せなかったのよ。あとはレインのお母さんのコネとか貸してもらったり」

　シーガイストというのは「元」ではあるが、ファムが所属していた宇宙海かい賊ぞくのことだ。その手を借りたということは、たぶん非合法な手段だろう。

「それで首しゆ尾びはどうだったんだ？」

　俺おれは肝心なことを尋ねた。

「バッチリ」

　シャーリーはそう言うとコンソールを操作した。すると、俺たちのいる部屋の壁かべの一部が動き、奥おくから防ぼう弾だんチョッキみたいな物が現れる。

「これがそうなのか？」

「そうよ」

「なんか服っぽいというか……少なくとも頭につける物じゃないよな？」

「イメージと違った？」

「まぁ、相手は記き憶おくとか思考を読む能力なんだし、その対策って言われると頭を守るヘルメットみたいな物かと思ってたから」

　そう言うと、シャーリーはクスッと笑った。

「無理ないわ。先入観ってそういうものだもの」

　シャーリーはその対超能力アイテムに近づくと、ポンと手を置いて。

「『精神感応能力テレパシー』は記憶や思考を読むといっても、脳の中の電気信号を傍ぼう受じゆしているわけじゃないわ。精神を、心の情報を読むの」

「ふむ……えーと、なるほど」

　頭の中の情報じゃなくて精神とか心の情報を読むと言われれば、その対策アイテムが服みたいな形をしているのも納得がいく……気がする。

「まぁ、あんまり難しく考える必要はないわ。相手がこちらの思考を読むという事実と、その対応策」

「そうだな」

　俺は頷く。

「このジャケットを着れば『精神感応能力者テレパシスト』がこちらの精神の情報を読み取ることを防げるわ。薄うすいから上着の下に着込めるし、パッと見ではバレない」

「なら、とりあえず俺は取引現場にそれを着ていくとして……」

「取引？　何の話？」

　そういえばまだ現状をシャーリーたちに伝えていなかった。

　俺は『組織』に皐月がさらわれたことと、奴らの目的を手短に話す。異世界での出来事はひとまずあと回しだ。

「そう。状じよう況きようは把は握あくしたわ」

「ちなみにこのジャケットには他ほかの超ちよう能のう力りよくを防ぐ効果はないのか？」と響。

「いちおう、『人体発火能力』や『心神操作能力』もこのジャケットで防げるけど……個人レベルだと対策できる超能力も限られてくるわ。『空間跳躍テレポート能力』や『遠視能力』となると大がかりな装置を設置する必要があるし……」

　最後はやや申し訳なさそうな口調でシャーリーは説明する。

　とはいえ、こちらの考えを読まれないで済むというだけでも、あるとないとでは全然違う。

「あとはどうやって……まずは皐月を助けることか」

　ヤンはおそらく響の――あとおそらく皐月の――記憶を読み取り、俺の仲間の数や能力を把握しているだろう。てことはハリッサに透とう明めい化かの魔ま術じゆつをかけてもらって、こっそり仲間を連れていくなんて作戦は、たとえこのジャケットで心を読まれないようにしてもあっさりと看破されるに違いない。

　そもそも指定された取引現場に素す直なおに出向いていいものか……。

　……待てよ？

「逆に、だからこそつけ入る隙すきはそこか？」

　呟いた俺の顔に、みんなの視線が集まる。

　俺もこちらを見つめてくるみんなの顔を順番に見やった。

　……うん。おそらく、『精神感応能力者テレパシスト』のヤンの意表を突つけるとしたら彼女しかいない。

　となると、あれをああしてそっちを……。

　俺は思いついた作戦をみんなに伝えた。
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　よくよく考えると、精せい霊れい界から魔ま界かいまで逃にげ、それから地球へ戻るまでの間ろくに寝ねていなかった――というわけで、みんなはヤンたちが指定してきた取引期限である二十六日の夕方まで睡すい眠みんを取った。

「くぅ～～～ああっ！　すっきりした」

　ベッドの上で伸のびをしながら、時計の針の進み具合を見る。

　八時間は寝たかな……頭もボーッとしてない。

　ここ最近で一番の目覚めだ。そういえば精霊の宿のベッドは少々硬かたかった気がする。それに比べてシャーリーの宇宙船に備えつけられたベッドときたら、体に物もの凄すごくフィットする上にやわらかかった。

　こういうのにも宇宙の科学が使われているのだろうか？

　もし今のベッドが壊こわれたら、これと同じベッドをシャーリーに頼んで購こう入にゆうしてもらおうか？　宇宙の通貨なんて持ってないから、何か別の物で支し払はらう必要があるが……。

　なんてことを考えながら音ひとつしないスライドドアをくぐり。

「……何やってるんだみんな？」

「「「「「「「「「「「「「ううん、何でも」」」」」」」」」」」」」

　何でもないのに人の部屋の前に集まって何を……？

　なんか睨にらみ合あってたり揉もみ合ってたり、中には倒れてたりする娘こまでいるんだけど。別にそんな激しい戦闘が行われた形けい跡せきはないのに、なぜかこの場は「戦場」と呼ぶに相応ふさわしい気がする。

　まぁ、なんだかよく分からない異様な空気だったので、そそくさと俺はその場を離れて顔でも洗ってくることにした。洗面所的なスペースがどこにあるのかは事前に聞いてある。

「烈火さんを起こしにきたのか、もしくは寝ね顔がおでも覗のぞきにきて、鉢はち合あわせってところですかね？」

「俺の寝顔なんか見て何が楽しいんだよ」

　相変わらず的はずれなアールにツッコミを入れながら、俺は洗面スペースへ向かった。人が顔を洗っている後ろで、未来人は何度もため息をついていた。

　そのあとは飯を食って――ロザリンドとイリスがまだ睨み合っていたが――いったん部屋に戻り、少しストレッチをして、ベッドに腰こしかけて心の準備をした。

　ヤンは具体的な時間を指定してこなかったが、この取引が無効になれば『組織』の残党はマーガレット家に無む謀ぼうな特とつ攻こうをする以外になくなる。零れい時じギリギリまでは待つはずだ。さすがにそこまで焦あせらすつもりはないが。

「……そろそろ行くか」

　俺は立ち上がって部屋を出る。

　宇宙船の中でも広めのリビング的な部屋に行くと、すでにみんな集まっていた。どうやら俺が一番遅おそかったらしい。

「遅いぞ。二に度ど寝ねしてたのか？」

「してねーよ」

　響の軽口に俺も軽く返す。

「今回の戦いは、俺とヤンとの読み合いの勝負になると思う」

　ヤンは皐月の記憶を読んでこちらの手札を知っている。

　同時に、俺も向こうがこちらの手札を知っているということを知っている。

　あとはその上で相手の立てる作戦と対応策をどこまで読み切れるか――しかもノンストップで――というのが勝敗を分けるカギとなるだろう。

「こっちの勝利条件は皐月を取り返すことだ」

　逆にそれが不可能な状況を作られてしまえばこちらの負けと言っていい。

　その後はピアスを渡すのか渡さないのか、最悪の二択たくを迫られるだろう。

「それじゃあ――いっちょ、奇襲といこうか」

「はいっ！」

　言葉の合図に大きな声で返事をしたのはハリッサだ。

　彼女はその手に持つ杖つえの先せん端たんで宇宙船の床ゆかを――そこに描えがかれた送そう還かん陣じんを――突き、呪文を唱える。

「イクレナ・カーシュ！」

　瞬間、白い光が視界に広がり――
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　――縁えん辿たどりの魔術が発動して、まったく見知らぬ場所に辿たどり着つく。

　そこはどうやら炭鉱の中のようだった。天てん井じようも壁も土が剥むき出しで、濡ぬれた地面の匂においが鼻につく。

　そこいらに吊つるされた裸はだか電でん球きゆうのおかげで視界には困らなかった。

　そのややオレンジがかった照明に照らされた十数人の男女がいる。

　半分以上は知らない顔だ。分かるのは三人だけ――ひとりはエリシア、ひとりはヤン、そしてもうひとりは。

「皐月！」

「烈火！」

　ヤンの仲間らしき女性に後ろ手に拘こう束そくされていた皐月は、突然現れた俺を見て叫ぶ。

　彼女の私物を媒ばい介かいに縁辿りの魔術を使い、取引現場へ向かうまでもなくヤンたちを奇襲する。縁辿りの魔術の存在自体はヤンも『精神感応能力テレパシー』で知っていただろうが、「いつ」現れるかまでは予測しようがない。

「いつ」来るのかを予測させなければ、機先を制することはでき、奇襲は成立する。

「ロザリンド！　ガーネット！」

　返事は不要だ。名前を呼んだ二人は声もなく、皐月を取とり戻もどすために駆け出す。

「貴様ら動くな。人ひと質じちを殺すぞ」

　ヤンが威い圧あつ的てきな声で俺たちに命令した。

「皐月に傷ひとつつけてみろ。今すぐ宇宙船に戻って、例のピアスを宇宙空間の果てに捨ててくんぞ」

　負けじと俺も相手を脅おどし返す。

「……ッ！」

　一瞬、ヤンの眉み間けんにシワが寄った。

　おそらく俺たち全員の思考が『読めない』ことに気づいたのだろう。

　今の奴には俺の言葉が脅しなのか本気なのか分からない。だが、俺が本当に宇宙の果てにピアスを捨てにいけることは知っている。

　仮に皐月を傷つけて、本当に俺がピアスを捨ててしまえば、もうヤンの目的は果たすことができない。おまけに『組織』はマーガレット家に本拠地を潰され、もはやあとがない。〝サイキックハザード〟を起こすこと以外に何もないほど、彼らは心理的に追おい詰つめられている。

　だからこそ、百ひやく戦せん錬れん磨まの超能力者であるヤンですら、迷う――世界に復ふく讐しゆうする最後の方法を失うことを恐おそれる。こんなガキのハッタリでもビビらせることができる。

　だが、所しよ詮せんハッタリはハッタリ。長続きはしない。時間を置けば、『精神感応能力テレパシー』なしでも見破られてしまうだろう。

　この奇襲はそんな時間を与あたえないための奇襲だ。

　ロザリンドとガーネットは超能力者たちに肉にく薄はくする。

　しかし――さすがと言うべきなのか――相手もいつまでも呆あつ気けに取られていなかった。高速で迫るふたりのことを迎むかえ撃とうと身構える。

「邪じや魔まじゃ！」

　ロザリンドが人には追いつけないスピードで拳こぶしを振るった。

　しかし、彼女に相対した男はこともなげにそれを見切り、ナイフで反はん撃げきする。

　そんな物当たるわけない――と思ったが、

「ぬッ!?」

　突とつ如じよ、ナイフの軌き道どうがヘビのようにうねってロザリンドの頬ほおを切り裂さく。

「たぶん『超ちよう知ち覚かく能力』の一種よ！　その男には一秒が十秒に、世界がスローモーションに見えてるわ！」

　シャーリーがロザリンドに向かって大声で叫ぶ。

　ヤンがこちらの手札を知っているのに対して、俺たちは『組織』の超ちよう能のう力りよく者しやの手札を把握していない。その不利を、彼女の知識が補ってくれる。

　とはいえ、簡単にはいかないだろう。

　ガーネットも『念動力能力者サイキツカー』に止められた。

「エリシア！」

　ヤンの指示で、エリシアと数人の超能力者がこちらへと迫る。

　どうやらこの場で俺たち全員を捕つかまえる方針で意思を固めたらしい。ヤンは皐月の記憶から、今回の『物語』に関かかわっている俺の仲間の容姿を全員分把握しているはずだ。だからこそ、この場でその全員を捕とらえてしまえば、ピアスを宇宙の果てに捨てに行かれることもない――そう考えたのだろう。

「イリス！　リア！　響！　スズラン！　頼む！」

　四人が迎げい撃げきに出るが、あまり大きく前には出られない。

　なぜなら、俺の後ろにはつみきたちのように戦えない仲間がいるからだ。

　もし四人の防衛線が突破されたら、俺が彼女たちの盾たてになるしかない。

　それも作戦の内だが……一番いいのは彼女たちを危険にさらす前に、ロザリンドかガーネットが皐月を取り戻してくれることだ。

　と。

「ええいっ！　うっとうしい！」

　ロザリンドが激げき昂こうすると同時に『超知覚能力者』の目の前で無数のコウモリと化す。

「なッ!?」

　これにはさすがに面めん喰くらったのか、『超知覚能力』の男は驚きの声を上げた。

　そいつが立ち直り、慌てて数すう匹ひきのコウモリをナイフで切り落とす間に、ロザリンドは男から離れた場所で再び少女の姿に戻る。

　いくら世界がスローモーションに見えてロザリンドの拳の動きを見切れても、瞬しゆん発ぱつ力りよくまで同じなわけではない。

　あっという間にロザリンドは男を置き去りにした。

　エリシアたちが前に出てきた今、ロザリンドを阻はばむのはヤンと皐月を後ろ手に拘束している女性だけだ。

「もらったッ！」

「させん！」

　皐月を拘束している女性を殴なぐり飛ばそうとしたロザリンドにヤンが肉薄し、彼女の拳を受け止める。

『精神感応能力テレパシー』が意味をなさないってのに、どういう動体視力と度胸をしてるんだ……ッ!?

「ルーシー！」

　ヤンが女性の名前を叫ぶ。

　その名前は響から聞いて、俺も知っていた――ヤンの仲間の『空間跳躍能力者テレポーター』。

「分かったわ！」

「れっ……！」

　皐月を捕まえていた女性――ルーシーはヤンの声に応え、一瞬でその場からいなくなる。もちろん、皐月と一いつ緒しよに。

「……」

　おそらくこれが炭鉱を潜せん伏ぷく場所に選んだ理由だったのだろう。

「いつ」来るかはともかく、縁辿りの魔術自体はヤンも把握していたはず。となれば、奇襲がある可能性を考こう慮りよしていないはずがない。

　そして、炭鉱はあちこちに『空間跳躍テレポート能力』で移動できる部屋があり、普通の人間がそれを追うのは不可能だ。

　だけど。

「ハリッサ！　もう一回縁辿りの魔術で皐月を追うぞ！」

「はっ、はいッ！」

　縁辿りの魔術を使えば何度だって皐月の許もとに辿り着ける。

「させるな！」

　それはヤンにだって分かってるだろう。超能力者たちのリーダーはロザリンドの攻こう撃げきをかいくぐりながら、これまでにない大声を上げた。

　そう――縁辿りの魔術こそが今回の戦いの重要なカギだ。

　この魔術があるから俺たちは奇襲なんて大だい胆たんな作戦に打って出ることができた。

　通常、人質を取られた場合、その安否をこちら側から確かく認にんすることなどできない。よく刑けい事じドラマで誘ゆう拐かい犯はんが電話越ごしに子供の声を聞かせるなんてのがあるが、あんなの録音機ひとつでどうとでも誤ご魔ま化かせる。

　何より、人質を取られた側は、取った側の要求を呑のむ以外に人質を取り返す手段がないというのが一番の大きな問題だ。ただの誘拐犯なら優ゆう秀しゆうな警察が足取りを掴んでくれるかもしれないが……今回の相手は超能力者集団。『空間跳躍テレポート能力』を駆く使しされたら足取りなんて掴みようがない。

　だが縁辿りの魔術はそういった人質を取った側のアドバンテージをまとめて打ち消す。どこへ人質を隠かくそうが、必ずそこへ辿り着けるようになるのだから。

　つまり、縁辿りの魔術を使えるか使えないかが、この戦いの勝負の分かれ目だ。

「うっ！　地面が固いです……！」

　ハリッサはガリガリと杖の先端で炭鉱の地面に送還陣を描いていた。彼女の言う通り土が硬いらしく、なかなか思うように描けないようだ。

　その時――イリスたちの防衛線を誰かに突破された。

「エリシア！」

「……ッ」

　突破してきたのはエリシアだ。名前を呼ぶ俺を、彼女は険しい表情で黙もく殺さつする。

　〝サイキックハザード〟を止めるためにピアスを俺に預けた彼女が、今は〝サイキックハザード〟を起こすために俺からピアスを奪うばいにきている……！

「クッ……！」

　様々な葛かつ藤とうが胸中で渦うず巻まいたが、ひとまず全すべて忘れて俺はエリシアと相対した。

　彼女の持つ能力は『壁かべ抜ぬけ』。戦うための能力とはとても思えないが……。

「どきなさい……！」

　暗い声こわ音ねで言い捨てながら、エリシアは俺に掴みかかってくる。

　投げ？　関かん節せつ技わざ？

　瞬しゆん時じに脳のう裏りをよぎった予想はどれもはずれた。

「んなッ!?」

　エリシアに手首を掴まれた瞬間、俺の視線の高さが半分になる。

　見れば、下半身が完全に地面に埋まっていた……って、何じゃこりゃ!?

「……ここの真下にはね、もうひとつ部屋があるのよ。つまり、ここは『地面』じゃなくて下の階から見た『天井』なの」

　だから『壁抜け』の能力で、俺の下半身だけを『通とおり抜ぬけさせた』ってことか？

　いやいや見方によっては確かにここって『天井』かもしれないけど、ほとんど『地面』じゃん……それとも『壁抜け』ってのは、当人の認にん識しきこそが重要な能力なのか？　エリシアが『壁』や『天井』と認識すればそこは『抜けられる』？

　そういえば皐月は「超能力は魔ま法ほうのような〝技術〟ではなく〝才能〟だから、使い方に応用が利きく」と言っていた。これも応用のひとつか……。

「わっ！　わっ！」

　エリシアはそのままハリッサへと近づき、彼女の杖を取り上げる。

「か、返すべさ！」

　ハリッサは杖を取り返そうとするが、簡単に避さけられてしまう。つみきやテトラ、レインや澪が加勢しても同様だ。ファムは多少素早いが、あっさりと俺のように地面に埋められてしまう。

　エリシアは仕上げとばかりにハリッサの杖を地面――もとい『天井』に埋めてしまう。先端すら見えないくらい完全に。

　杖がなければハリッサは縁辿りの魔術が使えない。

「……これで終わりだ。ヘタな動きは見せるな」

　ヤンはそう宣言した。

「なによー！　まだ終わってなんか――」

「おい」

　まだまだ息巻いているイリスを無視して、ヤンは下半身が埋まってる俺の方に近づいてくる。何人かがそれを止めようと動きかけたが、俺は手でそれを制した。

「貴様にはもう分かっているのだろう。貴様たちにはもう自力で人質の安否を確認する術も、居場所を探し出だすこともできないと。もはや人質を無事に取り返すには、俺たちとの取引に応じるほかないと」

「……狙ねらい通りって顔だな。少しは本気で焦ってんのかと思ったけど」

「目もく論ろみ通りにいくかどうかは賭かけだった。貴様のような、超能力者よりも、魔法使いよりも、明らかに規格外な者を相手にしなければならなかったのだからな」

　ここまで敵に高評価されたのってはじめてだな……。

「彼かれの場合は烈火さんがこれまでに成なし遂とげたことを全て知っていますからね。貴方あなたをただの子供だなんてとても思えないでしょう」とアール。

　まるでアールの言う通りといった感じの、油断ひとつない鋭するどい眼まな差ざしでヤンは俺のことを見下ろしている。自分の目論み通りにいったというのに、警けい戒かいを解こうともしない。

「宇宙船はここまで来られない。こんな狭せまい場所ではレーザー銃じゆうも使えんし、怪かい物ぶつ女も変身できん。人魚の天候操作も意味をなさん。吸きゆう血けつ鬼きと魔法は厄やつ介かいだが……人間大サイズ同士の戦せん闘とうならば、俺たちも遅おくれを取らん」

　ヤンはひとつひとつこちらの手札を潰つぶしたことを証明、また自身で確認するように呟いていく。

「ほかにまだ手があるのか？」

「さぁな？　どう思う？」

「……本当に『精神感応能力テレパシー』を防ぐ手立てがあるとはな。まったく思考が読めん。宇宙の科学など……完全にデタラメだ」

　忌いま々いましそうにヤンは吐はき捨すてながら……ほんの一いつ瞬しゆんだけ、冷徹な瞳ひとみが揺ゆれて、

「あるいは地球の科学もそれだけ進んでいたなら……」

　何かを悔かい恨こんするようにひとりごちた。

「……？」

　その「何か」が分からない内に、ヤンの眼差しから迷いは消える。

「では、さっさとピアスを渡わたせ。ここに持ってきているのか？　それともどこかに隠してきたのか？」

「実はマーガレット家にまだあるとか？」

　俺はとぼけてみせるが、ヤンは鼻で笑った。

「フンっ。それならば、貴様らが単独で奇襲をかける理由がないだろう。マーガレット家の連中と連れん携けいを取るはずだ」

　反論の余地もないな。

　こちらが正直に答えないでいると、ヤンは若じやつ干かんイラ立ったように土を蹴けって、埃ほこりを俺の顔に浴びせた。

「いい加減にしろ。どうやって『精神感応能力テレパシー』を防いでいるのかは知らんが、道具を使っているなら裸はだかにすればいいだけだ。裸にしてもダメなら、拷ごう問もんするまで」

「男の、というか烈火さんの裸とか誰も見たくありませんよ」

　アールはおえっと舌を出す。

　ていうか、そこは「男の裸なんて誰も見たくない」でよくないか？　何で俺の名前を強調した……!?

「拷問されたくないなら、これ以上くだらん時間を……ッ!?」

「ッ！」

　ヤバいッ！　気づかれた！

　俺の必死の時間稼かせぎに。

「チッ！」

　気づいたあとのヤンの決断は早かった。一瞬で目に殺気が宿り、俺の首へと手を伸ばしてくる。

　無数の悲鳴が上がり、戦闘音が再開され――ヤンが俺の首の骨をそのままへし折ろうとした時。




「我の後こう輩はいに何をしているのだ」




　待ち望んだ声とともに、ヤンの体が後方へ吹ふき飛とんだ。

「グハッッッ!?」

　血ち反へ吐どを吐いて、ヤンの体が地面に転がる。今度は超能力者たちの悲鳴が上がった。

「クッ！　烈火君！　ヘタなまねをするとこの娘こたちを……！」

　エリシアがとっさに澪にナイフを突きつけようとするが、

「だから、やめろと言っている」

「!?」

　彼女もまた見えない蹴りに吹き飛ばされる。ヤンの時よりはだいぶ手加減されていたようだが、かなり容よう赦しやがない。

「グ……！　いったい何が……!?」

　腹を押おさえながら、ヤンがよろよろと立ち上がる。

　リーダーの異変を感じ、超能力者たちは彼を守るように集まった。倒たおれたエリシアも仲間に肩かたを貸してもらって、そちら側に移動する。

　戦闘が一時中断されたことで、イリスやロザリンドたちもこちらへ戻ってきた。

　エリシアに地中に埋うめられたみんなも助け出され、俺もリアに引ひっこ抜いてもらう。

「ハリッサ。もういいぞ」

「はい」

　ハリッサが土まみれの杖を少し振ふると――透明化の魔術が解けて、誰もいないように見えた空間からコロナが現れた。

「な、に……」

　ヤンの口から驚きよう愕がくする声が漏もれた。

　そりゃそうだろう……だって、彼はコロナのことを知らない。

　なぜなら、彼は皐月の記憶を読み取って、俺たちの仲間や能力やできることできないことを把握していたのだから――皐月が出会ったこともないコロナのことなど、知るはずもない。

「俺がわざわざつみきや澪みたいな戦えない仲間も連れてきたのはこのためだ――ヤン、お前に『俺の仲間が全員この場にいる』ように錯さつ覚かくさせるためにな」

　ハリッサの透明化の魔術も当然ヤンは知っていただろうし、非戦闘員を宇宙船に置いてくれば「この場にいない誰かが透とう明めいになって隠れているのでは？」という疑念を抱だいて警戒していただろう。その疑念を抱かせないために、「ヤンの知っている範はん疇ちゆうの俺の仲間を全員」、彼の前にさらす必要があった。

　戦えない彼女たちをここへ連れてくることは危険度が高かったが……それでも、俺の作戦を聞いた時、みんなは協力を申し出てくれた。その彼女たちの勇気こそが、この作戦を成立させた。

「透明になっている仲間はいないってお前に思わせた時点で俺の勝ちだったんだ」

「……何を言っている。こちらにはまだ人質が」

「コロナ。皐月を連れてきてくれ」

「分かった」

　俺があっさりと言うと、ヤンは驚愕の表情を浮うかべる。

　その間にコロナは突とつ然ぜんパッと消え、数秒後にまたこの場に戻ってくる――無事な皐月と気絶したルーシーを連れて。

「……どうやってルーシーの『空間跳躍テレポート能力』を追つい跡せきした？」

　縁辿りの魔術が使えるハリッサでなければ追跡は不可能――本来ならそうだ。

「そんなの、ピアスに縁辿りの魔術を〝上書き〟して、コロナに持たせればいいじゃねーか」

　まぁ、その上書き作業もナルテシアからやり方を聞いていなかったので、結構試し行こう錯さく誤ごがあって大変だったんだが。

「……ッ」

　ヤンは表情をゆがめ、唇くちびるを噛かむ。

　……決してそのことを失念したわけではないのだろう。

　だが縁辿りの魔術には触しよく媒ばいに縁えんを辿るための媒介に、何よりも地面に描く送還陣が必要だ。

　ハリッサではなくても、ほかの誰かが地面に何かを描き始めたりしたら、そんなものはすぐに分かる。それならわざわざピアスを使って別の人間に縁辿りの魔術を使わせる意味がないし、逆に使おうとしたらそいつがピアスを持っていると喧けん伝でんしているようなものだ――ただし、相手が透明になってさえいなければ。

　俺の仲間が誰も透明になっていないと認識した時点で、ほかの誰かが縁辿りの魔術を使う可能性をヤンは無意識に除外してしまったのだろう。

「……烈火。ありがとう」

　皐月が小声で耳打ちしてきた。大きな声を出さないのは、まだ何も終わっていないことを察しているからだろう。

「……」

　その通りだ――まだ何も終わっていない。

　ピアスを死守しつつ皐月を取り戻すという、この戦闘の目的自体は達成できた。でも、それは本当の『物語』のエンディングじゃない。

「エリシア……それにヤン」

　俺はみんなから離はなれて、超能力者たちの方へと歩み寄る。

　幾いく人にんかが身構えたが、それをヤンが手で制した。

「〝サイキックハザード〟を起こすのをやめてくれないか？」

「……」

　ピクンッとヤンの頬が引きつった。

「……できれば、何でそんなことをしようとしたのか、原因を教えてくれ」

「そんなことを聞いてどうする？」

「ヤンは俺の『血筋』のことを知ってるんだろ？　だったら、理由は分かるはずだ。俺は、その『物語』がまだ最悪の結末を迎えていないなら、ハッピーエンドに導きたい」

　ヤンからエリシアに視線を移す。

「俺おれは『エリシアの物語』に巻き込まれた。この体に流れる『血』が『まだ救える』って叫さけぶなら、どんなわずかな可能性にだって手を伸ばす。彼かの女じよを救うために必要な物は全て救う。いや――」

　再び視線をヤンへ。

「――『血』や『物語』に関係なくたって、救いを求めてる奴やつがいるんなら俺は手を貸す」

「……」

　俺とヤンの視線が正面からぶつかった。

「貴様には不可能だ……俺たちを、救うなど」

「話す前から決めつけんな」

　相手の「諦あきらめ」を俺は否定する。

「……なら、試ためしてやろう」

　立ち上がったヤンは口元の血を拭ぬぐう。

「『精神感応能力テレパシー』を防ぐのをやめろ。俺と仲間たちの精神パスをつないで、全員分の記き憶おくを貴様に見せてやる。俺たち超能力者がどういった人生を歩んできたのか、身をもって知れ」

　精神パスをつなぐって、リアのテレパシーで全員が思考を飛ばし合えるようになるのと同じ感じだろうか？　そうして全員分の記憶をまとめた上で、それを『精神感応能力テレパシー』で俺の脳内に流し込むと……なるほど。

「分かった」

　俺は上着の袖そでの中に腕うでを引っ込ませ、汗あせだくになった下着を脱ぬぐ要領で『精神感応能力テレパシー』をシャットアウトするジャケットをはずした。

「……貴様、本気か」

　なぜか意外そうに言われた。

「まさか疑ってたのかよ」

「人間の心の裏を、俺がどれだけ見てきたと思ってる。言葉などまやかしだ……。だが、お前は……」

　もしかして、今ヤンは俺の心を覗いているのだろうか？　いや、もしかしてなんかじゃなく、きっとそうなのだろう。

　まぁ、それでこっちが本気だって分かってくれるならありがたい。

「……気が変わった。やはりお前を試すことにする」

「おいおい」

　じゃあ、さっきの「試してやる」ってウソだったのかよ。

『精神感応能力テレパシー』対策のアイテムをはずさせた上で、今度は俺を人質にでも取るつもりだったとか？

「その通りだ」

「ちったぁ悪びれろ！」

　わりとシリアスな空気だったのに思わずツッコんじまったよ！

「すまん」

「って、ストレートに謝あやまられるとそれはそれで……」

「重ねてすまん」

「だァーもう分かった！　謝らなくていいから――やってくれ」

　ヤンは静かに頷うなずき、俺の頭に手を置いた。

「―――！」

　次の瞬しゆん間かん、何か複雑で巨きよ大だいな塊かたまりが奔ほん流りゆうとなって頭の中に流れ込んできた。




　　　　　▽




　ここはどこだ？

　真っ暗だ。

　俺……俺は？

　どうなったんだ？




「おい」




　耳元で、ドスの利いた低い声がして、急速に視界がクリアになる。

「――え？」

　光が戻った世界で、まず目に飛び込んできたのは巨大な拳だった。

　ゴッ

「ぎィ……っ！」

　ねじくれた悲鳴が聞こえた。それが自分の口から漏れたものだと気づくのに、少しかかった。

「？　？　！　!?」

　意味の分からない暴力。

　怒ど鳴なり散ちらされる罵ば声せい。

　何で……何で俺はこんな目に遭あってるんだ？

　疑問に思うと、なぜか急にその理由が――というより、殴られる直前の情景が頭の中に流れ込んできた。

　ああ、そうだ……。

　目の前の男は、露ろ店てんで食い物と酒を盗ぬすんだんだ。

　逃にげる際、露ろ天てん商しようのおばあさんを殴って、歯まで折ってきた。

　それを男の心を読んで知った俺は「お金を払はらいにいこうよ」と言ったんだ。

　そして、それを言われた男は激昂して俺を殴った。

「餓が鬼きが生意気を言うな！」と腹を蹴られた。

「ウチに金なんざねぇ！」と足を踏ふまれた。

「人の頭を勝手に覗くな！」と胸むな倉ぐらを掴つかまれ、柱に叩たたきつけられた。

　最後に、男は「気味悪い餓鬼残して消えやがってあの女……」と言い残し、俺の前から姿を消した。

　それから二度と男は戻ってこなかった。

　男は俺の父親だった。




　　　　　▽




　俺は――いや、私は両親に捨てられた。

　ある時、自分は『壁かべを通り抜けられる』ことに気がついて、母を驚おどろかせたくて、家のドアを開けずに入った。

　その日から私は母に避けられるようになった。

　母は妹ばかりをかわいがるようになった。

　父にご飯を減らされた。

　両親のベッドに入ろうとすると殴られ、外へ放ほうり出された。

　階段の下が私の居場所になった。

　ある日、私はどこかのお店に売られそうになった。

　変なことをされる前に、『壁を抜けて』逃げ出した。




　　　　　▽




　―……――……なん……――何なんだよ…………これ？

　不意に、俺は自分が「波乱烈火」であることを思い出した。

　自じ我がを取り戻すと、急速に自身の輪りん郭かくがハッキリしていく。

　俺はヤンから送り込まれる超能力者たちの記憶、超能力者たちの人生のフラッシュバックの中を超ちよう高こう速そくで駆かけ抜けていた。




　――『人体発火能力者』のグラムが幼い頃ころ、自分の力を制せい御ぎよできずに家族を消し炭にしてしまった記憶。




　――『千里眼』のアイルが見たくもない友達の秘密を見てしまい、孤こ立りつした記憶。




　――『空間跳躍能力者テレポーター』のルーシーが能力のせいで親しん戚せきをたらい回しにされ、人間不信に陥おちいった記憶。




　――『念動力サイキツク』のスタンが。




　――ヤンが。




　――エリシアが。




　流れ込む記憶はどれも怒いかりや嘆なげきや悲しみに満ちていて、俺はノドや顔をやたらめったらかきむしりたくなった。

　また自我と他人の記憶が混ざりそうになる。

　何で？

　どうして？

　俺が？

　私が？

　こんな目に？




　――だが、ある時を境に彼ら彼女らの記憶が同じような景色を見始める。




　ヤンが『組織』を造り、バラバラだった超能力者たちを集め始めたのだ。

『組織』は何でもやった。

　超能力者の集団に普ふ通つうの人間は太た刀ち打うちができない。

　依い頼らい人にんの求めに応じて非合法な活動を行った。

　そうして『組織』は裏社会に地位と居場所を確立していった。

『組織』に与えられる仕事は常に闇やみを孕はらみ、集まった超能力者たちは幾いく度どもその手を汚よごした。




　　　　　▽




　不意に、記憶の奔流が途と切ぎれ、視界が現実に――炭鉱の中へと戻もどってきた。

　何度か目をしばたいて……俺は目の前のヤンの顔を見る。

「どうだ？」

「……っ、…………」

　言いたいことはノドまで出かかったのだが、結局声にならなかった。

　彼ら彼女らが今までの人生で感じた怒りや嘆きや悲しみの感情に圧倒されていたのかもしれない。本当に俺と同じ人間の感情なのかと、心のどこかで疑ってすらいた。

「それが、俺たち超能力者が歩んできた人生だ。人とは違ちがうがゆえに排はい斥せきされ、見たくもないものを見、したくもないことをしてきた。そうしなければ生きられなかったからだ」

「……」

「お前に俺たちが救えるか？」

　ヤンだけではなく、後ろに控ひかえる超能力者たちの視線が俺に突つき刺ささった。

　軽々しい言葉は吐けない。

「ヤンは、その、フツーの人間にツラい目に遭わされた時の憎にくしみが消せなくて、〝サイキックハザード〟を起こそうとしたんだよな？」

「……そうだ」

　誤魔化しても仕方がないという風にヤンは小さく頷いた。

　ヤン――ヤン・ダンチェイの記憶は子供の頃から今くらいの歳としになるまでを見せられたけど、ずっと心の底にこびりつくみたいに暗い感情が渦巻いていた。

　悪あく魔まのような父への憎ぞう悪お。

　自分を捨てた母への憎悪。

　仲間面して自分を見下す他人への憎悪。

　本来なら見えないはずの人の内面が見えてしまうヤンが、これまでに受け続けた裏切りは数えきれない。

　ひとつひとつ積み重なった数あま多たの出来事が、彼を〝サイキックハザード〟という復ふく讐しゆうへと駆り立たてているんだ。

　あまりにも憎悪の苗なえ床どことなる記憶が多すぎて、根が複雑に絡からみ合あってもはや全てを除去することなど不可能になっている。

　それはヤンの計画に賛同した他の超ちよう能のう力りよく者しやたちも同じだ。

　ただ……

「今見せられた記憶の中に……少しだけど、あったけぇ光みたいな物を感じた」

「光？」

「誰だれかの、ってわけじゃない。全員の記憶の中から、確かに同じ温かさを感じたんだ」

　その光の正体は……たぶん、エリシアが知っている。

「エリシア」

「何？」

「エリシアは最初、どうして『組織』を裏切ってまでヤンを止めようとしたんだ？」

「え……？」

「エリシアだってほかの奴らと同じようにツラい過去があったんだろ？　それなのにどうして復讐を選ばなかった？」

「どうしてって……」

　エリシアは言いい淀よどむ。

　俺の中でおぼろげだった「光の正体」が少しずつ輪郭を帯びていく。

「最高のハッピーエンドって奴を、人は誰だって自分の人生に求めてると思うんだ。超能力があろうとなかろうと。だから人は幸せになりたくて、光に手を伸のばすんだ」

「……幸せに」と誰かが呟つぶやいた。

「エリシアは光を守りたかったんじゃないのか？　きっと、〝サイキックハザード〟を起こしたら、その光が消えちまうから……」

　彼女が守りたかったもの。

　それは……。

「エリシアが守りたかったのは……」

　輪郭のぼやけていた「光の正体」が俺の中でちゃんとした言葉になろうとした――その時。




　暴力的な紅の閃せん光こうが轟ごう音おんとともに全てを切きり裂さいた。




「グアアア!?」

　衝しよう撃げきで後方へブッ飛んだ俺はゴロゴロと地面を無様に転がった。

「烈火！」

　誰かが倒れた俺を助け起こす。まばゆい光に目を焼かれて誰なのかまでは分からない。

　少しして何か温かいものが全身を包つつむ。痛みが引いていく感覚で、皐月とハリッサの治ち癒ゆ魔ま法ほうだと分かった。

　彼女たちの魔法のおかげか、やがて視覚が回復し――惨さん劇げきを見た。

　先さき程ほどヤンに記憶を流し込まれた時よりも、より生々しい血と肉の焦こげる臭においが、崩くずれかけた炭鉱の中に充じゆう満まんしていた。

　グラムは半身が焼やけ焦げていた。アイルは片かた腕うでが。ルーシーは腹に穴が。スタンは。

「スタン！　ねぇスタン！　起きて！　返事してよ！」

　エリシアが倒れた彼の体を必死に抱き起おこして呼びかけていた。

　彼女をかばったであろう『念動力サイキツク』の男は背中が抉……

「うっ……！」

　これ以上は正視できない……ッ！

　俺は口元を押さえて嘔おう吐と感を抑おさえるので精いっぱいだった。




「やぁ、諸君」




　そして、この惨劇を起こした人間がぞろぞろとお供を引き連れて現れる。

　この場にいる全員がよく知っている人物だ。

「ナルテシア……！」

「よう。一日ぶりであるなァ」

　悪意に満ち満ちたほがらかな笑え顔がおという矛む盾じゆんをあっさりと両立させた表情で、ナルテシアは俺に向かってひらひらと手を振ってみせた。

　あまりにも場ば違ちがいなあいさつだが、彼女と彼女の背後に控える魔ま法ほう使つかいたちが『組織』のメンバーに向かって攻こう撃げきを仕し掛かけたのは間ま違ちがいない。

「貴様ァ！」

　獣けもののような咆ほう哮こうを上げたヤンが傷ついた体でナルテシアに飛びかかろうとする。

　しかし、ヤンの体はまるで空気の壁にブチ当たったみたいに、飛びかかった勢いの数倍の速度で反対側の壁へと一直線に叩きつけられた。硬かたい土の壁が砕くだけ、めり込み……数秒の間を置いて、ヤンが崩れ落おちる。

　まだ意識のある数名の『組織』の人間が彼の名を呼ぶが、誰も駆け寄よって助け起こしにいくことができない……それほどまでに、さっきの不意打ちで全員が深手を負っていた。

　その惨劇と同じ場にいたというのに皐月たちは完全に無傷だった。

　ヤンの間近にいた俺だけが魔法の余波を喰くらったようだが、せいぜいかすり傷と打だ撲ぼくくらいしかしていない。

　つまり、ナルテシアの目的は完全に『組織』の残党狩がりってことか……！

「ナルテシア！　やめてくれ！」

　皐月とハリッサに傷を治してもらった俺は立ち上がり、ヤンたちに近づいていくナルテシアの行く手を阻はばんだ。彼女はやはり、ニヤリと笑う。

「もう少しでヤンを説得できるところなんだ。頼たのむから、これ以上攻撃しないでくれ！」

「ハハッ……バカじゃないのか？」

「!?」

　ありきたりな罵ば倒とうの言葉のはずなのに……何だ？　今の背筋が凍こおるような感覚……。

「奴らは我わがマーガレット家から『火か竜りゆうの息い吹ぶき』が記憶された秘宝を盗んだのだぞ？　それが魔ま法ほう使いの社会においてどれほどの重罪なのか、烈火には分からないだろうなァ。固有魔法とはいうなれば、その家の祖先たちが生しよう涯がいをかけて研究し、研けん鑽さんし、妾わらわへと引き継ついだ魔法使いとしての〝誇ほこり〟であり〝名めい誉よ〟であり〝至宝〟だ。妾もまたこの魔法を磨みがき上あげ、次の当主へと引き継がなければならない。いずれ、マーガレット家の者が魔ま導どうの真理へと到いたれるように……分かるか？」

　突然、ナルテシアの顔から表情が抜ぬけ落ちる。

　いや……ち、違う。

　今の彼女の視線は喜き怒ど哀あい楽らくなんて、そんな言葉じゃ言い表せない……恐おそろしい、「虚きよ無む」のような瞳だ。見つめられるだけで心臓が止まりそうになる……！

「これはな、戦争なんだよ。奴らの方から始めたな。宣戦布告をしておいて、白旗を上げたから赦ゆるしてくれなんて、そんな理り屈くつが通るようなァ問題じゃあない」

「……ッ！」

　その理屈でいくと、ピアスを強ごう引いんに持ち出した俺たちも標的か!?

「―――ハハッ、そう身構えるな」

　緊きん張ちようする俺に対して、ナルテシアは笑えみを浮かべた。ほんの少し前と同じ悪意に満ち満ちたただの嘲笑だ。

「烈火が持ち出した時、ピアスに入っていたのは『火竜の息吹』ではないだろう？　その辺でとっ散らかってるゴミカスどものクズ異能だ。まぁ、ピアス自体も充じゆう分ぶんレアな魔道具なんだが、それはチャラにしてやろう」

　ナルテシアは愉ゆ快かいそうに俺の肩を叩き、倒れ伏す超能力者たちを睥へい睨げいする。

「なにしろお前たちが先行して気を逸そらしてくれたおかげで、妾たちは簡単に奴らの隙すきをつけたのだからなァ」

「なっ!?　何言ってんだ！」
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　その言い方じゃまるで俺とナルテシアがグルみたいじゃないか！

　……それともまさか、ナルテシアの方は最初から利用するつもりで、俺たちをわざと逃がしたのか？　そういえばマーガレット邸ていから脱出する時、おかしなくらい落ち着いたまま、彼女自身はたいした追つい撃げきもしてこなかった。もしかしたら、あの時すでに発信機のような物を――あるいはそれに相当する魔法を――こっそりと俺たちにつけていたのかもしれない。

　完全に嵌はめられた！

「……クッ！」

　利用されたことに対する怒りが湧わき上がるが、ナルテシア自身の底知れなさは元より、マーガレット家の魔法使いたちの戦力はこの場では圧あつ倒とう的てきだ。

　ヤンたちはすでに大半が戦えないほどの重傷を負っているし、俺たちは俺たちでつみきや澪を守りながらナルテシアたちと戦ったり、彼女たちを止めたりすることは不可能だ。

　このままじゃ『組織』のメンバーは残らず彼女たちの手で葬ほうむられてしまう……何か、何か止める手立ては……。

「……ッ」

「クククッ」

　必死に思考を巡めぐらし、状じよう況きようを打破しようとしている俺を――そんなことは絶対に無理だという顔で見つめながら、ナルテシアは長い髪かみをクルクルとイジッて遊んでいる。

「アア、そういえば、さすがにもうピアスは返してもらおうか」

「……コロナ」

「……」

　コロナは気に入らないといった表情でピアスをナルテシアに手て渡わたす。

　――……………ォォ……

「……？」

　今、何かが頭で……。

　――ァァ…………ウグ……キサ……

「貴様、ら……」

「ヤン!?」

　先程ナルテシアに壁に叩きつけられたヤンが、血まみれの体を引きずるように立ち上がろうとしていた。

　それに、この頭の中で聞こえる声は、ヤンの？

　彼かれの憎悪に燃える瞳ひとみが俺へと向けられる。

　――ダマしタ、な……

「ッ！　違う！」

　反射的に叫び返しつつ、おかしいと感じていた。

『精神感応能力者テレパシスト』のヤンなら、俺とナルテシアがグルじゃないなんてことは分かって当然のはず。なのに何で……。

　不意に、目の前で炎ほのおが燃え上がった。

「!?」

　思わず飛び退のくが、あっという間に炎は消える。

　だが、炭鉱のあちこちで、突然火の手が上がり始めていた。しかもその炎は不自然で燃える物など何もないのに突とつ発ぱつ的てきに燃え上がったり、かと思ったら急にかき消えたりする。

　だけどこれは、現実の炎じゃ……ない？

　ナルテシアたちは炎系の魔法なんて使っていないし、俺たちも、超能力者たちも、何もしていない。

　それにたとえば足元にこの炎が現れても全然熱くない。

　やはり幻まぼろしのようだが……。

「っと！」

「レッカ様。どうされたのですか？」

　飛んできた火の粉を反射的に避さけた俺を見て、ハリッサが不安そうに尋たずねてくる。

　彼女にはこれが見えていない？

　よくよく見ればこの炎の映像は俺と、マーガレット家の魔法使いたちにだけ見えているようだった。

　響やロザリンドたちは一様に「どうした？」という顔をしている。

「何なんだよ、いったい……」

　次し第だいに勢いと鮮せん明めいさを増す幻げん炎えんに戸と惑まどっていた。

「ふーん、これは」

　ナルテシアただひとりが口くちの端はを吊つり上げ、泰たい然ぜんとしていた。

　――ユル、さ、ン……

　ヤンの心の声が脳内に響ひびいたかと思うと――途と端たんに、視界が一変した。

「なッ!?」

　俺はもう炭鉱の中にいなかった。

　見えるのはこことはまったく違う景色。

　炎。炎。炎。

　崩れ落ちる建物。

　燃える人。人。物。

　目の前に広がるのは、火と血の赤に蹂じゆう躙りんされる世界だった。

「何が起こってるんだ？」

「起こってるんじゃないさァ。起こったんだ」

　同じ様を見ているらしきナルテシアが余よ裕ゆうのある声で答える。

「これは、妾の家の者たちが『組織』の本ほん拠きよ地ちを焼き払った時の光景さ」

「何!?」

「まぁ、妾はこの場にいなかったが……ほれ、見ろ。〝あちら〟で火球を撃うっている男だが、妾の〝後ろ〟にもいるだろう？」

　言われてみれば、同じ顔の魔法使いが〝ふたり〟いる。

　片方が現実でもう片方は映像――「現在」と「過去」の同じ男ということか。

　そして、ナルテシアによればこれは『組織』が壊かい滅めつさせられた時の映像。

　つまり……これを「見せている」のは？

「烈火！　ちょっとどうしたの？」

　その時、誰かが俺の肩かたを掴んで揺ゆさぶった。

「シャーリー……？」

「様子が変よ？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「炎が……見えるんだ？」

「え？」

「『ヤンの記憶』が……」

　そう。おそらく、この光景を見せているのはヤンの『精神感応能力テレパシー』だ。さっき俺が超能力者たちの記憶を見せられたのと同じことが、さっきよりもずっと大規模な形で起こってる。

　シャーリーたちにこれが見えていないのは対超ちよう能のう力りよくジャケットを着ているからなのだろう。皐月もコロナに助けられた時にジャケットを受け取っているはずだから、彼女にもやはり見えていない。

「……『精神感応能力テレパシー』が暴走してる？」

　俺の話を聞いたシャーリーがやや呆ぼう然ぜんとしながら呟く。

　能力の暴走――だから、ヤンは俺とナルテシアがグルだなんて勘かん違ちがいをしたのか？

　もう彼には目の前のことなんて見えていない。「光」なんて見えていない。

　今の彼にあるのは――

　――憎い。

　――憎い。

　――憎いにくいニクイ。

　激しい憎悪が炎の記憶とともに俺の中に流れ込んでくる。

　仲間がやられていく記憶。

　造り上げたはずの居場所が破は壊かいされていく記憶。

　それらヤンが体験したモノの全すべてが感じられた。

　だけど、これほどの記憶があっても、ついさっき俺と言葉を交かわしていたヤンの瞳には――本当に、本当に極ごく々ごく小さかったけれど――光が残っていた。

　彼とともにこの炎の中で生き残った仲間たちが。

〝サイキックハザード〟を起こして世界に復讐しようとしていたけれど……それでもまだ仲間がいたから、ギリギリのところでヤンは踏み止とどまっていたんだ。まだ「光」の方へ手を伸ばそうとする気持ちが、ちょっぴりだけど残っていた。

　それが……生き残った仲間たちを、今、目の前で吹ふき飛とばされたことで――あるいは、ほんの一いつ瞬しゆんでも俺のことを信じてくれた彼の心が、ナルテシアの言葉によって裏切られたことで――完全に決けつ壊かいした。

「ウオオォォオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　手負いの獣が、憎悪に満ちた咆哮を上げる。

「ヤン！　しっかりしろ！」

「ヤン！」

　俺と、無事なエリシアの絶ぜつ叫きようが重なる。

　しかし、どちらの声ももうヤンには聞こえていない。彼の目も耳も心も、完全に炎と憎悪の記憶に囚とらわれてしまっている。

「やれやれ、いい加減うっとうしいな」

　そんなヤンの心象風景もどこ吹く風かぜという態度で、ナルテシアが嘆たん息そくする。

　彼女の目に冷れい徹てつな光が宿った。

「ナルテシア！」

　俺はこれ以上の攻撃をやめさせようとして――ふと視線を感じた。

　周囲はヤンの『精神感応能力テレパシー』の暴走が引き起こした炎と惨劇の映像で満ちており、逃げ惑まどう者や倒たおれた者たちの幻もたくさんいて、「現実」の炭鉱にいる人間たちとごっちゃに混ざり合っている。

　その中のひとり、地面に倒れた女性――『空間跳躍能力者テレポーター』のルーシーが、俺とナルテシアをジッと凝ぎよう視しし、指差していた。

　あれは……彼女のお腹なかの傷は、幻じゃない。つまり、「現実」の……。

「ん？」

　ふと、ナルテシアが疑ぎ問もん符ふのついた声を出だす。

　見やれば、彼女は自分の手をグーパーグーパーと開いたり閉じたりしていて、「そこにあるはずの物」の行方ゆくえをキョロキョロと探していた。

　そちらの手は勘違いじゃなければ、ついさっきコロナからピアスを受け取った方の手のはずで……。

「ッ!?」

　超能力は「才能」だ。応用が利きく。『空間跳躍テレポート能力』が自分や仲間の体を別の場所へ飛ばすのなら――物体を別の場所へ飛ばすことも可能かもしれない。

　もし、ルーシーにそれができたのなら、あのピアスは今……！

「ヤンッ!?」

　猛もう烈れつに嫌いやな予感がしてとっさに振ふり返かえる。

　ヤンの傍そばに別の誰かが佇たたずみ――さっき見せられた記き憶おくによれば、確か彼は『千里眼』のアイル――残された片方の腕を伸ばしていた。

「ヤン……頼んだぞ」

　アイルの固く握にぎり締しめられた拳こぶしが解かれ、血まみれのピアスをヤンに手渡す。

　それを果たすと『千里眼』の超能力者は地面に倒れ、動かなくなった。幻の炎に包まれ、その体が見えなくなる。

　もしかして……あれは『千里眼』の異能をピアスに記憶させたのか？

　倒れ際ぎわのアイルの言葉――

『組織』がマーガレット家の秘宝を狙ねらった理由――

　暴走した『精神感応能力テレパシー』によって撒まき散らされているヤンの感情――

「やめるんだッ！　ヤン!!」




　――我ラ、ノ……イタミを……思イ知レ――




　その心の声を最後に。







〝サイキックハザード〟が始まった。







転章　〈七月二十七日〉







　ヤンは『精神感応能力テレパシー』で人と人の精神パスをつなげることができた。

　パスをつなぐというのは要するに、お互たがいの心と心を覗のぞけるようにするということらしい。

　ただし本来ならパスをつなぐ時は「あまり他人と心がつながりすぎないように」加減をするものらしい。たとえばリアなどが使う魔法のテレパシーが「飛ばしたいと思った思考のみ」を共有し合うように。ヤンが俺おれに「過去の記憶のみ」を見せたように。

　だが今回はその加減をまったくせずに、ヤンは人と人の精神パスをつないだ。

　記憶も思考も悪感情も意識も無意識も全て丸ごと垂れ流しの状態にした。

「未来」で〝サイキックハザード〟を経験した澪みおは、自分がヤンと同じ能力を与あたえられた――つまり『精神感応能力者テレパシスト』にさせられた――のだと勘違いしてしまったようだが、起きることだけを見ればほとんど同じことだ。

　いや、あるいは『精神感応能力者テレパシスト』にさせられていた方がよかったのかもしれない。

　なぜなら、自身も超ちよう能のう力りよく者しやになったのなら、訓練によって制御ができるようになったかもしれないからだ。

　世界中の心と心をつないだヤンだ……つまり、つないだラインを断たつことができるのもヤンのみ。パスをつながれた側には拒きよ否ひ権けんすらないし、止めることもできない。

　……少し話は戻るが、人と人の精神パスをつなぐのには「制限」もある。

　それは「ヤンが視し認にんした相手」でなければ精神のパスをつなげないのだ。

　つまり、元々精神パスをつなぐという行こう為いは、彼の視界内――かなり限定的な範はん囲いでしか使えない能力……の、はずだった。

　しかし、ヤンはピアスに記憶されたアイルの『千里眼』を使い、自身の視野を「世界中」に広げた。

　結果、世界中の人間の精神パスがつながれ……大パニックが起こった。

〝サイキックハザード〟の始まりだ。

　澪が「未来」で経験した大災害が再び起こってしまった。




　そして、〝サイキックハザード〟を起こしたヤンは……死んだ。




　　　　　▽




　宇宙船の中は重苦しい空気に包まれていた。

　原因は……俺たち自身が吐はき出す空気そのものが、暗く重たいものとなっているせいだろう。

「……たぶん、世界中に『千里眼』の能力を拡大したヤンは、一度に流し込まれる情報量に耐たえ切れなくて、脳の回線が焼き切れてしまったんだと思うわ」

　あの時、炭鉱で全身から血を噴ふき出して死んだヤンの死因を、皐さ月つきはそう推測した。彼かの女じよ自身、森羅の大魔法を使う時は自分の脳の情報処理能力を超こえないように、検けん索さく条件を絞しぼって使っている。おそらくそれと同じ理屈ということだろう。

　ヤンは死んだ……だが、〝サイキックハザード〟はまだ続いている。

『精神感応能力テレパシー』を持った当人がいなくなったにもかかわらず、つながれたパスが解かれていないのだ。

　まるで……彼がこの世に残した怨えん嗟さの呪のろいのように。

　俺たちはシャーリーの持ってきた対超能力ジャケットがあったから、かろうじて〝サイキックハザード〟の呪いから逃のがれているが……七十億着もジャケットを用意することなんて彼女にもできない。レインやファム、イリスにだって不可能だろう。

「……」

　〝サイキックハザード〟が起こった直後、俺はジャケットを脱ぬいでいたから、ほんの少しだけあの災害を体験した。

　とはいっても、あの炭鉱にいたのはマーガレット家と『組織』のわずかな人間のみだったが……それでも――

　――超能力者たちがナルテシアに向ける怒り嘆き悲かなしみ。

　――魔法使いたちが『組織』に向ける侮ぶ蔑べつと〟誇り〝を盗ぬすまれたことへの憤ふん怒ど。

　――それにあのナルテシアから感じた「闇」の深さ。

　……俺が〝サイキックハザード〟の影えい響きようを受けたのは短時間だったというのに、この心にハッキリとした傷が刻み込まれていた。

『ククク……ああ、なんだ、奴やつらがやりたかったのはこの程度のことか』

　ただひとりナルテシアだけはあの時、あの場にあって、平然とそんなセリフを吐き捨すてていたが……あれは彼女が極きわめて特とく殊しゆというだけだろう。実際、彼女以外の魔法使いたちはみな発はつ狂きようせんばかりの悲鳴を上げていた。

『そんな恐きよう怖ふするなよ、烈れつ火かァ』

　脂あぶら汗あせまみれだった俺をナルテシアはおもしろそうに嘲笑した。

『人間なんてのはすぐに慣れる。何にでも慣れる。この災害もいずれ収まるさ。それまでにどれだけくたばるかは知らないがなァ』

「……」

　あのあとナルテシアは仲間たちを置き去りにして、どこかへ去ってしまった。「この程度のこと」で倒れる者たちなど必要ないとでもいう風に。

　仲間のほかにも彼女はいくつかのものを置いていった。

「……」

　俺は部屋の隅すみでうずくまる少女――エリシアに視線を移す。

「……」

　彼女はうずくまりながら、ヤンがしていた手て袋ぶくろとマーガレット家の秘宝であるピアスを胸に抱だいている。

『ピアスは冥めい土どの土産みやげにお前たちにくれてやろう。その男がやり遂とげたことの記念にでもしておけ。妾たちの目的はあくまで制裁だったからなァ』

　あの時、ヤンの死を見届けたエリシアに、ナルテシアはニタニタと声をかけた。

『お前のことも殺したっていいが……目の前で死んだ仲間の顔を一生覚えておけよ？　あいつらは妾の魔法からお前を守るために、身代わりになって死んだのだ。そのことを後こう悔かいして絶望して……いずれ死ね。だが自殺などするなよ？　それでは何のためにこいつらがお前を生かしたのか分からぬだろう？　安心しろ、人は必ず死ぬ。せいぜい、自分たちがやったことを反省して、くたばれ』

　ナルテシアが去ったあと、よろよろと立ち上がったエリシアはまるで親の言いつけを守るように、ヤンの手の中からピアスを拾い上げた。

　それから死んだ目をした彼女をひとまずシャーリーの宇宙船まで連れてきたが、すぐに座すわり込んでしまって……日付が変わっても身み動じろぎひとつせず、口を閉じていた。

「さてはて、どうしますか？　烈火さん」

　沈ちん黙もくに包まれた船内で、アールの尋ねる声だけが俺に聞こえる。

　俺に……俺に、できることは。

「……ッ」

　ギリッと食くい縛しばった奥おく歯ばが音を立てた。

　また……俺は間に合わなかったのか？

　リュンの妹を助けられなかった時と同じように。

「アール……」

「はい？」

「……『エリシアの物語』は、バッドエンドで終わっちまったのか？」

　力なく、俺はアールに尋ねた。

　それはただの絶望の確かく認にん作業に近かったのかもしれない……ところが。

「いいえ、エリシアさんは今でも貴方の『ヒロイン』ですよ」

　突とつ然ぜんとして、目の奥おくに力が入る。一瞬、呼吸が止まった。

「本当なのか？」

「いやですねぇ、本官がウソをついたことがありますか？」

「ない……ような気がする」

　普ふ段だんの態度は非常にアレだけれども……こと『物語』について、アールがウソをついたことはない。欲ほしい情報をくれたこともほとんどないけど。

　まだエリシアが俺の『ヒロイン』で……彼女の『物語』に巻き込まれ続けているなら、もしかして、こんな状況でも、希望は残っているのか……？

　いったいどんな……？

　この数日の間に体験した『物語』の全てを振り返っていると――不意に服の裾すそを誰かに引っ張られる。

「あの……烈火」

　見下ろすと、そこには上うわ目め遣づかいの澪がいて、そして、

「私の力……使えないかな？」

　と、小さな声でそう言った。

「澪の力……って、いうと歌か？　確かに澪の歌でコロナを回復させられたけど、〝サイキックハザード〟は……」

「ううん。そっちじゃなくて……タイムスリップの方」

「!?」

　俺は目を見開く。

「何で私が過去へ戻もどれたのかは分からないけど……もし、これが私自身の力なら、もう一度過去に戻れるんじゃないかって思うの」

「……ッ!?　そうか！」

　言われてみれば、その可能性はゼロじゃない。

「どうしたの？　烈火」

　いきなり大声を上げた俺に、皐月が心配そうに尋ねてくる。

「皐月っ、調べて欲しいことがあるんだ！」

「？」

　俺は澪が七月二十七日――今日も七月二十七日だから、分かりやすく「一周目の七月二十七日」と言うべきか――からタイムスリップしてきたことを、みんなに話した。

　その上で、皐月に森羅の大魔法で澪が本当にタイムスリップする能力を持っているのかを調べてもらう。

「……あったわ。澪さんには、『時空回帰能力ワンモア』っていう超能力が備わってる」

「えっ？　超能力？」

　澪も超能力者だったのか。

「私、そんなの全然知りませんでした」

　本人にとっても意外だったのか、驚おどろいた顔をしている。

「超能力っていうのは才能だからね。自覚していなければないのと一いつ緒しよよ」

　シャーリーが横から補足してくれる。

「あるいは、他人の超能力を間近で体感した影響で、眠ねむっていた才能が開花することもあるわ」

「他人の超能力で……」

「一周目の」澪は〝サイキックハザード〟の際、ヤンの『精神感応能力テレパシー』を体感している。もしやその影響で、彼女の中で眠っていた超能力が目覚めたのか？

「もっとも今のは私の――宇宙における超能力研究の知識だから、地球の超能力者も必ず同じだとは限らないわ。その辺はどうなのかしら、現地の人の意見は？」

　そう言ってシャーリーは部屋の隅にいるエリシアに視線を送る。

「……確かに、そういう風に能力に目覚めた子も『組織』にはいたわ」

　今まで沈黙を保っていたエリシアは横を向いたまま答えたあと、ちらりと澪のことを見やった。

「その娘こが超能力者っていうのは……たぶん、その通りだと思うわ。それならヤンがその娘を殺さなかった理由にも察しがつくから」

「殺さなかったって……あの空き地でか？」

　七月二十日、俺が澪を助けた空き地で、ヤンもまた彼女と接せつ触しよくしている。

　未来からタイムスリップしてきた澪は〝サイキックハザード〟に関する情報を持っていた。あれほど〝サイキックハザード〟を起こすことに拘こだわっていたヤンからすれば、決して見み逃のがせることではなかっただろう。

「……言われてみれば記き憶おくを封ふうじるよりも殺した方が確実な口封じになるな。いやまぁ、記憶を封じるだけでも充分っちゃ充分なんだけど」

　でも、よく考えてみれば、何かキッカケがある度に澪は記憶を取とり戻していたし、ヤンの記憶封じは完かん璧ぺきではなかった。それは彼自身にも分かっていただろう。それなのになぜ不確実な方の方法を採ったのか？

「ヤンは……超能力者とそうでない人間をハッキリと区別していたわ。そして、仲間のためなら自分の命を危険に晒さらしても構わないと考えていた……」

「……」

「彼は普ふ通つうの人間と超能力者では魂たましいの発する波が違ちがうと言っていた。だから、ひと目見れば見分けがつくと……。きっと澪のこともすぐに超能力者と分かったはずよ。だから、ワタシを追っている最中にもかかわらず助けようと近づいて……けれど、彼女が自分の計画を妨ぼう害がいする可能性があることに気づいて、やむなく記憶を封じたんだわ」

「そういうことか」

　なぜヤンが澪の記憶を封じたのか？　そもそもどうしてエリシアを追っている最中のヤンが澪に近づいたりしたのか？　あまり気にしていなかったが、解けていなかった疑問点がいくつか氷解した。

「ところで、結局『時空回帰能力ワンモア』とはいったいどのような能力なのでしょうか？」

　スズランが小首を傾かしげて皐月に尋ねる。

「『自身の生命が危機に陥おちいった時、一生に一度、一週間だけ過去に戻れる』。そういう能力みたい」

「一生に一度？　なら、過去に戻ったら何度でも使えるです？」とテトラ。

「……いいえ。過去に戻るのは記憶と意識だけみたいだけれど、一度戻もどったら二度とは使えないようだわ。過去に戻っても澪さんは澪さんだからかしら……？」

「そんな……」

　一生に一度しか使えない能力だと言われ、澪が悄しよう然ぜんと肩を落とす。

　すでに「一周目の七月二十七日」に能力を使っている彼女は、もう過去へは戻れない――だが。

「……ナルテシアが置いていったピアスがある。あれに澪の能力を記憶させて、俺が使えばいい」

　俺はみんなの輪の中から出て、部屋の隅にいるエリシアの許もとへと近づく。

「……」

　離はなれていてもこちらの話は聞いていたのだろう。俺が近寄ると、エリシアはゆっくりとした動作で顔を上げた。

「エリシア。聞いていた通りだ。俺は過去に戻って、もう一度みんなの『物語』をやり直してみせる。だから、そのピアスを貸してくれないか？」

「……好きにすればいいわ」

　どうでもいいように、エリシアはピアスを俺の方へ投げ捨てた。

　俺はそれを拾い上げながら、彼女のあまりに無関心な様子に疑問を持つ。

「今度こそヤンを、それからナルテシアを止めてみせる。『エリシアの物語』を救ってみせるから」

「……烈火君にできるの？」

　エリシアがギロリと俺のことを見上げてくる。

「戻れるのは一週間だけ――つまり七月二十日までなんでしょ？　『組織』の本拠地をマーガレット家が殲せん滅めつするのはその日の昼よ」

「それは……そうだけど……」

　さらには七月二十日の夜にリュンの妹が命を落とすことになってる……『リュンの物語』を救うには、それまでに精せい霊れい界に行く必要がある。その上、澪とコロナも助けていかなければ……。

「『組織』がピアスをマーガレット家から盗んだのは二十日よりもずっと前……。あのナルテシアが何の見返りもなしに『戦争』を止めてくれると思う？　それにヤンだって簡単には止まらないわ……ワタシの言葉だって届かなかったのに」

「……」

　確かに七月二十日に戻ったとしても、やることはありすぎるくらい多いし、逆に時間はなさすぎるくらいない。

　あの炭鉱でヤンは少しだけ俺の話を聞いてくれたけれど……あれは、『組織』の本拠地を破壊され、マーガレット家に追われ、皐月という人ひと質じちまで取り返された――ある意味でやけっぱちというか、ギリギリのところまで追いつめられたからこそ出た、一時の気き紛まぐれに近いものだったのかもしれない。

　実際のところ、まだ『組織』が健在だった二十日以前には、計画を止めようとしたエリシアの言葉も届かなかったのだ。普通に考えれば、完全に部外者である俺の言葉なんかでヤンが〝サイキックハザード〟をやめるはずもない。

　だけど。

「いや、エリシア……今だからこそ――あの時、あの炭鉱で、ヤンと言葉を交わした俺だからこそ――過去に戻ることで、あいつを止められる可能性がある」

「……本当に、止められるの？」

　力強く頷うなずく俺を見て、エリシアは表情を動かさないまま……ひと筋の涙なみだを流した。

「本当に、みんなを救える？　ワタシにはできなかった……『組織』は、やっと手に入れた居場所だったのに……」

　悔かい恨こんするように顔を伏ふせるエリシアを、俺はただ見つめていた。

「……ワタシだって、超能力者を異物扱あつかいした人間たちや社会が憎にくくなかったわけじゃない。でも、〝サイキックハザード〟なんて起こしたら、きっと全てがメチャクチャになる。『組織』も無事じゃ済まない」

「だから、ヤンと『組織』を裏切って、ピアスを持ち出したんだな？」

「そうよ……」

「全部無む駄だにはしないから」

　俺は膝ひざをついて……少し迷ってから、エリシアの肩を抱き締めた。

「エリシアの気持ちを必ずヤンに届けてみせる……。だから今、何かあいつに言ってやりたいことはないか？　過去に戻って、俺が言こと伝づてしてきてやるさ」

「……あるわ。言いたいことが、たくさんある」

　そう言って、エリシアは自分の想おもいを語り始めた。まだ踏ふみ止まれる位置過去にいるヤンを、今度こそ踏み止まらせるために。
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　諸もろ々もろの準備を終えた俺は『時空回帰能力ワンモア』が記憶されたピアスを持って、とあるビルの屋上に立っていた。

『時空回帰能力ワンモア』の発動には「命の危険が迫せまる」必要がある。

　仲間の誰だれかに「俺を襲おそってくれ」と頼たのむわけにもいかないし、「一周目」の澪はビルの屋上から落ちた時に『時空回帰能力ワンモア』を発動した――と思われる――ので、なるべく同じ状じよう況きようを再現することにしたのだ。

『じゃ、じゃあアタシたちはここを離れるけど……ホントのホントに、大丈夫よね？』

「おう。ありがとなイリス。あとは上う手まくやるさ」

『う、うん……』

　心配そうなイリスの声を最後に、俺をここまで運んできた宇宙船ははるか彼方かなたの空へと離れていき、やがて見えなくなる。

「平気なんですか？　烈火さん」

「……まぁ、万が一のことを考えると、やっぱ怖こわいけどな」

　アールの問いに、俺はなるべく軽い口調で答えた。恐怖を誤ご魔ま化かすためだ。

　もし……屋上から飛び降りても『時空回帰能力ワンモア』が上手く発動しなかったら、どうなるかは言うまでもない。

　かといって、その万が一に備えてイリスたちに待機してもらってしまうと、今度は「命の危機が迫る」という能力の発動条件を満たせなくなる可能性が出てきてしまう。「最悪の場合でも結局は助かる」と俺自身が思ってしまうからだ。

　だから、イリスを含ふくめ『ヒロイン』全員にこの場を離れてもらったのだが……やはり屋上から飛び降りるというのは怖い。

「踏ん切ぎりがつかねーから、アールがこう、軽く背中を押おしてくれないか？」

「それはさすがに手助けが過ぎますね。本官の職務規定を違い反はんしてしまいます」

「……なんか最近はちょくちょく助けてくれてる気がしてたんだけど、やっぱダメか」

「勘違いですね。それと、そういうことは冗じよう談だんでも言わないでください」

　片目を閉じ、アールはわざとらしくため息をついてみせる。

「本官の行動は未来の方々に監かん視しされています。規定に違反しない程度にうっかり本官が漏もらしてしまった言葉から、烈火さんが勝手に情報を推測する程度なら問題ありませんが、もしわざと貴方を助けたりなんかしたら厳げん罰ばつに処されてしまいます」

「……？　分かったよ」

　随ずい分ぶんと「うっかり」とか「勝手に」を強調していたが、それだけ自分はミスなんかしていないとアピールしたかったのだろうか？　厳罰がどうこう言っていたし。

「いいからさっさと飛び降りたらいかがです？　あんまりもたもたしていると二十八日になって、二十日に帰れなくなりますよ？」

「うっ……分かってるよ」

　まだ午前中だし、さすがに明日までここでもたもたしているつもりはないが……まぁ、だからって時間を無駄にし続けるわけにもいかないか。

「……よしっ！　じゃあいっちょ……飛んでみるか！」

　景気づけに思いっきり大声で叫さけびながら、屋上の縁ふちに足をかける。

「……うへぇ」

　高い。もう落ちたら絶対死ぬって高さのビルを選んだのは自分だが、正直少し後悔している。へその下がキュッてなった。

「烈火さん。飛ぶ前にひとつご注意が」

「何だよ……足を下にして飛んだら死ねないとか？」

「また微び妙みように意い気く地じのない考え方をしてますね。安心してください、この高さならどんなポーズで飛び降りたってミンチです」

　それはそれで聞きたくなかったなぁ……そうかぁ、ミンチか。

　いやまぁミンチになる前に『時空回帰能力ワンモア』が発動してくれれば問題ない……問題ないよな？　くそっ、脚あしが震ふるえてきやがった。

「で、で？　注意って？」

　恐怖を紛まぎらわすために俺はアールと会話を続ける。

「別に、確実にそうなるわけではありませんから、頭の隅にでも留とどめておいてもらえれば構いません」

「やたらともったいぶるな……何なんだ？」

「はい――」

　アールはひと呼吸間を置いて。

「――過去を変えるということは、思いも寄らぬリスクを背せ負おう可能性があります。全てが上手く行ったとしても、決して気を抜ぬかないでください」

「……どういう意味だ？」

「言ったでしょう。あとは勝手に考えてください」

　そう言うとアールはぷいっとそっぽを向いて、いくら話しかけてもいっさい返事をしなくなった。

「まぁ、分かったよ。覚えておく」

　仕方なく俺はため息を吐き、再び眼下の地上を見下ろした。

　何度見直してもアホみたいに高い。

　車が豆まめ粒つぶみたいに見えるんだもんなぁ……。

「……やっぱり足を下にしていこう」

　そっぽを向いたままのアールにため息を吐かれた。
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　風に煽あおられて頭が下になった！　頭が下になった！　地面近い近い近い近いぎゃああああああああああああああああああああああああああああああ!!

「ああああああああああああああ…………あれ？」

　逆さまだった視界が唐とう突とつに正常に戻った。

　ていうか、目に映る光景そのものが変化している。

　ここは……俺の、家？

「レッカ様。どうかされたのですか？　凄すごい声がしましたけど」

「え？　ん？」

　振り返ると、そこにはリビングのドアを開けたハリッサが、怪け訝げんな表情で部屋の中を覗き込んでいた。

　えーと……俺……生きてる？

「あー……いや、ハリッサは気にしなくていいよ。ちょっと怖いこと思い出して声出ちゃっただけだから」

「そ、そうですか？」

　ハリッサはまだ怪訝そうな顔でこちらを見ていたが、いちおう納なつ得とくしてくれたらしい。

「では、ウチは新魔ま術じゆつの実験に行って参りますね」

「おう……って」

　新魔術の実験だって？

「待った！　ハリッサ、ちょっと待って！」

「はい？」

　急に呼び止められて、ハリッサは再びリビングに顔を出す。その手には魔術に使う杖つえとこの家のリモコンが握られていた。

　それを見て、やっとというか、ようやくというか、虚きよ脱だつ状態に近かった俺の意識がハッキリと覚かく醒せいした。そうだよ。何をボーッとしてんだ俺は。

「ハリッサ！　今日は何月何日だっけ!?」

「えっ？　あの、七月二十日ですが。確か、今日からレッカ様は夏休みだと仰おつしやっていたような」

「二十日だな！　よしっ！」

　どうやらタイムスリップには完全に成功していたようだ。死ぬほど怖い思いをしただけの価値はあったらしい。

　それで……確かハリッサが外で新魔術の実験をして、彼女が帰ってきたあとに少し話をしたあと、俺は駅前の本屋へ行く途と中ちゆうで澪みおやエリシアに出会うんだ。

　今ハリッサがその新魔術の実験のために外に出かける直前だったんだから……だいたい三、四十分後に件くだんの空き地に彼女たちが現れる計算になるのか。

　てことは、あまりグズグズしている時間はない。

「ハリッサ！　その魔術の実験はしなくていい！」

「えっ？　え？　で、でもこの新魔術は大事な……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。その魔術なら確実に異世界に渡わたれる。何の問題もない」

「あっ、う、えぇー？　ウ、ウチ、この縁えん辿たどりの魔術がどんな物かレッカ様に説明しましたっけ？」

　ハリッサは目をぐるぐるさせて混乱していたが、俺は構わず彼女の肩かたを揺ゆさぶった。

「今すぐ全部説明してる時間はないんだ！　とにかく、俺と一緒に来てくれ！」

「あ……」

　俺のただならぬ様子に何かを察したのか、ハリッサは急に納得のいった表情になる。

「分かりました。ウチも行きます」

「ありがとな」

　礼を言って、俺は二階に置きっぱなしのケータイを取りにいった。ほかにも何人か協力者が必要だ。

「あっ！　そうだ！　全部終わったらちゃんと里帰りにもつき合うから、安心してくれよ！」

　ピタッと階段を上る途中で振ふり返かえって、やや一方的に告げる。

「前回」はちゃんと約束を果たせなかったしな……今度こそ！

「あ、あわわわわ」

　何の説明もナシにあれこれと「未来」の話をしすぎたためか、ハリッサはまた少し混乱していた。なぜか顔が真っ赤だったけど……？
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　ひとまずイリスと、『のぞみや』にいたつみきとリアを電話で呼び出したあと、俺はハリッサと一緒に澪が倒たおれているはずの空き地へと急いだ。

「澪ッ！」

　背の高い草むらをかき分け、俺はそこで倒れている澪を抱き起おこす。

「レ、レッカ様。その女の子は？」

　あとから追いついてきたハリッサが驚いた顔で俺と澪を交こう互ごに見る。

「話はあとだ。ハリッサ。この娘こに回復魔術をかけてやってくれ」

「は、はい！」

　ハリッサにひとまず澪のことを任せ、俺はケータイで電話をかける。

「イリス？　今どこだ？」

『駅前。つみきとリアもいるわ』

「分かった。すぐ迎むかえにいく」

　俺はいったん空き地をあとにして、駅前で待ち合わせた三人を迎えにいった。

「ワリィ。急に呼び出して」

「それはいいけど、何があったの？」とイリス。

「説明してる時間はないんだ。イリスとつみきは頼んだ物を持ってきてくれたか？」

「ん。まぁ」

「急だったから、そんなにたくさん持ってこれなかったけど」

　イリスは肩に提さげたポシェットを、つみきは小さな手て提さげ袋ぶくろを、それぞれ掲かかげて俺おれに見せてくれる。

「それで？　私たちは何をすればいいんだ？」とリア。

「そうよ。ちゃんと説明しなさい。テトラにお店任せてきちゃったんだから」とつみき。

「とりあえず、こっちに来てくれ」

　生あい憎にくとここで話している時間はなかったので説明は割かつ愛あいし、まずは三人を連れて空き地へと戻る。

「レッカ様！」

　戻ってきた俺を見てハリッサが駆かけ寄よってくる。

「澪は？」

「だいぶ落ち着きましたが、まだ目を覚ましてないです」

　ハリッサがちらりと振り返った背後には、木こ陰かげに横たわる澪の姿がある。

「誰なのその娘こ？」とつみき。

「アイドルのＭＩＯミオ」

「み、ＭＩＯ!?」

　つみきは目を白黒させて寝ねている澪の顔をマジマジと見た。「ＭＩＯ」のファンという話は「前回」聞いていたが、さすがにウィッグとかつけていない状態では、すぐには分からなかったらしい。

「ありがとな、ハリッサ。それで、つみきにリア」

「え？」

「何だ？」

「悪いんだけど、その娘こを俺の家まで運んでやってくれないか？　電話で皐さ月つきを家に呼んでおいたから、鍵かぎはあいつに開けてもらってくれ」

「ふむ……まぁ、分かった。あとで詳くわしい話を聞かせてくれ」

　こういう時、俺の体質に慣れてくれてる仲間ってのは本当に心強い。俺が慌あわてていると「何かあったんだな」と察してくれるから。

「頼んだ」

　つみきと澪を担かついだリアを見送ったあと、イリスとハリッサの方を振り返る。

「それで？　アタシは何をしたらいいの？」

「イリスとハリッサにはいったん隠かくれてもらって……」

「隠れるってどこに？」

「そこの土管」

「えぇ～～～!?」

　イリスからおおいに不平不満が上がったが、なんとか拝おがみ倒して土管の中に入ってもらい、俺は段取りをふたりに伝える。

　そうして準備を整えて、エリシアが来るのを俺は待った。

　十分は待たなかっただろうか。

「ハァッ！　ハァッ！」

　一週間前のあの時と同じように、焦あせった表情のエリシアが路地の方から走ってきた。

「なぁ、ちょっと」

　俺はあの時と同じようにエリシアに声をかける。

　なるべくここでの彼かの女じよの行動を「前回」と変えたくなかった。

「!?」

「……何かあったのか？」

「……」

　エリシアは俺の顔を見て一いつ瞬しゆん思案顔になる。

　この時の彼女はヤンからピアスを守るために、何も知らない俺にそれをこっそりと預けることを考えているはずだ。

　ここで不ふ審しんな動きを見せてしまえば、おそらく彼女は路地の逆方向へと走り去ってしまうだろう。俺はさも何にも知らないただの通りすがりですよという顔をして待ち……と、来た！

「おとなしくして！」

「えっ？」

　大おお股またで近づいてくるエリシアに対し、俺は狼ろう狽ばいした演技をしながら、土管の中で身を伏せるイリスの方をちらりと見やる。

　彼女が俺の腕うでを掴つかみ、空き地の奥へと引っ張っていく。

　そこのブロック塀べいを『壁かべ抜ぬけ』して逃にげようとしているのだ――だが、

「イリス！」

　今回はそれをちょっと止めさせてもらう。

「な、何!?」

「アタシもよく分かんないけど！　烈れつ火かにお願いされたからおとなしくしてもらうわよ！」

　イリスは威い勢せいよく叫びながらエリシアに飛びかかる。

　さすがのエリシアもこんなところで不意打ちされるとは予想していなかったらしい。ほとんど抵てい抗こうすることもできずに、イリスに取り押さえられた。

「あ、あなたまさかマーガレット家の追手!?」

『組織』以外で自分を捕つかまえようとする相手がそれしか思い当たらなかったのだろう――エリシアはそう尋たずねてくるが、俺は首を横に振る。

「違う。今は話しても信じてもらえないだろうけど、俺はエリシアのこともヤンのこともナルテシアのことも、何が起きて何が起ころうとしているかも全部知ってる」

「!?　!?　!?」

「俺はそいつら全部を――『エリシアの物語』を何とかするためにここに来た」

　そして、それが可能なタイミングはここしかない。

『組織』の本ほん拠きよ地ちがまだ壊かい滅めつしておらず、エリシア、ヤン、ナルテシア――『エリシアの物語』を左右する三人が全員揃そろうこの空き地しか。

　ここで全ての決着をつけてやる！

「……む？」

　ほどなくして重要人物のふたり目――ヤンが空き地に現れる。

「……」

　エリシアを取り押さえている俺たちを見て、ヤンの目に明らかな警けい戒かいの色が灯ともる。

「ヤン」

　相手の名を呼びながら一歩前へ出る。

「止まれ」

　ピタッ

「貴様は何者だ？　なぜ俺の名を知っている？」

「知りたければ俺の頭の中を覗のぞいてみろ」

「……！」

　自分の能力を言い当てられ、ヤンの表情がかすかに動く。しかし、取り乱す様子はない。冷静な男だ。

「……マーガレット家の手の者か？」

「俺が魔ま法ほう使つかいに見えるか？　違う。俺は少しばかり厄やつ介かい事に巻き込まれやすいだけのただの人間だ」

　二度目の質問に間かん髪はつ容いれず答え、さらに一歩ヤンへと近づく。

「止まれ」

「断る。今から俺はまっすぐお前に向かっていく。止めたければ好きにしろ。俺はお前に何もしない」

「……!?」

　ヤンは『精神感応能力テレパシー』で、「本当に俺がただまっすぐ歩いていくつもり」であることが分かっただろう。彼かれがその気になれば簡単に俺を倒すことができる。

　それを覚かく悟ごの上で――と、正面から拳こぶしが飛んできた。

「ッ!?」

　意識がブッ飛びそうになる……が、

「フンヌッ！」

　歯を食くい縛しばってどうにか耐たえた。

　そこへもう一発――たぶん膝ひざ蹴げり――が入れられる。

「グッ……！」

　容よう赦しやなさすぎだろ、この野や郎ろう……！

　頭が揺れる……視界がぐにゃぐにゃする……目の前が、真っ暗に……

「……ヌアアアア！」

　地面に顔面ぶつける直前で踏ん張ばった。

　まだ目の中チカチカするけど……それがなんだ。

　このままじゃ俺の目の前どころか、エリシアも、ヤンも、世界も――全部の未来が真っ暗になっちまうんだ。ここで踏ん張らないでどうするよ。

「……未来？」

　キーンとなった耳の奥おくに、ヤンの戸と惑まどった声がかすかに聞こえる。

「そうだ。俺は未来から来た」

　俺は顔を上げ、ヤンを真正面から見み据すえた。まだ少し視界がぼやけたが。

「そんな戯たわ言ごとを」

「お前に戯言が通じないのはお前が一番よく分かってるだろ？」

「……」

　俺の返しに、ヤンが黙だまる。

　ここまで来たなら……まずは俺の勝ちだ。

　ヤンが手を伸のばせば俺に届く距きよ離り……で、俺の話を聞くつもりにさせる。それが『物語解決』の第一条件だ。

「ヤン。俺はお前のやったことを知っている――その結末も」

「ッ!?」

　さすがのヤンも、これには大きく表情が揺れた。

「ヤン。俺の『記き憶おく』を読め」

　俺は自分の額を指差して言った。

「……何？」

「お前が〝サイキックハザード〟を起こそうとした結果どうなったか……それを見ろ」

「……」

「どうした？　ほんの少し俺の頭に手を置けば、本来分かるはずもない未来の情報が得られるんだ。何の損がある？」

　本来ならばどう考えたって俺の言っていることは疑わしい。

　だがしかし、『精神感応能力テレパシー』で人の心の裏が見えるヤンだけには、俺がまったくウソをついていないことが分かるはずだ。

　まぁ、それでも警戒に警戒を重ねて拒きよ否ひされる可能性もあることはあるんだが……。

「……仲間がどうなるのか知りたくないのか？」

「……！」

　それが最後のひと押しになった。

　ヤンは無言で俺の頭へと手を伸ばす。

　そして――触ふれた。

「「!?」」

　俺の記憶が――「未来」での記憶がヤンの中へと流れ込む。

　炭鉱での皐月をかけた攻こう防ぼう戦せん。

　その後の俺とヤンのやり取り。

　それから……ナルテシアたちマーガレット家の介かい入にゆう。

「……クッ！」

　目の前のヤンの口から呻うめき声ごえが漏れる。

　多くの仲間がやられた瞬しゆん間かんを見たのだろう。

　だけど、俺が本当に見せたいのはその先だ。

　その先……ヤンが『精神感応能力テレパシー』を暴走させ、俺に見せた彼の記憶――

「なっ……!?」

　――『組織』の本拠地が壊滅させられる時の光景。

　仲間たちのほとんどが炎ほのおの中に消えていく……その「未来」の惨さん劇げきを、ヤンは今見ているはずだ。

「ぬっ……ぐ……！」

　よろめくようにヤンの手が俺の頭から離れる。

「それが、お前たちの未来の姿だ」

「ウソだ……こんな……」

「そうじゃないのはお前が一番分かってるはずだ」

『精神感応能力テレパシー』は脳の電気信号を受信するのではなく、「魂たましいの情報」を直接読む……とかなんとか、まぁ、皐月とシャーリーの説明の半分も俺には分からなかったけれど、とにかく「魂の情報」は、たとえ超ちよう一いち流りゆうの詐さ欺ぎ師しでもウソをつけない。絶対に真実の情報なのだ。

　それを読み取れるヤンにはどんな欺ぎ瞞まんも通じないと同時に――あらゆる真実を彼に突つきつける。

「……そりゃ、お前は冷静で凄く頭のキレる奴やつさ。相当に綿密な計画を立てて、実行に移したんだろうよ」

　実際、「前々回」――つまり澪が『時空回帰能力ワンモア』を使った時間軸じく――では、ヤンはほぼ完かん璧ぺきな形で〝サイキックハザード〟を起こしたのだろう。

「前回」、ヤンは『千里眼能力』を世界中に拡大して脳の限界を超こえたため死んだ。

　だが「前々回」の時は、ヤンは澪たちの精神パスをつないだあとに「同じ混乱を世界中で起こす」とメッセージを残している。

　つまり「前々回」は「前回」ほど切せつ羽ぱ詰つまった状況ではなく、『千里眼』の能力範はん囲いを制せい御ぎよ可能な内に止とどめながら、世界中を巡めぐって〝サイキックハザード〟を起こす余よ裕ゆうがあったのだろう。

「でもな……どんな完璧な計画だって、思いも寄らぬところから破は綻たんする可能性があるってことくらい分かるだろう？　事実、『前回』のお前は失敗した……！」

「ならば！　今ここで貴様を消せば！」

「ッ！」

　ヤンの太い腕が俺の首に伸び、締しめ上あげた。

「烈火！」「レッカ様！」

　イリスとハリッサの叫ぶ声が聞こえたが、俺は彼女たちを手で制した。

「ガハッ……！　『波なみ乱だれの血筋』を引く俺が……エリシアと出会ったから……計画が失敗したと思ってんのか？」

　ヤンには俺の記憶を読ませたんだ。当然、『波乱の血筋』のことも知っているだろう。その役割も。

　だから、俺がここでいなくなれば自分の計画は思い通り進む……ヤンがそう考えたって仕方がない。

　ああ、その可能性はある。俺を消すことで、「前々回」のように「今回」のヤンが上手くやれる可能性も、もちろんある。

　けれど！

「復ふく讐しゆうと……仲間と……どっちが大事なんだ……!?」

「ッ!?」

　頭の中で「失敗する可能性もある」と考えるのは所しよ詮せん、机き上じようの空論だ。実感の伴ともなわない絵空事と一いつ緒しよで、どれだけ想像力を働かせたって空想でしかない。

　でも、俺の記憶の中でヤンが見た光景は「実際に起こったこと」だ。

　マーガレット家の殲せん滅めつ魔ま法ほうで自分の仲間がどうなったか――「かもしれない」が通じない圧あつ倒とう的てきな現実は、何よりも雄ゆう弁べんな言葉になる。

「今ならまだ間に合うッ！　お前の仲間があんな最後を遂とげる前に、復讐をやめろ！　ヤン！」

「グッ……！」

　ドサッ

　ヤンの手から力が抜け、俺は地面に落下した。

　数度咳せき込み、空気を吸い込む。し、死ぬかと思った……。

「烈火！」「レッカ様！」

「ヤン！」

　俺の方にはイリスとハリッサが、ヤンにはエリシアが、それぞれ駆け寄って助け起こす。

「……ヤン。たぶん最後まで俺の記憶を読んでないだろうから、『未来の』エリシアからの言伝を伝えるぞ」

「……ワタシ？」

　急に自分の名前を出だされたエリシアは虚きよを突かれた顔をする。

　ヤンの方はただ黙ってジッと俺を見た。

「超能力者ワタシたちが受けてきた苦しみと憎しみの重さや、ヤンの怒いかりはもちろん分かる。世界に復讐したい気持ちはワタシの中にもあって、『組織』が壊滅させられたと聞いた時はもう止められなくなった」

　一言一句間ま違ちがえないように気をつけながら、俺はエリシアからのメッセージを伝えていく。

「それでも、ヤン……烈火君から『未来のメッセージ』を聞いた今のあなたになら、きっと通じると思うから、ワタシは、もう一度、同じ言葉をあなたに投げかける」

「前回」、『組織』を裏切る前、エリシアはヤンに〝サイキックハザード〟をやめるよう説得を試みたそうだ。

　だが世界への復ふく讐しゆう心しんに囚とらわれた彼の心にその言葉は届かなかった。

　それでも今なら――「過去」の復讐のために「今」何を失くそうとしているのかを知った彼になら――彼女の言葉はきっと鋭するどい槍やりのように、彼の頑かたくなな心を貫つらぬけるはずだ。

「ヤン。『過去』の復讐のために、『今』を壊こわすなんてバカげてるわ……。たとえこれまでのワタシたちの人生が悲ひ惨さんなものだったとしても……ワタシは、『組織』の仲間たちと一緒に暮らす『今』が、とても幸せなの。この『今』を大切にしながら、ワタシはみんなと一緒に『未来』を作っていきたい……以上だ」

「……」

　黙ってエリシアからの言こと伝づてを聞いていたヤンは静かに拳を握にぎり締める。

　その拳が震えているのは何のためか……。

「これが最後の分ぶん岐き点てんだ」

　俺はヤンに告げる。

「お前がどんな人生を歩んできたのかを俺は知ってる。お前や超能力者たちが受けた苦しみが、世界を壊すに値しないなんて、軽々しく否定できない……もちろん、その時はその時で俺はお前たちを止めるために全力を尽つくすけどな」

「……」

「けどそれは別に、俺が『波乱の血』を引いてるからとか、正義感とか、そういうもんのためじゃない。俺の大好きなみんなや日常を守るためだ」

　俺は別に正義の味方なんかじゃない。どこにでもいるフツーの高校生だ。

　だから、守りたいものだってそんな大それたものじゃない。

　この胸にあるのはいつだって、誰だれだって持ってるフツーの感情――そいつがいつも俺を突き動うごかす。

「仲間と幸せに暮らしたいっていうエリシアの普ふ通つうの願いは、世界に復讐したいっていうお前の特別な想おもいに劣おとるもんなのか？　お前はどうなんだ、ヤン？　お前の中に彼女と同じ想いはないのか？」

「……ッ」

　ヤンが俺から視線を逸そらし――隣となりにいるエリシアを見る。

　固く握りしめられていた彼の拳が……解かれた。

「『仲間が死ぬかもしれない。そんなことは覚悟の上だ』……俺はそう言って、エリシアの説得を突っぱねたな」

「ええ」

「……俺が、間違っていた」

「……！」

　突とつ然ぜんの謝罪にエリシアが驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。

「言葉の上で覚悟を語るのは簡単だ……いや、決して覚悟がなかったわけではない。俺に賛同してくれたルーシーやスタンの心にウソ偽いつわりはなかった。俺もそのつもりだった……だが、仲間のあんな死に様を見せられては……覚悟が足りなかったと言わざるを得ない」

「仲間を失うための覚悟なんてしなくていい」

　エリシアはヤンの目を見つめながら答える。

「超ちよう能のう力りよくを持って生まれた子供はみんな不幸になるかもしれない……でも、いつまでもそのままでいなければならないわけじゃない。超能力この力は、『組織』は、不幸に抗あらがって抗って……ワタシたちが幸せになるために使うべきじゃないかしら？」

「……幸せに、か。そんなことは考えたこともなかったな」

「ホント、頼たよりになるけどそういうところだけは昔から朴ぼく念ねん仁じんのままね。ルーシーがいつもヤンに向けている視線に気づいてないの？」

「？」

　からかうようなエリシアの言葉にヤンは首を傾かしげた。

「えっと、よく分かんないけど全部解決ってことでいいの？」

　ほとんど何も知らないまま手を貸してくれていたイリスが問いかけてくる。

　彼女の声で一瞬場の空気が和なごみかけたが、

「……だが、もう手て遅おくれかもしれない」

　不意にヤンが沈ちん痛つうな面おも持もちになってそう呟つぶやいた。

「どういうこと？」とエリシア。

「俺たちはすでにマーガレット家から秘宝を盗ぬすんでいる。奴らは決して赦ゆるしはしないだろう」

　ヤンの不安はもっともだ。

　マーガレット家の――ナルテシアの容赦のなさは、俺もよく知ってる。

「ナルテシアとの交こう渉しようは俺に任せてくれ」

「……アテがあるのか？」とヤン。

「あることはある」

　絶対確実に……とまで言い切れないのがツラいが――

「おや、まさかこんなところで追いつくとはなァ」

　――こうして『エリシアの物語』を解決するのに必要な最後の重要人物、マーガレット家の当主ナルテシアもこの場に姿を見せた。

　ここがひとつの踏ふん張りどころだ。

　俺はエリシアとヤンを庇かばうように前へ出る。

「ん……？　何だお前は？」

　ナルテシアは俺を見て片眉まゆをくいっと持ち上げた。

「お前も『組織』の超能力者か？」

「違ちがう」

「ふぅん。ではなぜ妾わらわの邪じや魔まをするのである？」

　真しん紅くの少女はニヤニヤと笑って尋ねてくる。おもしろがっているようだ。

　けど、この笑え顔がおで油断してはいけない。その裏側にある彼女の恐おそろしさを、俺は嫌いやというほど味わっているのだから。

「俺は、マーガレット家と『組織』の戦争を止めにきた」

「……ほう」

　口元に微笑ほほえみを残しながら、ナルテシアの視線がスッと細まる。

　彼女からすれば「初対面」の俺が、正しくマーガレット家と『組織』の状じよう況きようを把は握あくしていることに興味を覚えたようだ。

「名を聞いておこうか」

「波乱烈火」

「烈火……よき名だな」

　笑っているのに笑っていない表情でナルテシアは褒ほめ言こと葉ばを口にする。

「お前はどうやら本当に『組織』とは無関係のようであるな。そこのコソ泥どろどもは妾からピアスを盗むことが、どれほどの罪であるかまるで理解していない……していたなら、決してマーガレット家に手を出そうなどと考えなかっただろうよ」

「「……」」

　ナルテシアの揶や揄ゆをエリシアとヤンは黙って聞いていた。

「それで、どうする烈火？　どうやってこの戦争を止めるつもりなんだァ？」

「……」

　以前、ナルテシアは「交渉を持ちかけるならお互たがいのメリットを示してみろ」と言っていた。

　彼女に戦争をやめさせるほどのメリットを感じさせるものがあるとすれば。

「もし、マーガレット家が『組織』との停戦を受け入れてくれるなら――」

「くれるなら？」

「――異世界の魔術の知識をマーガレット家に提供する」

「ほう！」

　ナルテシアは目を丸くした。

　演技……ではなさそうだ。

「……固有魔ま法ほうが魔法使いにとってどれだけ大事な物なのかは、知り合いの魔法使いに教えてもらった」

　魔法使いにとって代々伝わる固有魔法は一族の誇ほこりであり名めい誉よであり至宝。いわば大事な大事な家宝みたいなものだ。

　だが、同時にナルテシアはこうも言っていた――「祖先から引ひき継ついだ魔法はさらに磨みがき上げ、次代の当主へと引き継がなければならない」と。

「ただの金銀財宝と違って、魔法ってのは常に研究と研けん鑽さんを重ねて『進化』させていくもの……魔法使いの家の当主は、引き継いだ固有魔法を『さらに先へ』進めて、次の当主へ引き継がなきゃならない。それこそが魔ま導どうの真理へと通じる道……」

「その通り。よく分かってるじゃないかァ」

　なにしろ「前回」のナルテシアが自分で言ってたことだからな……！

「異世界の魔ま術じゆつの知識が加われば、ナルテシアの求める新たな道が開けるかもしれないぜ？」

「……ん？　妾は自分の名を名乗った覚えはないぞ」

　ッと……そういや「今回」はまだ聞いてなかった。

　いや、どちらにせよ隠しきれる相手じゃないか。

「俺は未来からタイムスリップしてきたんだ。そこでナルテシアと会って……まぁ、いろいろあった」

「知り合いに魔法使いがいて、異世界の魔法も知っていて……おまけに未来から来たというのか？　お前は随ずい分ぶんととんでもない奴らしいなァ！」

　おどけるような仕草でナルテシアは日ひ傘がさをくるりと回してみせた。

「信用できないってんなら……ハリッサ。何でもいいから、ひとつ異世界の魔術って奴をやってみせてくれ」

　ハリッサをこの場に連れてきたのはこのためだ。

　百聞は一見にしかず。実際に見せた方が信用は得られる。

「ふむ。そちらの娘むすめが異世界の魔法使いなのか？」

「あぅ……そ、そうです」

　ナルテシアに視線を向けられ、ハリッサが怖こわがるように身を縮める。

　いちおう、「今回の」ナルテシアはまだ何もしていないのだが、やっぱりこういう本ほん性しようって滲にじみ出でるものなんだな……。

「えっと、それでは……エアリム・ネクラム」

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようが終わると同時にハリッサの姿がかき消える。

「空間転移……ではないなァ。透とう過か魔ま法ほうか」

「で、です」

　透とう明めいになったハリッサがナルテシアの質問に答えた。

「そこまでおもしろい魔法ではなかったが……詠えい唱しよう呪じゆ文もんのパターンや魔法が発動する時の魔ま力りよくの循じゆん環かんが妾の知識にない形式ではあるな」

　ブツブツと呟きながら、ナルテシアはアゴに手を添そえて品定めをしている。

　はたして交渉の結果は是ぜか非か。

　彼女の判定が、『エリシアの物語』の成否を決める。

　もしダメなら……。

「……」

　最悪の場合、この場は何とかしてナルテシアを振ふり切きり、エリシアとヤンを連れて逃げるしかない。

　逃とう走そう後はイリスの宇宙船で『組織』の本拠地まで行き、マーガレット家に蹂じゆう躙りんされる前に全員を救出。その後は……いったんシャーリーたちに預け、宇宙のどこかに匿かくまってもらうしかない。ナルテシアといえども宇宙の彼方かなたまで追うことはできないだろう。

　しかし、それは最終手段だ。『組織』には子供もいると聞く……できれば地球を捨てることになるような逃とう亡ぼう生活を送らせたくない。

　俺はただただナルテシアがよい返事をくれることを祈いのった。

　そして。

「よし。烈火、お前の提案にひとまず乗ろう――」

「ホントか!?」

　俺は安あん堵どのあまり肩かたから力が抜ぬけそうになるが。

「――ただし、いくつか条件がある」

「じょ、条件？」

「まぁ、さすがに今の魔法ひとつで何でもかんでもは信用できぬさ」

　ケラケラとナルテシアは笑う。

「まず、烈火には妾と魔法による契けい約やくの儀ぎ式しきを行ってもらう。必ず異世界の魔法の知識を妾の許もとへ持ってくるというな」

　契約の儀式っていうと……以前、皐月をかけてメサイアと決けつ闘とうした時にやったあれか？　悪あく魔ま契約を応用した儀式で、契約した内容は絶対に反ほ故ごにできないっていう。

　確か、契約を破れば魂を八やつ裂ざきにされる……なるほど。俺がウソや逃亡を図はからないようにするための措そ置ちか。

「分かった」

「そうか。では次だが、期限を決めようか」

「期限？」

「もちろん、烈火が妾の許へ異世界の魔法の知識を持ってくるまでの期限だよ。これを決めておかなければ、十年後二十年後に先延ばしにされるかもしれないからなァ」

　そんな悪い大人のやり口みたいなこと、するつもりもないが……まぁ、これもナルテシアからすれば当然の条件か。

「そうだなァ。東京に、大おお阪さかに、京都に……期限は三日だ。三日以内に異世界の魔法の知識を妾のところへ持ってこい」

　絶対に観光のついでに待つつもりだ……！

　それはいいとして……三日か。確か『覇は王おうのダンジョン』から魔ま王おう城まで六日かかったが、リヴァイアサン化したリアよりイリスの宇宙船の方が速い。自動操縦機能もあるから睡すい眠みん中も移動できるし、三日もあれば充じゆう分ぶんか。

「分かった、三日だな。けどナルテシアは三日間同じ場所にいるわけじゃないんだろ？　具体的にどこへ持っていけばいいんだ？」

「あとで連れん絡らく先さきを教えるさァ。その番号に連絡をくれれば、こちらから赴おもむく」

「ケータイとか持ってるんだ……」

「妾は持っていない。ここへは付き人をひとり連れてきていてな、そいつの番号だ」

　付き人っていうとチェルシーのことか？　たぶんそうだろう。

「最後の条件は、『組織』の構成員は烈火たちが戻もどるまで本拠地から動かないこと、だ。期限を過ぎたり、烈火が契約を果たせなかったりした場合は、即そく座ざに全てを焼やき払はらう」

「……！」

　これもナルテシアからすれば当然の条件か……ッ！　俺おれを待っている間に『組織』に逃げられれば元も子もない。

「……最後の条件、エリシアだけははずしてくれないか？　異世界の魔法を持って帰るのに彼女の力が必要なんだ」

　正しくはエリシアの『壁抜け』がないと『覇王のダンジョン』をクリアできないからなのだが、まぁ地下迷めい宮きゆうを突とつ破ぱできなければアブラアムにも行けないので、完全にウソというわけでもない。

「まぁそうだな。そちらの女も契約の儀式に加わるというならいいだろう」とナルテシア。

　交渉はまとまり、エリシアはピアスをナルテシアに返へん還かんして、俺はナルテシアと連絡先の交こう換かんも済ませた。

　その後、俺とエリシアはナルテシアと契約の儀式を行った……これでもう逃げられない。

「では、今から三日後だ。よい報しらせを待っているぞ」

　ナルテシアはそう言い残して空き地を去った。

　クルクルと回る赤い日傘が曲がり角の向こうに消えたあと、俺はヤンの方に向き直る。

「それじゃあ、ヤンはエリシアを追ってた仲間と一緒に本拠地の方に戻っててくれ。必ず三日以内に異世界から帰ってくる」

「こうなった以上は、お前に託たくす」

　ヤンは一度エリシアの顔を見、再び視線を俺へと戻す。

「……最悪の場合は、エリシアを頼たのむ」

「そうならないようにするさ」

　俺とヤンはお互いに頷うなずき合い……同時に踵きびすを返し、駆かけ出した。

「さぁ、急ぐぞ！」
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　ほとんど息をつく暇ひまもなく、俺たちはハリッサの縁えん辿たどりの魔術で精せい霊れい界の『覇王のダンジョン』へとやってきた。精霊界に連れてきた面子は俺を含ふくめ、皐月・イリス・ハリッサ・つみき・リア・澪・エリシアの八人だ。響ひびきやロザリンドも連れてきたかったが、離はなれたところに住んでいるので集合に時間がかかる……。今回は特に時との勝負なので、すぐに集まれるメンバーのみできた。ほかにも数を絞しぼった理由はあるのだが、それはとりあえず置いておこう。

「うわっ、ホントいかにも地下迷宮って感じね」

　装そう飾しよくの施ほどこされた石造りの部屋を見て、つみきが第一声を漏もらす。

「それで、件くだんのコロナさんはどこなの？」

　皐月が俺に尋ねてくる。

　こちらの世界に来る前に、タイムスリップや精霊界でやらねばならないことなど、最低限の説明はみんなにしておいた。おかげでこの次に取るべき行動をすぐに分かってくれる。

「そっちの奥の部屋だ！　みんな来てくれ」

　俺は『勇者の剣けん』を担かつぎ、奥の部屋へと入る。

　当然、そこには石の台座に封ふう印いんされたコロナがいて。

「よし！　じゃあさっさとこいつを『勇者の剣』で……」

「待ちなさい！」

「ぐはぁ！」

　早さつ速そくコロナの封印を解こうとした俺の頭を皐月がどついた。

「な、何すんだよ！」

「コロナさんどう見ても裸はだかじゃない！　こんな状態で封印解いたらどうなると思ってるの!?」

「今はンなこと言ってる場合じゃ……」

「ていうか烈火はここに来るの二度目なのよね？　まさか彼かの女じよが裸なの分かっててこの部屋に一番乗りを!?」

「違うわぁ！　あーもう埒らちが明かない！　誰か代わりに『勇者の剣』でコロナの封印を解いてくれ！　俺は部屋の外に出てるから！」

「なら私が」とリア。

　俺は『勇者の剣』をリアに預け、いったん部屋の外に出る。

「いやはや見事なコントでしたねぇ」

「うるせぇな」

　アールの軽口に俺は苦い顔をして答える。

　いやまぁホント別にコロナの裸を見ようとかしてないし。急いでただけだし。慌あわてていたとも言うが。

「それにしても烈火さん、ここまでの手て際ぎわを見る限り、本当にタイムスリップしてきたんですねぇ……」

「そういやアールには七月二十七日の記憶とかないのか？」

「……さぁ？　お答えできませんね」

「またそれか」

　今いま更さらもういいけど。

　それにしてもアールの口調が心なしか「心配そうに」聞こえるのは――やっぱりあれが関係しているのだろうか？

『過去を変えるということは、思いも寄らぬリスクを背せ負おう可能性があります』

　俺がタイムスリップする直前、「未来の」アールはそんな忠告をしてきた。

　今の彼女にその記憶があるのかないのかは答えてもらえなかったが、考え方そのものはどちらのアールも同じなのだ。俺が過去を変えるためにやってきた……その事実から、同じような懸け念ねんを抱だいたとしても不思議ではない。

　思いも寄らぬリスク、か……。

　いったい何のことだろうか？

　少なくともここまでは順調に進んできている。ナルテシアに期限を設けられてしまったのは考こう慮りよ外だったが、それもイリスの宇宙船があれば問題ないだろう。

　問題はない……そのはずなのに、ノドの奥に魚の小骨が刺ささったような感覚がどうにも抜けなかった。

「烈火。もういいわよ」

　皐月に呼ばれ、俺がみんなの許へ戻ると、すでにコロナは服を着せられ目を覚ましていた。

「……貴様らは何者だ？　なぜその『剣』を持っている？」

　コロナの目は『勇者の剣』、もとい彼女がかつて使い続けていた『魔ま剣けん』に向けられている。

「俺の名前は波乱烈火。時間がないから手短に説明するけど……」

　と言っても、俺がコロナの後こう輩はい勇者であることやタイムスリップのことなど、なかなかややこしい事情が絡からまっている状況なので、上う手まく説明するのにはやや骨が折れた。

「……では、我の正体も何もかも全すべて知った上で助けたということか？」

「ああ、そうだ」

「……」

　コロナは複雑そうな表情で顔を伏ふせる。

「前回」はいろいろと苦楽をともにしたあとで、やっと元魔王であることとかを打ち明けてくれたわけで……こっちからずけずけと言い当てるのは無ぶ遠えん慮りよだったかもしれない。

　だが今こうしている間にも時間は刻一刻と過ぎていく。

　それに……。

「コロナ。お前が自分からここに封印された経けい緯いとか、そういうのを考えたら俺のやったことは無ぶ粋すいだったかもしれない。でも――」

　俺はコロナに向かって手を差し出す。

「――元魔王だろうが元勇者だろうが、俺の知ってるコロナは頼りになって、パステルって仲間のことをいつまでも大切に思ってて……孤こ独どくのツラさに押おし潰つぶされそうになりかけてた……そんなフツーの女の子で、俺の『ヒロイン』だ」

「……！」

「だから、今はこの手を握ってくれ。過去の償つぐないがしたいってんなら、その手伝いも俺がする。俺にコロナを助けさせて欲ほしい」

「貴様は……いや、烈火は……」

　コロナは俯うつむくように数秒逡しゆん巡じゆんし……やがて、おずおずと顔を上げ、俺の手を握った。

「ありがとな。俺の手を握ってくれて」

　礼を言い、俺はみんなの方を振り返かえる。

「さて、それじゃあとっととこの迷宮を脱だつ出しゆつするか！」

　脱出の方法は前回と同じだ。全員でエリシアに掴つかまって、彼女の『壁かべ抜ぬけ』で天てん井じようを突破する。イリスの宇宙船やリアのリヴァイアサン化では、地下迷宮を破は壊かいしてしまって生いき埋うめの危険性があるので使用しない。

　ただ今回は人数が――いちおうこのために人数を絞ったのだが、それでも――多いので、皐月とリアのふたりに飛行の魔法をかけてもらうことになる……のだが。

「烈火。ちょっとエリシアさんにくっつきすぎじゃない？」と皐月。

「そう言う皐月こそ何で烈火の腰こしに手を回してるのよ！　必要ないでしょ!?」とイリス。

「やっぱり烈火はエリシアさんの足首辺りに掴まった方がいいんじゃないの？」とつみき。

「それだと、あの、私……スカートだから……」と澪。

　喧々諤々。

「ワタシは別にどこ触さわられても気にしないんだけど」

　エリシアが仲ちゆう裁さいを試みるが、

「「「「ダメ!!」」」」

　と、やたらと息の合った声で却きやつ下かされた。

「……俺が目め隠かくしして足首に掴まる。それでいいだろ？」

　それで何とか全員の同意が得られ、みんなもそれぞれエリシアに掴まるポジションを確かく認にんする。

「これ、まともに体重かかったら結構シンドそうなんだけど……？」

「飛行魔法をかけると重力から解き放たれますから、体重を感じることはないですよ」

「そうなんだ」

　皐月の説明にエリシアはちょっと安堵のため息をつく。

「それじゃあエリシア、それに皐月にリア、頼む」

　俺が声をかけると、早速ふたりが飛行魔法を全員にかけ、足が床ゆかから離れる。

　そこから先は以前見たのと同じ光景だ。百階分の地下迷宮の部屋がドンドン上から下へと流れていき――あっという間に地上に出る。

「ここが精霊界……」

　緑豊かな地上を見て、ハリッサが小さな声で呟くのが聞こえた。

「……」

　彼女が精霊に対していろいろと思うところがあることは知っているが、今はそれよりも先にやらなきゃならないことがある。

「イリス。宇宙船を出してくれ」

「ほいほいっと」

　イリスは肩にかけてポシェットの口を開く。ワームホールを応用して造られたその中から、彼女の宇宙船がヒュパッと飛び出した。

「わっ！」

「ホントに宇宙船……」

　その光景をはじめて見る澪とエリシアは驚おどろいた顔をした。

「よし！　みんな早く乗り込め！」

　俺たちは急いで宇宙船に乗った。

　目指すのは、幽ゆう鬼き病びようが蔓まん延えんしゾンビフェアリーが徘はい徊かいする不死者の谷――リュンとリュンの妹がいる風ふう歌かの谷たにだ。
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　幽鬼病にかかった者は魔力に反応して襲おそってくる。

　そのため魔力を持たない俺とイリスで風歌の谷へと下りて、谷中を逃にげ回まわっているはずのリュンとリュンの妹を捜すことにした。

「それで？　そのふたりってどこにいるんだっけ？」

「降りる前に皐月に調べてもらった結果だと谷の南側だ！　ただふたりはゾンビフェアリーに追われてるから、一箇か所しよに留とどまってない！　急いで追いかけるぞ！」

　リアのテレパシーで皐月と意識をつなげれば、ふたりの足あし跡あともリアルタイムで追えるのだが、常じよう駐ちゆう型がたの魔法をかけてもらうとゾンビフェアリーに襲われてしまう。

　俺とイリスは谷の南側というヒントを念頭に、木々が生おい茂しげる坂道を駆けあがる。

　地球人とフィネリタ星人じゃ身体能力が違う。本来なら彼女と並走するなんてこと俺には無理なのだが、今回ばかりは必死になって手足を動かした。

　脳のう裏りに甦よみがえるのは「前回」の記き憶おくだ。

　思い起こされるリュンの悲鳴。

　どうして間に合ってくれなかったのかと叫さけぶ彼女の目に浮かんだ涙なみだ……。

「烈火！　大変、もう陽ひが暮れそう！」

「イリス！　俺置いて先に行ってくれ！」

「背中に掴まってくれればおぶって運ぶわよ？」

「両手がふさがっててリュンたちを助けられなかったらどうするんだよ!?　俺のことはいいから、ふた手に分かれよう！」

「……分かったわ！」

　イリスは真しん剣けんな表情で頷くと、一気にスピードを上げた。

「クッ……！」

　やっぱ死ぬ気で走ってもイリスの本気よりどうしても遅おそいか。

　いや、関係ない。とにかく走る！

「前回」はそもそもこうして駆けつけることすらできなかった。

　これは澪がくれた最後のチャンスだ。

　今度こそ絶対に助ける！

　ガッ！

「のわっ！」

　と思った瞬しゆん間かんにこれだよ！

「痛つつ……」

　転んでぶつけた額を押さえて呻うめく。

　幸い木の根に引っかけた足は捻ねん挫ざとかしてないみたいだが、こんなことで時間食ってる場合じゃ……。

「ん？」

　ゾンビフェアリーたちの視線が変わった？

　まぁ、ゾンビフェアリーの目はみんな真っ赤になって目線もクソもないのだが、なぜか全員が山頂の方を向いている気がした。

　だが俺が斜しや面めんを見上げても、木々と暗くら闇やみに阻はばまれて何も見えない。

　それはゾンビフェアリーたちも同じはずだが……。

　いや。

「こいつらは相手の魔力を見て襲ってくる……」

　けど魔力って基本的に体内にあるもんなんだろ？　だってハリッサが魔術を使う時なんか光るし……魔力が常時垂れ流しなら彼女は普ふ段だんからピカピカ光ってることに……。

　もしかして、彼かれらの視線の先に……リュンたちが!?

　絶対の確信があるわけじゃなかった。

　けど、今ゾンビフェアリーたちが見ている方向は、イリスが走っていった方向とだいぶ角度がズレてる。

「ッ！」

　俺は「もしかしたら」に賭かけて駆け出だした。

　もう周囲はすでにだいぶ暗くなってきている。

　リュンの妹が足を滑すべらせたのが具体的に何時何分なのかを俺は知らない。「二十日の夜」としか聞いていないからだ。

　つまり、もういつその時が来てもおかしくないってことで……！

「――～～ぃ」

　今、誰かの声が!?

　こちらも叫んで居場所を知らせるべきか？　いや、万が一警けい戒かいされて別方向へ逃げられたら元も子もない。

　声のした方へがむしゃらに走り出す。

　だいぶ息が上がってきた。

　暗闇と霞かすみ始めた目のせいで視界が悪い。何度もコケそうになる。

　その度に踏ん張ばって声の方を目指した。

　一いつ瞬しゆん、木と木の間かん隔かくが開けた場所に出る。

　木の根を跨またがずに走れるのはありがたいと思いながら斜面を駆け上あがろうとして――二、三秒の遅おくれでその開けた場所に、今度は斜面の上の方から少女がふたり現れた。

「「えっ？」」

　俺と少女の片割れ――リュンはお互いの姿を認めて、反射的に立ち止まる。

　だけれどどちらかが何かを言うよりも先に。

「あっ！」

　もう片方の少女――おそらくリュンの妹――が、突然立ち止まった姉に驚いたのか、斜面を下ってきた勢いをそのままにバランスを崩くずした。

『逃げる途と中ちゆう、斜面で足を滑らせて……木の幹に頭を強くぶつけたの』

「前回」のリュンのセリフがフラッシュバックする。

「ッ！」

　そこから先はもう声を出す間もなかった。

　俺はとっさに地面を蹴けり、斜面を転がるリュンの妹の真下に回り込む。

「グぁ!!」

　リュンの妹というだけあって体は小さかったが、勢いのついた少女の体はまるで大たい砲ほうの砲ほう弾だんのような衝しよう撃げきを俺に与あたえた。

　受け止めようと踏ん張った足は簡単に宙に浮く。

　このまま後ろに倒たおれたらふたりとも木の幹に……!?

　って、ここまで来て失敗なんかできるか！

「フんヌ!!」

　自分が衝しよう突とつしそうになっていた木の幹に後ろ足で蹴りを当て、リュンの妹と衝突した勢いを相殺する。

「～～～っあぁぁ！」

　木の幹を蹴った脚あしがジーンとする！　ふたり分の体重が一度にかかったものだから負荷も半はん端ぱない。

「うわっ！」

「キャッ！」

　脚がしびれて立っていられず、俺は尻餅をついて、胸に抱いているリュンの妹は小さく悲鳴を上げた。

　痛てて……木の根っこが腰に当たって痛かったが、

「ソフィ！」
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　そんなもの、こちらへ駆け寄よってくるリュンを見て全て吹ふき飛とんでしまった。

「ソフィ！　ソフィ～！」

「お姉ちゃん……」

「よかった！　無事なのね!?」

　俺の胸の中でも構わず、リュンは妹のソフィに抱き着いた。

　ああ……。

　今度は守れた。

　ちゃんと。

「あの……ありがとう」

「いや、いいんだ」

　お礼を言ってくるリュンに俺は手を振って立ち上がる。

「烈火！」

　タイミングよくイリスも別方向からこの開けた場所に現れた。ゾンビフェアリーを追い続け、ぐるっとここまで来たのだろう。

「アー、アー」

「ウーアー」

「アーウー」

　まぁ、つまりゾンビフェアリーもうじゃうじゃとここに集まってきているってことなんだけど。

「イリス。リュンたちは助けた。谷を出よう」

「任せて！」

　リュンたちさえ助けられればあとはこっちのものだ。

　大量のゾンビフェアリーたちが俺たちを取り囲もうとしたが――彼らの手が届くよりも先に、イリスの持ってきたワープウォッチによって、俺たちは谷の外まで一瞬で脱出した。

　その後、リュンと彼女の妹を連れて宇宙船まで戻る。

「えっ？　えっ？　何ここ？」

「お姉ちゃん。壁かべも床もツルツルだよ」

　突とつ然ぜん、宇宙船へ連れてこられたリュンたち姉妹は戸と惑まどっていたが、それも生きていればこそだ。

　ひとまずふたりを助けられたことに安堵する俺たちだったが……。

「烈火。コロナさんが大変なの！」

　あっという間に次のトラブルが舞い込んでくる。

　皐月に案内された宇宙船内の個室では、荒い息を吐はくコロナがベッドの上で苦しそうに呻いていた。

　だが、幸いにもこれの対処法ならすでに知っている。

「大だい丈じよう夫ぶ、『前回』と同じだ。澪の歌を聞かせればコロナは治る」

「そうなのですか？」

　看病をしていたハリッサはホッとしたような拍子抜けしたような顔で小首を傾かしげた。

　俺は皐月に澪を呼んできてもらう。

「澪。急で悪いんだけど、ちょっとコロナのために唄うたってやってくれないか？　澪の歌が必要なんだ」

「私の歌……ですか？」

　突然こんなことを言われた澪は戸惑った声で迷う素振りを見せる。

「ああ、頼む」

「……」

「？　どうした？」

「いえ……その……」

　澪は口ごもる。

　よく見れば口元を押さえるその手は震ふるえていた。

　……怯えてる？

「澪？　大丈夫か？」

「あ、の……いえ、大丈夫……です」

　そう答え、澪はベッドの傍そばに立って唄おうとするが……歯がカタカタと鳴り、声にならない。

「どうしたんだ？　何かあったのか？」

「ごめ……ごめんなさい」

　俺の問いに、澪は震えながら首を横に振った。

　いったいどうしたっていうんだ？

　あまりにも異常な彼女の様子に俺は困こん惑わくしつつ、その小さな背中をぽんぽんと叩く。

　とにかく彼女を落ち着かせようとするが――その時、急にどさりと音がした。

「ソフィ!?」

　振り返れば、そこではリュンの妹が床に倒れ、苦しそうに喘いでいた。

「しっかりしてソフィ！　起きて！　お願い！」

「何だ!?　どうした!?」

　尋たずねる俺に、リュンは涙目になりながら、

「幽鬼病よ」

　衝撃的な答えを返してきた。

　言われてみれば……ふたりはずっと幽鬼病の蔓延する谷を駆け回っていたんだ。それに罹り患かんしていたとしても不思議はない――今まで発症していなかったというだけで。

「確か、精霊は悪くなったアストラル体を切り離せるんだろ!?　それじゃダメなのか？」

「無理よ！　ソフィはあたしよりずっと魔力容量が少ないもの！　これ以上切り離せないわ！」

「お姉……ちゃ」

　ソフィが苦しげな声でリュンを呼ぶ。

　確か、前に聞いた幽鬼病の特徴ってのは、意識が残っている内はマテリアル体にダメージを与えて動けなくして、その間にじわじわとアストラル体を侵していくという感じだったはず。

　実際、ソフィは倒れて動けなくなっているけれど――逆に言えば、熱が出ている間はまだ幽鬼病にアストラル体を乗っ取られてないってことだ。

「……ってことは魔力を回復させられれば何とかなるってことだよな!?」

　意識が残っているなら、あとは魔力を回復させさえすればアストラル体の悪くなった部分を自力で切り離せるはず！

　俺はつみきの方を振り返る。

「つみき！　暗黒物質ダークマターは持ってきてるよな!?」

「えっ、うん。アンタが電話で持ってこいって言ってたから、タッパーに入れて持ってきてるけど」

「それを早く持ってきてくれ！　あと、できるだけ小さく切り分けてな！」

「わ、分かったわ！」

　つみきはバタバタと部屋を出て行き、自分の私物を取りにいった。

「烈火。暗黒物質ダークマターなどどうするのだ？」

　リアが不思議そうな顔で俺を見る。

「『前回』、暗黒物質ダークマターで魔ま力りよくが回復できることが分かったんだ。回復量が多すぎて、人間並の魔力容量だと劇物と変わらないけど……リアや精霊みたいに人間より魔力容量の多い種族なら受け入れられるんだ」

　とはいえ、リュンの話を聞く限りだと、ソフィはリヴァイアサンや魔王ほど魔力容量が多いとは思えない。なるべく小さな欠片を与えるとしても賭けになるか……。

　不安はあったが、とりあえずソフィをコロナの隣となりのベッドに寝かせてつみきを待った。

「ソフィ……」

　リュンは妹の名前を呼びながらその手を握にぎっている。

　コロナに加えてもうひとり倒れてしまうなんて……解決策があるにはあるとはいえ、焦りを禁じ得ない。

「澪。まだ唄うのは無理か？」

　澪の歌にはコロナの病気を治せるだけじゃない特別な力がある。聞く者の心をやすらがせる力だ。

　彼女が唄ってくれれば少しはこの状じよう況きようでも落ち着きを取り戻せるかもしれない。

「……少し、待って……」

　そう言うと、澪は大きく深呼吸をした。

　吐く息が震えてる……。

「前回」はこんなことなかった。精霊界を旅する道中もよく彼女は唄ってくれていたはずだ。

「前回」と「今回」で違ちがうところ……。

「……ッ！」

　そうか……記憶だ。「今回」の澪はヤンに記憶を封印されていない。

　つまり〝サイキックハザード〟に遭い、ビルから突つき落おとされてタイムスリップするまでの記憶を完全な形で持っているということだ。

「前回」もほとんどの記憶は思い出せたが、結局ビルから突き落とされる瞬間やその周辺の記憶は思い出せないままだった。

　それに……また脳裏をよぎるのはアールの言葉。

『澪さんはあの空き地で烈火さんと出会った時点で、何らかの『物語』を抱かかえていたんです』

　タイムスリップをした時点で、澪は〝サイキックハザード〟という危機的状況を脱している。彼女が過去へ持ってきたのは記憶だけだ。『精神感応能力テレパシー』で他ほかの人間と精神パスをつながれ、お互たがいの心が読めてしまうなんてことは、「今の」澪にはできない。

　にもかかわらず、「前回」も「今回」も、俺の『波乱の血』は彼女の『物語』に巻き込まれた――いったいどんな内容の『物語』に？

　その最後の謎なぞが解かれない限り『澪の物語』は解決できない。

「……烈火。手、握ってて……」

「あ、ああ」

　俺は差し出された澪の手を握る。やはり震えが伝わってきた。

　おそらく彼女の『物語』が解決できない限り、この震えは収まらないのだろう。せめて、少しでも恐きよう怖ふが和らぐように、俺はできるだけやさしく彼女の手を包み込んだ。

　それがほんのちょっとでも効果があったのか、澪は目を閉じたまま、ゆっくりと唄い始めた。

　高くもなく低くもなく、若じやつ干かん震ふるえてはいるけれど、心に染み渡わたる歌声が室内を満たす。

　気がつけば、にわかに浮き足立っていたみんなが彼女の歌を聞いていた。コロナに、ソフィに、リュンも……彼女の歌声を聞き、表情から険がなくなっている。

　よかった。これであとは暗黒物質ダークマターを適切な量ソフィに与えれば……と、思っていたら。

「……あ、れ？」

　ソフィの、どこか気の抜ぬけた感じさえする声。

　彼女はそんな声を上げたあと、いきなりベッドの上で体を起こした――まるで何事もなかったように。

「「「えっ？」」」

　あまりの呆あつ気けなさに、こちらの方こそ呆気に取られる。

「……ん？」

　さらに、こちらは予想通りに澪の歌で回復したコロナが目を覚ます。

　えっと……いや、よかったんだけど……どうしてソフィまで回復したんだ？

「お待たせ！　頼まれた物持ってきたわよっ……って、あれ？　どうしたの？」

　息を切らせて戻もどってきたつみきが室内に流れる妙みような空気を察して首を傾げた。
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「……じゃあ、コロナも幽鬼病にかかってたのか？」

「うん。そうみたい。森羅の大魔ま法ほうによると、ふたりは同じ病気にかかっていたみたいだから」

「そうだったのか……」

　思い返せばコロナの病気も意識が朦もう朧ろうとするほどの高熱とダルさを伴っていた。幽鬼病の初期症しよう状じようと同じだ。

　ふたりが同じ病気だったのなら、澪の歌で両方とも回復したのにも納なつ得とくできるが、微び妙みように分からない点もある。

「いちおう『前回』も風歌の谷で澪は歌を唄ってたんだ。でも、あの時はゾンビフェアリーたちの幽鬼病は治らなかった……何でだ？」

「……ふたりは発症直後で意識も残ってたけど、谷の妖よう精せいたちは完全に意識が乗っ取られちゃってたでしょう？　その違いじゃないかしら？」と皐月。

　どんな病気でも早期発見すれば治る確率も上がるし治りも早いってのは、あらゆる世界の共通解ってことか。

「そんなのどうでもいいわよ。それより！」

　リュンが大声を上げて、次いで澪の手を両手で握り締しめる。

「お願い！　あなたの歌で幽鬼病が治せるなら、早く谷のみんなを……！」

　その頼みはもっともだと思ったが、しかし……。

「あ、う……」

　澪は握られた手を見つめながら呻くような声を漏らす。

　彼女の額には汗がにじみ、段々呼吸も速くなっていった。

「……」

　やっぱり、澪は唄うことに関して強烈な忌避感を持ってる……？

　それも特に「大勢の」前で唄うのを嫌いやがっているような気がした――「前回」も精せい霊れい王から放たれた大量の追手に追われた時、物もの凄すごく苦しそうにしていたからだ。よくよく思い返せば、「前回」風歌の谷でゾンビフェアリーたちを引きつけるために唄ってもらった時も、気分を悪くしていたような……。

「ねぇ！　お願い！」

　とはいえ、現状澪の歌が幽鬼病を治す唯一の手段であることも事実。谷のみんなを助けたいというリュンの必死の想おもいも無下にはできない……どうするべきか。

「烈火君……」

「ああ、分かってる」

　それにナルテシアに提示された期限のこともある。イリスの宇宙船のおかげでだいぶ余よ裕ゆうがあるとはいえ、ずっと立ち止まっているわけにもいかないだろう。

　この場ですぐに風歌の谷の幽鬼病を治すか？　それとも一度見送り、ナルテシアにアブラアムの魔ま術じゆつに関する資料を届けつつ、『澪の物語』の謎を解決した上で、改めて精霊界に戻ってきてから精霊界全体の問題に対処するか？

　タイムリミットの有無を考えると、まずはアブラアムへ行って資料と触しよく媒ばい用のアカイイトを手に入れて地球へ戻った方がよさそうだが、リュンをどう説得したものか……。

「烈火烈火！　大変大変！」

　その時、宇宙船の操縦席にいたはずのイリスが慌てた様子で部屋に入ってきた。

「どうした？」

「いいからちょっと来て！」

　イリスは俺おれの手を強ごう引いんに引っ張って操縦席まで連れていく。彼かの女じよの様子を見たみんなも一いつ緒しよについてきた。

「ほら！　ここ見て！」

　イリスはモニターのひとつを指す。

　そこにはついさっき脱出してきた風歌の谷を上空から撮影した映像が表示されていて――

「なっ!?」

　谷から大量のゾンビフェアリーたちが一斉に飛び出して、わらわらと大移動を開始している光景が映っていた。

「ウソっ!?　みんなどこへ!?」

　リュンの顔色が蒼白なものになる。

「な、何で突然……？」

　襲う相手――リュンとソフィ――がいなくなったから、獲物を求めて大移動を始めたのか？　だが、それにしては……。

「何で全員同じ方向を目指してるんだ？」

　幽鬼病にかかった者は自意識を失い、魔力を感知して襲ういわばゾンビのような状態になる。当然、仲間同士の連れん携けいなんてものは皆かい無むだ。

　それなのになぜあんな「統率された意思」を感じるような大移動を……しかもあの方向って……。

「リュン。風歌の谷のみんなが向かってる方角って、王都がある方だよな？」

「え？　……そう、みたい」

　もし幽鬼病者たちが何らかの意図で王都を目指しているのだとしたら。

　猛もう烈れつに嫌な予感がした。

「リュン。俺たちはひとまず王都に先回りする」

「えっ!?　でもみんなが！」

「嫌な予感がするんだ」

　幽鬼病にかかった妖精や精霊はリアの水魔法の直ちよく撃げきを喰くらってもピンピンしていた。そう滅多なことじゃ死なないだろう。

　今は状況を――精霊界全体の状況を知ることが先決だった。

　魔力の泉が枯渇して幽鬼病が蔓延しているのは精霊界全域だ。もし、ここと同じことが起こっているとしたら……！
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　俺たちは宇宙船の最大速度で精霊界の王都アルバストを目指し、到とう着ちやくしたのは翌日の夜明け頃ごろだった。

　そこで俺たちは――王都の空が黒い霧に覆われ、幽鬼病にかかった精霊や妖精たち、さらには魔族の大群によって包囲されているという、にわかには信じがたい光景を目にする。

「何なんだよ、これ……」

　茫然と俺は呟つぶやいた。リュンにいたっては絶句している。

　少しでも情報を求め、俺たちは王都の中心、精霊王のいる施し政せい宮へと向かった。俺たちは宇宙船から地上へ降り、施政宮内で慌ただしく動いている精霊兵士のひとりを捕つかまえて、何があったのかを尋ねる。

　そして、最悪の事態を知る。




　幽鬼病によって自意識を失った妖精・精霊たちを操り――魔ま王おう軍が、精霊界に侵攻してきたのだ。







第七章　風に舞う歌おもい







　精霊界と魔ま界かいの戦争が勃ぼつ発ぱつした。

「なんっ……な……」

　予想のはるか上を行くとんでもない事態が起こっていることを知り、口が上う手まく動かせなかった。思考も若じやつ干かん止まりかかっていたと思う。

　おいおい……これがアールの言っていた「思いも寄らぬリスク」か？　でも、何だってこんな突拍子もなく戦争になんか……。

「何で戦争が起こったのだ？」

　喋しやべれない俺の代わりにコロナが精霊兵士に次の質問をした。

「奴やつらの理由など知るか！　おおかた、新しい魔王が生まれて再び我々の土地を奪うばいに来たのだろうよ！　かつて封ふう印いんされた魔王と同じように！」

　精霊兵士はイラ立ったように吐き捨てた。

　まさにその「封印されていた魔王」当人は冷静なまま何事かを思案している。

「『門』は……？」

「何？」

「魔界から精霊界に来るには『門』を開けなければならないだろう？　それはどうなっている？」

「そんなもの開いてるに決まってるだろう！　だから魔王軍が攻せめてきてるんだ！」

「……ッ！」

　そうだった……魔界へ行ってパステルの指輪を取りに行くには、『門』を通るしかないってのに、そこから魔王軍がなだれ込んできてるってんじゃ地球にも帰れなくなっちまう！

　ナルテシアが提示したタイムリミットは「三日」。すでにここへ来るまでの間に一日消費しているから、あと二日しかない。おまけにここから魔王城へ行って、さらにアブラアムの魔ま導どう研究施し設せつで魔術の研究書とかをかっぱらって……余裕だったはずのタイムリミットがまたたく間に現実味を帯びてきた。

「なるほど。だいたい分かった」

　コロナは頭を抱える俺にチラリと目配せをしてから、また精霊兵士に向き直る。

「おいお前、今すぐ我らを精霊王の許もとに案内しろ」

「は!?　何を言って……」

「早くしろ。我らは幽ゆう鬼き病びように操られた連中を何とかする方法を知っている。それと――この状況の全すべてを仕組んだ黒幕の正体もな」
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　まぁ当然のことながら素性の分からない俺たちはメチャクチャ疑われたが、仲間内に精霊のリュンとソフィがいたことが幸いした。彼女たち自身が幽鬼病を治してもらった経けい緯いなどを説明してくれたおかげで、何とか精霊王との謁見が叶ったと言っていい。

「……ていうか、全てを仕組んだ黒幕って何なんだ？　そんな奴がいたのか？」

「魔力の泉の枯渇に幽鬼病の蔓延。それだけならまだ自然の成り行きの範はん疇ちゆうかもしれぬ。が、幽鬼病にかかった者たちがこうして王都を襲い、ほぼ同時に『門』が開き魔王軍が侵攻してきた。これを偶ぐう然ぜんで片づけるのは無理がある――つまり両方の時期が重なるように仕組んだ『何者』かがいるということだ。だからこそ、精霊王も『魔王軍が幽鬼病者を操っている』と判断したのだろう」

「それだよ。『幽鬼病者を操っている』って、ありゃ確かに妖精や精霊をゾンビみたいにしちまうウイルスだけど、あくまで病気だろ？　何で魔王軍にそれが操れるんだ？」

「……もし幽鬼病の原因がウイルスではなかったとしたら？」

「え？」

「つまり……」

　コロナが俺の質問に答えようとした時、ちょうど精霊王が護衛らしき兵士を数人連れて応接室に現れた。

「あとは全員にまとめて話す」

　言うと、コロナは立ち上がって精霊王を迎むかえた。俺たちも慌あわてて立ち上がる。

　だが、精霊王は手でそれを制して、

「すまないが、あいさつは省かせてもらおう。今の我々には一分一秒が惜しい――君たちが有益な情報を持っていると聞いて部下に陣じん頭指揮を任せてきたのだ。早さつ速そく話を聞かせてもらおう」

「精霊王様！　あの、幽鬼病を治す方法があって……！」

「待て」

　リュンが早口に喋り出そうとしたのをコロナが止める。

「そっちはあとでいい。それよりも先に話すことがある。この争いの黒幕についてだ」

「黒幕？」

　精霊王は訝しげな視線をコロナに返す。

「さっき会った兵士は『魔王軍は魔王を取り返しに攻めてきた』と言っていた……これは精霊軍全員の共通認にん識しきか？」

「そうだ」

「その根拠は？　なぜ『魔王軍』と断定した？」

「……奴らの軍を構成する種族は、文献に載る魔族の特徴と一致する。何より精霊界と魔界をつなぐ『門』が開かれているのが決定的だ。あれを開けるのは精霊王か魔王しかいない。なぜそんなことを確かく認にんする？」

「まずはお互いの認識に齟齬がないかを確認したまでだ」

　コロナは精霊王の質問にさらりと答えると、こちらの耳元に顔を寄せてくる。

「……我わが領地ではエスクロが周囲を騙だまして王様ごっこをしている。そうだな？」

「あ、ああ」

　地下迷めい宮きゆうで事情を説明してパステルの指輪を貸してもらいたいと頼たのんだ時、コロナの領地の現状も一緒に話しておいたが、なぜ今そんな確認を？

「精霊王。我に敵対の意思はない。この姿を見ても決して軽率な行動は取るでないぞ」

「……何？」

　瞬しゆん間かん、黒い炎ほのおがコロナを包み――やがてその中から、魔王の姿を取とり戻した彼女が現れる。

「貴様ッ！　まさか魔王!?」

　その禍々しい姿を見た途と端たんに肌で感じ取ったのだろう、精霊王の脇わきに控えていた護衛たちが一斉にコロナを取り囲む。

「待てッ！」

　飛びかかろうとしていた兵士たちの動きを精霊王の一喝が止める。

「お、王？」

「……その禍々しき角と尾。何より尋常ではない気配……確かに魔王であろう。だが、そやつに敵意はない」

　困惑する兵士たちを精霊王は下がらせ、改めてコロナと正面から向き合う。

「それで……貴様はここに何をしに来たのだ？」

　敵意はないと認めてはいるようだが、魔王と対たい峙じする精霊王の表情はさすがに険しい。

「今代も精霊王が賢明で助かったぞ」

　その顔を見てコロナは一いつ瞬しゆん苦笑いのようなものを浮うかべ――すぐに真しん剣けんな表情に戻る。

「我が名はザイア・ガルディンドゥス・コロナ。魔界三王家がひとつザイア家の百九十七代目当主だ。かつて同胞を率いて精霊界に侵攻し、敗れて『覇は王おうのダンジョン』の最下層に封印されていた」

「「……ッ!!」」

　コロナの素性を聞いて、また兵士の幾いく人にんかが気色ばみ、それをまた精霊王が手で制し、彼女の話の続きを促す。

「……我が『ダンジョン』から出てきたのはつい昨日のことだ。ザイアの王位は正式な手続きを踏ふまねば受け継げぬ仕組みになっているから、現在ザイアの魔王は空位となっている」

「……」

　今のコロナの話はウソだ。彼女には二十五の兄弟姉妹がいると言っていたし、自分が封印されたあとはその内の誰だれかが王位を継ついでいるはずだと「前回」話していた。

　ただし、ザイアの魔王が空位であるという部分は本当だ。コロナの部下であるエスクロが幻げん術じゆつで彼女になりすまし、好き勝手にやっていたからだ……とはいえ、そのことを昨日封印が解けたばかりの彼女が知っているのは変だから、適当に話をでっち上げたのだろう。なぜならば……。

「つまり、『門』を開けて精霊界に侵攻してこられる魔王は残りの二王家のどちらかに絞られるというわけだ」

　そういうことになる。

　コロナが言っていた「黒幕」の正体が俺にも段々と見えてきた。

「そして、我にはその二王家の内、どちらがこの件の黒幕なのか大体予想がついている……烈れつ火か」

「何だ？」

「お前の『血筋』のことを精霊王に話してやれ。あと、我とお前がアブラアムで勇者をやっていたこともな」

「わ、分かった」

　俺は言われた通り自分の『血筋』と、アブラアムでハリッサとともに魔王を倒したことを話した。

　アブラアムの魔導師というフレーズが出たところで、リュンや精霊兵士たちのハリッサに対する視線が厳しい物に変わったが、俺は彼女の手を握って励ました。

「どうにも信じられんような話だが……仮に今の話が本当だとして、現状とどうつながるのだ？」と精霊王。

「ことは非常に単純だ、精霊王。我がかつてアブラアムにて戦って封印し、ほんの数ヶ月前に烈火が完全に倒たおした魔王こそが、魔界三王家のひとつバラン家の魔王だ」

「……ハァ!?」

　あの何段階も変身したドラゴンの魔王が……コロナと同じ魔界三王家のひとりだって!?

「いやいやいや、何で『門』の向こうにいるはずの魔王がアブラアムにいたんだよ!?」

「バラン家の魔王は召しよう喚かん術――というか次元渡航の術を身につけていた。あいつはその術でアブラアムへと渡り、あの世界を侵略しようとしていたのだ」

「……そういえば、あの魔王って魔王軍をアブラアムの各地に召喚して侵略してたんだっけ」

　言われてみれば俺の倒した魔王の持つ特徴と、コロナの話の間に大きな矛む盾じゆんはない。

「我の封印をバランの奴がどうやって解いたかは知らぬが……あいつは復活後、再び配下の魔族をアブラアムの各地に召喚し、侵略を行っていた。ということは、奴は我の封印を破ったのちに、再びバラン領の魔王の座に返り咲いていたはずだ。でなければ異世界への侵略戦争なんぞ再開できるはずもないからな。だが、奴はほんの数ヶ月前に烈火によって倒されている」

「倒されたあと、次の魔王が台頭した可能性は？」

「ゼロではないが、魔族の王位争奪戦は血で血を洗うものだ。たった数ヶ月で決着がつくようなことはそうそうない」

「では――」

「――ああ、おそらく『黒幕』は残る三王家最後の一家、ザハブ家の魔王だ」

　ザハブ家の魔王。

　それが精霊界で起こっている一連の出来事の黒幕であると、コロナは断言した。

「……それだけでは情報が足りんな。そのザハブ家の魔王はいかにして幽鬼病にかかった妖精や精霊たちを操っているのだ？」

「我が知っているのは数百年前の当主だが、奴は闇やみ魔ま法ほうの研究に熱心だった。魔王以外には使えぬ闇魔法を究めれば、全世界を掌握できると考えていたようだ。おまけに性格は陰険かつ最悪。我が最も嫌きらっていた輩だった」

　コロナは吐き捨てるように言った。

「ひとつ確認したいことがある、精霊王」

「……何だ？」

「かつて、我が精霊界に攻め入った時、おかしな病が流行はやった……体を動かすのがツラくなり、体内の魔力がどんどん枯渇していく病だ。あれで我が軍の動きはだいぶ鈍くなったが……運よく精霊軍側でも奇妙な病が流行ったおかげで、大損害を出ださずに済んだ」

「……！」

「その奇妙な病の『名前』を我は知らぬ――もしや、『幽鬼病』が精霊界に持ち込まれたのは、数百年前に我が攻め入った時ではないのか？」

「……確かにその通りだ」

　精霊王はコロナの質問を肯定する。

「おそらく幽鬼病の原因は自然のウイルスではなく、ザハブ家の魔王が創った闇魔法の一種だ。今まで誰にもバレなかったというからには、よほど念入りに改良を加えたに違いない……我が攻め入るのに合わせ、その闇魔法をバラ撒き、精霊界全土の弱体化を図ったのだろう。もしかしたらザイア家の領地も狙ねらっていたのかもしれん」

　コロナはさらにザハブ家の闇魔法について推測を続ける。

　ザハブ家の魔王が開発した新しい闇魔法の効果は三つ。

　ひとつ目は、魔力の奪取。これが特にメインの効果であり、妖精・精霊・魔族、果ては魔力の泉までもターゲットとし、魔力を奪ってしまう。

　ふたつ目は、特に魔力がアストラル体（精神）と直結していた妖精・精霊にのみ発揮される効果で、罹患者の魔力を完全に侵すことでまず自意識を消失させる。その上で健康な他者を襲おそって感染を広げさせる。

「それから三つ目は、そうして自意識を奪った妖精・精霊の精神を支配下に置き、自由にコントロールしてしまう効果。今この王都に攻め入ってきている奴らは、おそらくザハブ家の魔王に操られている」

「そういうことか……！」

　魔力の泉の枯渇も、幽鬼病の蔓まん延えんも、魔王軍の侵攻も――全てがひとりの魔王とそいつの生み出した幽鬼病という闇魔法によって引き起こされているならば、コロナが「黒幕」と表現した理由も分かる。

「けど……何で〝今〟なんだ？　まだこの王都の周辺は幽鬼病が蔓延していないし、精霊王だって健在だ。幽鬼病が闇魔法でそのザハブの魔王の仕業だってバレてないのに、どうしてこのタイミングで戦争なんかおっぱじめやがったんだ？」

　まさしく俺たちにとっては「よりにもよって」というタイミングだ。

「それなんだがな……」

　コロナは言いにくそうに口ごもり、

「おそらく、烈火のしたことが原因だ」

「……お、俺ェ!?」

　驚おどろきのあまり声が裏返ってしまう。室内にいる全員の視線が集中した。

「幽鬼病の効果から見て、ザハブ家のメインの狙いは精霊界だ。魔族は魔法が使えなくても屈強な肉体があるからな。戦えば有利に進めるだろうが、大きな被害が出る。それよりも弱体化させやすい精霊界を攻め落とすつもりで、ザハブ家は幽鬼病を創ったんだろう」

「それはなんとなく分かるけど、どうして俺のせいなんだ……？」

「あの時、そこの風精霊シルフイードの幽鬼病を烈火は治させただろう？」

　いや、あれは完かん璧ぺきに偶然の産物だったのだが、起きた結果だけ見ればその通りだ。

「精霊界を攻め落とすつもりのザハブにとって、幽鬼病は大事なカギだ。侵した魔力を切り離すような『精霊界全体の魔力量を消費させる』治療法なら問題ないだろうが、そうならない〝特効薬〟が生まれてしまったら計画が破は綻たんする」

　幽鬼病に対する〝特効薬〟。

「それって……！」

　俺はハッとしながら、自分の腰こしにしがみついている少女――澪みおを見る。

「たぶん、幽鬼病の闇魔法は『幽鬼病にかかった者が不自然に治ち癒ゆしたらザハブ家にその旨が伝わる』……という風に設計されていたのだろう」

　要するに、異常事態を使用者に伝えるアラームつきの魔法だったってことか……。

　少しコロナの推測を訂正するならアラームは「幽鬼病にかかった者が」ではなく「幽鬼病にかかった精霊か妖よう精せいが」不自然に治癒した時に鳴る仕組みだったのだろう。コロナ自身は知らないだろうが「前回」も彼女の幽鬼病は澪の歌で治しているのだ。

　なぜアラームが精霊や妖精限定なのかは――それ以上の機能を魔法に組み込めなかったのか、それともメインターゲットが精霊界だったからなのか――まぁ、正確なところまでは分からないが、あんまり重要なことじゃない。

　問題は「今回」ザハブ家の魔王が自分の計画の異常に気づき、戦争に踏み切ってしまったことだ。

　戦争自体もそうだが、アブラアムの魔術を地球へ持って帰るタイムリミットも刻一刻と迫っている。ハッキリ言って、最悪に近い状況だ。

「ここまでの話は分かった。だが――」

　精霊王はそう言うと、突とつ然ぜん周りの兵士たちに合図して魔法を撃つ構えを取らせた。

「なっ!?」

「――貴様とそのザハブの魔王が結託していないという証拠はどこにある？　それを提示してもらわねば容易に信用することはできない」

　コロナは昨日まで『覇王のダンジョン』に封印されていた。彼女に精霊界と魔界をつなぐ『門』を開くことはできない――と言おうとしたが、結局それも俺たちとコロナしか知らないことだ。彼かれらはその瞬間を見たわけじゃない。「前回」と同じように俺たちが魔王の手先と疑われているなら、そんなことを言ってもウソをついてるか口裏を合わせていると思われるのがオチだろう。

　その時、ひとりの兵士が応接室に駆け込んでくる。

「精霊王！　西の防衛線が突とつ破ぱされました！　至急救援を！」

「……ッ！」

　状況はドンドン悪化している。

　こんなとこで俺たちが対立してる場合じゃないのに……！

「我はザハブの魔王と結託していない……と、今すぐ証明するのは難しい。だが、これから証明することはできる」

「……どうするつもりだ？」

「精霊王。今お前たちが苦労しているのは、魔王軍よりも幽鬼病によって操られた妖精や精霊への対処であろう？　噛まれれば自軍の兵士も幽鬼病になってしまうが、同胞を殺すことなどできない。そうだな？」

　コロナの指し摘てきに精霊王は苦々しい顔になる。

「そこで――烈火、我の『剣けん』を」

「あ、ああ」

　俺は『勇者の剣』をコロナに手て渡わたす。

　彼女がその刃を包つつんでいた布をはずすと、精霊たちがざわめき立った。

「それは……!?」

「知っているようだから説明は省くが、我が『剣』は対魔ま力りよく戦せんにおいて無類の強さを発揮する。魔力の『無効化』『強奪』『反射』……そして、『封印』も可能だ」

「あ……！」

　そういえば「前回」風ふう歌かの谷たにで風精霊シルフイードに襲われた時、コロナは『勇者の剣』から斬撃を〝飛ばして〟相手を無傷のまま無力化していた……。

「我がこの『剣』で幽鬼病に操られた者たちのアストラル体をまとめて『封印』し、動きを封ふうじよう。その間に澪の歌で幽鬼病そのものを治療する」

「……何？　歌？　何だそれは？　それで幽鬼病が治せるのか？」

　精霊たちは歌という文化を持たないため、何のことか分からなかったのだろう。あまりピンと来ていない表情で尋たずね返してきた。

「澪ってのはこの子のことだ。彼女の歌を聞くと、幽鬼病が治るんだ」

　俺は澪の背中を少しだけ押おして前に出そうとするが、彼女は嫌がってこちらの腰にしっかりとしがみついてきた。

「……精霊王様。彼女に幽鬼病が治せるのは本当です」

　これまでコロナと精霊王の話を聞いていたリュンが声を上げる。

「それは真か？　風精霊シルフイードの娘むすめよ」

「はい。あたしの妹も幽鬼病になりかけていたところを助けられました」

　そう言ってリュンは妹のソフィの肩かたを抱く。

　同じ精霊からの証言のおかげで、コロナの提案もだいぶ信憑性が増したようだ。精霊王もかなり真剣な表情でうなっている。

「……ひとつ尋ねたい、魔王コロナ」

「何だ？」

「かつては精霊界を脅かした魔王である貴様が、なぜ今は我らの味方をする？」

「……そうだな、もっともな疑問だ。……ただ長々と昔話をしている時間もない」

　コロナは何かちょうどいい言葉を探すように数秒迷ってから、

「ひと言で言うなら……我を生かしてくれた先代の精霊王に借りを返したい、それだけだ」

「……そうか。ならば……」

　精霊王は小さく頷うなずき何かを告げようとした――その時。

「……グフッ!?」

　黒く細い針のような物が、鍛え上げられた精霊王の体の中心を貫いた。

「「「なっ!?」」」

　俺とコロナ、精霊の兵士たちが同時に息を呑のむ。




「――よもや、この儂わしがまたしても貴様のような小こ娘むすめに邪じや魔まされるとはのう」




　次の瞬間、謎なぞの声が室内に響ひびき、精霊王を貫いた黒い針――いや、〝霧〟が集まり、髑どく髏ろのようなものを形作る。同時に支えを失った精霊王の体がどうと倒れた。

　この黒い霧って……確か、王都の上空を覆ってた奴か？

　室内の半分を埋め尽つくす黒霧の髑髏はコロナのことを睨みつけている。

「この不快な声は……まさか貴様、グラオザームか？」

　コロナが忌いま々いましそうに尋ねると、肯定するように不愉ゆ快かいな笑い声が返ってくる。

「なぁ、グラオザームって？」と俺。

「先さき程ほど話した数百年前のザハブ家の当主だ。よくもまぁ生きていたものだな」

「貴様こそな。精霊王に封印されて数百年、とうの昔に地下でくたばったものと思っていたが。しぶといものだ」

　髑髏――グラオザームが舌打ちし、コロナも負けじと舌打ちし返す。

「昔はクソ蟲みたいなジジイの姿だったはずだが、随ずい分ぶんと姿が変わったな」

「フンっ、これが儂の研究の成果よ」

「姿形が変わっても陰険な性格までは変えられなかったと見える――精霊王に何をした？」

「……本気で精霊側につく気のようだな。魔族の誇ほこりを失ったか」

「別に我も博愛主義者ではないが、貴様の種族主義には昔から吐はき気がしていたよ」

　グラオザームと罵ののしり合いをしながら、コロナは手で俺たちに後ろへ下がるよう合図を送っていた。

「……っ」

　敵の親玉が突然現れて、この部屋はまさに一触即発の状態だ。こちらには非戦せん闘とう員が多い。彼女が時間を稼いでくれている間に、せめて彼女たちだけでも避難を……。

　そうやって俺たちがじりじりと後ろへ下がっていると、グラオザームは骸骨の口をカタカタと鳴らし、

「……聞きたいのは精霊王に何をしたかだったか？　なに、単純なことだ――幽鬼病をこやつのアストラル体に直接打ち込んでやったのよ」

「何ッ!?」

　それじゃあ今度は精霊王がグラオザームに操られちまうのか!?

「仮にも精霊王ならそうすぐには乗っ取られないはずだ！　その前に早く澪に……！」

　コロナの焦あせった声に、澪が腰にしがみつく腕うでに痛いくらい力を込める。その顔は蒼白になっていた。

「おい、だいじょう……」

　俺は澪に声をかけようとするが、そんな暇ひまもなく、

「させぬわ！」

　黒い霧がぶわっと窓から室内へと入り込み、俺たちへと襲いかかってきた。

　やっぱりこの霧はグラオザームの一部なのか!?

　しかもこの霧、完全に澪のことを狙ってやがる！

　奴が施政宮に侵入してきたタイミングからして、彼女の歌が幽鬼病を治せるという話は完全に聞かれていたとみるべきか。だからこそ、こうして襲いかかってきたのだろう。

「やらせるものか！」

「それはこちらのセリフだ」

『勇者の剣』を振り下ろそうとしたコロナに向かって、精せい霊れい兵士たちが――精霊王と同じように幽鬼病を直接体内に打ち込まれ、彼女に襲いかかる。

「チッ！」

　コロナは精霊兵士から放たれた魔ま法ほうを『剣』で切きり裂さいたが、絶え間ない攻こう撃げきにさらされてその場に釘づけにされてしまった。

　その間に、グラオザームが俺たちに襲いかかる。

「烈火たちに手は出させない！」

　勇ましい声とともにリアが水の槍やりをグラオザームの髑髏に撃うち込む。

　水槍は甲高い音とともに髑髏を粉々に打ち砕いた――が、飛散した黒い霧は再び集まり、元の髑髏へと戻もどった。

「精霊でもないくせに強力な魔法を使うな……！　だが、儂のこの体にそんなものは効かぬぞ！」

　雄叫びとともにグラオザームの黒い霧の体が四方から俺おれたちに襲いかかってきた！

「烈火君！」

　エリシアは近くにいたつみきの手を引っ張りながら、もう片方の手を俺へと伸のばす。

「クッ！」

　俺はとっさにその手を掴つかみ――エリシアの意図を理解して、腰にしがみついていた澪を彼かの女じよの体に触れるように押しつけた。

　瞬間、俺たちの体は床ゆかへと沈む。

「澪ッ！」

　エリシアの『壁かべ抜ぬけ』で下の階へと降りた俺は、床に叩たたきつけられそうになった澪を庇って背中から落ちた。ぐおばっ！　凄すごく痛い！

「ほらっ、早く立って！　逃にげるわよ！」

「お、おう！」

　背中は痛いが止まれば襲われる。

　俺たち四人は必死に走り、更衣室か何からしき小部屋を見つけ、その中に隠れた。

「ハァ、ハァ、ハァ……」

　普ふ段だんそう体を動かす方でもない三人は短い逃避行でもメチャクチャ息を乱していた。ひとりエリシアだけはさすが裏組織の人間というか平然としている。

「皐さ月つきと、ハリッサは……？」

「分からないけど……イリスもリアさんもいるし、大だい丈じよう夫ぶじゃない？」

　そう祈るしかないか。コロナもいることだし、それに守る対象が減った分むしろ守りやすくなったのかもしれない。俺を含ふくめ、戦力にならない面子がこっちに三人来たし。

　かといって、こっちはこっちでただ隠かくれているわけにもいかないというか、やるべきことがある。

「……澪」

「！」

　俺が名前を呼ぶと、澪はビクッと肩を竦すくませた。

　彼女の顔色は未いまだに真っ青だ。こんな状態の少女に無理をさせるのは本当に気が引けるけど……状じよう況きようは切せつ羽ぱ詰つまっていて、しかも最悪に近い。

　どうしても彼女にやってもらうしかなかった。

「澪、頼む……唄うたってくれないか？」

「ここで……ですか？」

「いや、幽鬼病にかかってる妖精や精霊たちの前でだ。精霊王のことも何とかしなくちゃだけど……とにかくこの状況を打破するには、グラオザームに操られてる妖精や精霊をまず何とかしなくちゃいけない」

「……」

「そのためにはかなり危険な前線まで澪を連れていかなくちゃならないけど、何とか俺たちが守るから……どうか、澪の歌でみんなを助けてくれないか？」

「……」

　澪は答えない。

　ただ体をブルブルと震わせ、自分の肩をかき抱くばかりだ。

　それはあのグラオザームが恐おそろしいとか、戦場へ行くのが怖こわいとか、それだけばかりが理由というわけではなさそうで……。

「澪」

　三度、俺は呼びかける。

　ただし今度は唄ってくれと頼むためではない――彼女の『物語』と向き合うためだ。

「屋上で何があった？」

「!?」

「『前回』、澪は俺にこう言った――『ビルの屋上から突つき落おとされた』って。結局、『前回』はその前後の記き憶おくを澪は思い出すことができなくて、いったいどういう経緯でそんなことになったのかは分からず終いだった……たぶん、その時なんだよな？　澪がアイドルを辞めたいって思ったのは？」

　俺のセリフを聞いてつみきが「えっ？」と声を上げるが、肝かん心じんの澪は黙り込んだままだ。

　だが「前回」の彼女は記憶こそ曖あい昧まいだったが、確かに「ＭＩＯミオはアイドルを辞めたいと思っていた」と口にしている。

　彼女がアイドルを辞めたい理由――それは彼女がこうして唄うことを忌避している理由につながる。勘だが、そんな気がした。

「……わた、私は……あの時、烈火に助けられて、〝サイキックハザード〟で混乱した街中を逃げていました」

　澪は俺も知らない「前々回」の記憶と、その時の出来事をぽつりぽつりと口にする。

「通りは人が多すぎたから、私と烈火はビルの中へ入って……状況を知るために、屋上へ移動したんです」

「……」

　なんとなく、その光景を想像する。〝サイキックハザード〟で大混乱に陥おちいった街なら俺も一度見た。「前々回」の俺はどんな気分であの惨状を見下ろしたのだろう？

「烈火は屋上から……会場ではぐれたつみきさんを見つけて、「ここに連れてくる」って言っていったん屋上からいなくなりました……そのあと、あの人が来たんです」

「あの人？」

「名前は知りません。ただ、私のファンだってことは、〝サイキックハザード〟でお互たがいの心が読めたので分かりました。あの人は……『アイツは誰だ？』って聞いてきました。たぶん、烈火のことです。私は答えようとしたんですけど……その前に、あの人の心の声が聞こえてきて……」

「……」

「……私、知らなかった。自分がどういうアイドルだって思われてるか、人から聞いて知ったつもりになっていたけど……ファンの人が、あんなことを考えながら私を見てたなんて……私の歌なんてどうでもよくて、あんなつもりで、あんな風にしたいと思ってたなんて……怖くて、私、怖くて……」

　澪は膝ひざに顔を埋め、涙なみだ声ごえになりながらその時のことを語った。

「そうしたら、私の怖がる気持ちが相手に伝わったみたいで……あの人は凄く怒おこって……屋上の端にまで追おい詰つめられて……それで…………」

「……突き落とされたのか？」

「……うん」

「そうか……」

　何なんだよ、そりゃ……？

　どうしてそいつは澪のことを突き落とすんだよ？　だって、ファンだったんだろ？　好きだったんじゃないのかよ？　なのに何で彼女のことを傷つけたりするんだ？

　たぶん、そいつのせいで澪は唄うことに、こんなに忌避感を覚えるようになってしまったんだろう。自分が歌を届けていた相手の〝本ほん性しよう〟を見てしまったから。

　想像と実感は違ちがう――皮肉にも、〝サイキックハザード〟を起こしたヤンは計画の失敗による仲間の死を〝実感〟することで改心した。しかし、〝サイキックハザード〟の被害に遭あった澪はアイドルとしての自分をファンがどう見ているかを〝実感〟することで、心を閉ざしてしまった。

「……」

　ただひとつ大事なことが分かった。

　これこそが、真の『澪の物語』だってことが。

　アールはタイムスリップをした時点で、澪は〝サイキックハザード〟という災さい厄やくから逃のがれることに成功していると言っていたが、とんでもない。彼女はやはり〝サイキックハザード〟によって大きな傷を負ってしまったんだ――心の傷トラウマを。

　過去へ戻ったあとも未来の記憶は残ったままだから、当然トラウマも消えない。それこそが彼女の不幸で、俺が覆すべきバッドエンドなんだろう。

　人の裏側――外からは見えない人間の中身を見せられて傷を負った少女の心を、どう癒いやせばいいのか……？

　カウンセラーでもこの場にいればよかったんだろうけど、生あい憎にくとここには俺とつみきとエリシアの三人しかいない。そんな知識は三人とも持ち合わせていないだろう。

　だったら……。

「俺は……あんまり音楽とか積極的に聞かないし、澪のライブに行ったこともないけど……でも、澪の歌は凄いって思う。声が心に染み渡わたるっていうか、陳腐な言い方だけど……天使の歌声っていうのはああいうのを言うんだと思った」

　せめて俺の素す直なおな気持ちを伝えようと言葉を紡ぐ。

　人の裏側を見て傷ついた心は……裏表のない言葉でしか癒せないと思うから。

「澪の歌には力がある、人の心に訴える力が。だからこそ、グラオザームの闇魔法を打ち破る力があるんだと思う。それを今、みんなのために使ってくれないか？　コロナとソフィを癒した時みたいに」

「……烈火、は」

　澪はつっかえつっかえに声を絞り出す。

「私のことを助けて、くれた、から。私を助けたいって気持ちに、何のウソもなかったから、信じられ、る」

　そういえば「前々回」の〝サイキックハザード〟では、俺と澪の心もつながっていたのか。その時の出来事が、彼女が常に俺にべったりしがみついていた理由……俺の心を覗のぞいた上で、信頼に足ると思ってくれたからこそ、あんなにも頼たよりにしてくれたってわけか。

「でも……ほかの人は、ダメ。怖い……一度人の裏側を見てしまったから……今はもう心が読めなくても、今度はその人が何を考えているのか〝分からない〟のが、とても怖い」

「……」

　どうする？

　どうすれば、澪の心を立ち直らせることができるんだ？

　俺は『澪の物語』に巻き込まれた。「トラウマを植えつけられて、もう唄えなくなってしまったアイドルの物語」に――けどそれって唄えないことこそが彼女の不幸で、アイドルでいられないことこそが彼女の絶望なんだろう？

　アイドルをやめて唄うのをやめてそれでも彼女がいいと思っているなら、俺の『波なみ乱だれの血』は『物語』に巻き込まれたりしなかったはずだ。「それでいい」って本人が思ってるなら、そこに絶望はないんだから。

　つまり、本当は――澪にとっての幸せな結末は、もっとアイドルでいることなんだ。彼女はもっと唄いたいはずなんだ。今も、ずっとずっとこれからも。

「……人の心が分からないのは、本来当たり前のことよ」

　その時、俺と澪の話を聞いていたエリシアが口を開いた。

「それこそ、超ちよう能のう力りよく者しやでもない限りね。そんなものは分からないの。だから、そんな当たり前のことで悩むのは、あまりよいことではないわ」

　澪は顔を上げ、エリシアを見つめた。

「ワタシは生まれつき超ちよう能のう力りよくを持っていて、そのことで苦労したこともあったわ。呪ったこともあった。あなたが苦しんでいるような、人の裏側もたくさん目にした。人の善意よりも悪意にさらされたことの方が多いわね。でも、それは当たり前のことなのよ」

「当たり前、ですか？」

「そう。人に裏があるのも悪意があるのも当然――その代わり裏があるなら表があるように、人に善意があるのもまた当然のことよ」

「……！」

「一度人の悪意にさらされると、もう一度信じ直すのは難しいかもしれない。けど、世の中の全すべてがただの悪意でできているなら、世界はとっくに滅びているわ。それこそ、ヤンが手を下すまでもなくね」

　エリシアはそっと澪の頭を撫でた。

「あなたは烈火君のことは信じられるんでしょう？」

「……うん」

「それなら今度は、彼のように信じられる人間が世の中にはまだまだいるんだって信じてみたらどう？　あなたはアイドルで、今までたくさんのファンに囲まれてきたんでしょう？　そのファンは、全員が全員、あなたを傷つけた人と同じような連中だったの？」

「……」

「……あの！」

　つみきがふたりの会話に割って入る。

「私は、その、ずっとＭＩＯのファンでした。ラジオであなたのデビュー曲を聞いて、同い年にこんな凄い娘こがいるんだって思って、それからずっと追っかけてて、それでっ、だから！」

「つみき。落ち着け」

　声を詰まらせそうになるつみきの背中を擦ってやる。

「るっさいわね！　落ち着いてるわよ！」

　俺の手をバシッと振り払って、つみきは深呼吸をしてから、改めて澪をまっすぐ見つめた。

「だから、あなたの歌が好きでファンを続ける私みたいなのもいるって、どうか知っていて欲ほしいんです！　そりゃライブとか行って、たまにマナー悪い人もいますけど……でも、それが全てだなんて思わないで！」

　最後には澪の手を両手で握り締めてまで、つみきは必死に訴えた。

　信じて、信じて、と。

「……澪」

　俺はうずくまる少女に呼びかける。

「澪はどうしてアイドルになったんだ？」

「……歌が、好きだったから。それに、キラキラしたかった。テレビで観みたアイドルみたいに、私も輝きたかった――それが夢だったの」

　澪は自らの心情を吐露する。

　その声を、俺は彼女の目を正面から見返しながら受け止めた。

「……〝サイキックハザード〟のせいで、澪は人の裏側を見ちまった。それは、澪の理想と違うファンの姿だったかもしれない」

「……うん」
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「でも、澪のファンはそんな奴やつばっかりじゃなかっただろ？　つみきみたいに、純粋にＭＩＯのことが好きで、歌を聞いてくれるファンだってもっといたはずだ」

「うん」

「最初に言ったけど、もう一度言う――澪の歌には力がある。もし澪の歌に興味がないなんて奴がいても……そんな奴もまとめて、その歌の力で惹き込め！」

　俺はグッと胸の前で拳こぶしを握り、力説する。

「そんなこと、私にできるかな？」

「澪にならできるさっ！　澪だったら、その歌で、自分自身のことをもっともっと輝かせられる！　俺が保証する！」

「……！」

　澪は目を見開いて、ふと自分の胸に手を当てた。

　その手の平の下では彼女の心臓が動いているはずだ。その鼓動が刻む熱こそが――きっと夢への原動力になる。一度は彼女をトップアイドルまで登り詰めさせた力なんだ。もう一度彼かの女じよが自分自身の足で立ち上がる力にだってなるはず。

「私、唄いたい。もっと唄いたい。もっともっと唄いたい」

　澪は何度も確かめるように呟つぶやいたあと、俺の顔を見て。

「そして……できれば、私の歌をまた烈火に聞いて欲しい」

「ああ、今度必ず観に行く。ステージの上でキラキラ輝いてる澪をさ」

　それにはまず地球へ帰らないといけない。

　そのためにやらなきゃいけないことを澪も心得ていた。彼女は俺の手を取って立ち上がり、こくりと頷いた。

「じゃあ、まずは操られてる妖精や精霊たちを解放しよう。エリシアの『壁抜け』で外に……」

「――見つけたぞ」

「「「「!?」」」」

　俺たち四人は声に釣られて振り向き、入り口のドアの隙すき間まから黒い霧が侵入してきているのを目にした。

　グラオザームに見つかった！

「みんなこっちよ！」

　エリシアの声に呼ばれ、俺たちは彼女の手や腰に触れながら『壁抜け』で次々と隣となりの部屋へと移動した。

「――逃さぬ」

　しかし、敵もしつこいもので、どこへ行ってもそこかしこから黒い霧が這い出てきた。

　精霊王たちと交こう渉しようしていた応接室は地上五階か六階くらいだったはず。もう何回か下の階へ逃げる手は使えるが、もう意表をつくことはできないだろう。

「いっそのこと一階まで降りて施し政せい宮から出るか!?」

「けど外を普ふ通つうに走ってたらすぐに追いつかれない!?　霧が相手じゃワタシも戦いようがないわ！」

　ごもっとも。俺にも手はない。

　リアかコロナか、せめてイリス辺りと合流できれば打つ手も出てくるのだが。今は逃げるしか……？

　何だこの浮遊感というか……足の裏に床の感触が、ない？

「マズッ!?」

　エリシアの焦った声。

　俺は下を見て――そこに何もないことに気づいた。

「そ、空ぁぁぁあ～～～～！」

　逃げてる内に建物の外に出ちまったのか!?

　なんて考えてる間にもぐんぐん俺たちの体は落ちていく。

　何か何か何か手はないかないかないか!?

「クッ！」

　俺は空中から手を伸ばし、『壁抜け』で建物の壁かべに腕を突き入れる。

「エリシア！　『壁抜け』の能力を解除してくれ！」

「どうするのよ!?」

「この状態で能力を解除すれば、俺の腕が壁に突き刺ささる！　そうすりゃとりあえず止まるだろ！」

「そんなことしたら四人分の体重が一気にかかるのよ!?　烈火君の腕がちぎれるわ！」

「最悪減速ぐらいにはなるだろ！　このまま地面に叩きつけられるよりはいい！」

「―――ッ！」

　エリシアの顔が苦悩に揺ゆれる。

「早く……ッ！」

　俺は彼女の決断を促そうと怒鳴りかけ――

「風の加護よ！」

　――頭上から降ふってきた少女の叫び声を聞いた。

　次の瞬しゆん間かん、俺たち四人の体は風の鳥かごに受け止められたみたいにふわっと浮き上がり、またたく間に落下が止まる。

「ナミー！」

　この特徴的な呼び方は！

「リュン！」

「何やってるのよ！　飛べもしないくせに！」

　悪態を吐きながら、リュンとソフィは風の精せい霊れい魔ま法ほうで俺たち四人を運んでくれる。

「リュン！　澪の歌で妖精と精霊を元に戻す！　戦場の方に向かってくれ！」

「！　分かったわ！」

　リュンとソフィは西へと向かう。

　さっき兵士が「防衛線が突破された」と言っていた方角だ。まずはそこから――

「やらせん！」

　――しかし、邪魔が入る。

「グラオザーム！」

　俺は空を見上げる。そこには黒い霧から髑髏の面貌が浮うき上あがった。

「叩き落としてくれる！」

　黒い霧から槍のような穂先が二本、リュンとソフィめがけて放たれる。

　さっき精霊王を刺したのと同じ奴か！

　ってことは、あれに刺されたらふたりも幽鬼病の闇やみ魔ま法ほうをアストラル体に撃ち込まれて行動不能になっちまう。そうしたら俺たちも落下だ！

「うっ……！」

　リュンとソフィは何とかグラオザームの攻撃を避けようとするが、俺たちを精霊魔法で運んでいるので思うように方向転換ができない。

　穂先がふたりに刺さる……――かと、思った瞬間、斬ッ、と横合いから飛んできた斬撃がそれを阻はばんだ。

「ぬゥ!?」

「そう簡単にやらせるものか」

　斬撃を飛ばした張本人――コロナは『勇者の剣』を肩に担かつぎ、俺たちの許もとへと飛んできた。彼女も飛行魔法が使えるらしい。

「コロナ。ほかのみんなは!?」

「慌あわてるな。ほら、向こうだ」

　指差された方を見ると、空を飛ぶ皐月とリアの姿が目に入る。ハリッサはリアに背負われ、イリスは建物の屋根から屋根へと飛び移ってこちらへ向かってきていた。

「みんな、無事でよかった」

「リアさんとコロナさんが守ってくれたおかげよ」と皐月。

「ちょっとー、アタシの活躍もちゃんと烈火に伝えなさいよー！」

　イリスが地上から抗こう議ぎを上げた。

　まぁなにはともあれ、無事でよかった。

「そういえば、精霊王は？」

「置いてきた」とコロナ。

「お、置いてきたのかよ!?」

「あの場ではどうしようもなかった。『剣』で幽鬼病の源になる闇魔法を斬ろうにも、精霊王のアストラル体ごと斬ってしまう。封ふう印いんという手も考えたが、封印したあとでさらに闇魔法を注入されたら厄やつ介かいだ。アストラル体が封印された状態では、幽鬼病に抗おうという意識まで封じられてしまうからな……結局は、精霊王が幽鬼病に屈する前に、グラオザームを何とかするしかないということだ」

　そう言って、コロナは上空の髑髏を睨にらみつける。

「フンっ……バラバラにちょこまかと逃げられるよりは楽だのう。そのまままとめてひねり潰つぶしてくれる」

「それはこちらのセリフだグラオザーム」

　コロナは口角を吊つり上げ、『勇者の剣』の柄を両手で握り締めて力をためる。

「我らを外に出したのは失敗だったな。おまけに貴様が空にいてくれるおかげで、周りを気にしなくて済む」

「……貴様ァッ!?」

　グラオザームは何かに気づいて雄叫びを上げるが――

「もう遅おそい」

　――奴が何かするよりも早く、コロナが『勇者の剣』を振り抜く。

　その刃からは、これまでにないとてつもなく大きな〝斬撃〟が放たれ、上空のグラオザームの黒い霧を真っ二つに両断した。

「グアアアアアアアアアアアア！」

　絶ぜつ叫きよう。

　黒い霧の三分の一が今の一撃で霧散した。

「やったか？」

　俺は思わず尋ねるが、

「いや、ダメージは与あたえただろうが、おそらく本体に届いていない」

「本体？」

「核とか弱点と言ってもいいがな。今の奴は肉体という枷を捨て、半魔法生命体のような形態を取っているのだろう。それゆえに我の『剣けん』が有効だが……結局は、奴の中心部を叩かねば倒たおしきれん」

　言われてみれば、黒い霧は未だに消え去る気配がない――まだグラオザームは倒せていないということだ。

　だがダメージそのものはキチンと通っているらしく、今しばらく反はん撃げきしてくる様子はない。

「さて、この隙すきに澪に唄ってもらいたいが……戦場全てを回っている暇はないな」

　コロナはぐるりと王都を見回す。空から見れば、三百六十度全方位で戦闘が行われているのが見て取れる。

「それなら、あたしたちに任せて！」

　ふとリュンが声を上げる。

「どうするんだ？」

「あたしたちがミオの歌を風に乗せて、みんなのところに届ける！」

「そんなことできるのか!?」

「できるわ。でも、ナミーたちを飛ばしながらだとキツいから、いったん降りるわね」

「分かった」

　リュンの言うことに従って、俺たちは一度地上の建物の屋根に降りた。

「わっ！」

　飛べない組の俺やつみきも屋根にしがみつき、安定できる足場を探して踏みしめる。

　先程よりもだいぶ視点は下がったが、元々飛べる精霊や魔族の戦場は主に空中だ。ここからでも多くの精霊や魔族、それに幽鬼病者たちの姿が見える。

　精霊たちは魔族相手ならそれなりに渡り合っているが、相手が同胞となるとほとんどなす術がなく、なんとか振り切ろうと逃げ回まわっていた。それで振り切れれば再び魔族に反撃していくのだが、どうしても振り切れなかったり、逃げているところを魔族に狙われたりすると一方的にやられてしまっている。

「今からあたしとソフィでミオの歌を王都全域に届くように精霊魔法を使うわ。ソフィ！　あたしは東と南、あなたは西と北よ！」

「分かった！　お姉ちゃん！」

　風精霊シルフイードの姉妹はお互いに頷うなずき合うと、同時に目を閉じる。

「「風の御名を彼方かなたへ届けよ」」

　姉妹が詠えい唱しようすると同時に、やわらかい風が彼女らを中心にぶわっと発生して、そこから波紋のように広がっていった。

　きっと今の風が澪の歌を王都の到る所へ届けてくれるのだろう……！

「澪。頼たのむ」

「うん」

　一度、澪はスゥーと深呼吸して。

「遠くにない　後ろにない　目の前にあるそれは――」

　静かにその歌を唄い始めた。

『未来の前日』という名の歌を。

　澪の美しい歌声が、ある日突とつ然ぜん愛する人と離はなれ離ばなれになってしまった少女の切ない気持ちを表現する。

　少女が愛した人は今どこにいるのかも分からない。再会できるかどうかも分からない。

　それでも少女は愛を唄う。

　再び愛する相手と出会えることを祈りながら、未来への希望を奏でる。

　未来への希望があるから、今を大切に生きられるのだと。

　澪は唄う。

　その歌声が戦場に響ひびく。

　そして。

「見て！　操られてた精霊たちが落ちてる」

　目を細めてイリスが指差す方角を観察すると、確かに戦場からいくつもの影かげが落下していた。元々飛べる精霊や妖よう精せいだからなのか、落下のスピードはかなり緩やかだ。

「前回」に比べて歌の効果が出るのが早い――きっと「ただ唄うだけ」なのと「誰だれかのために唄おうとする」ことの違いなのだろう。

　今、澪は精霊や妖精たちを救うために唄っている。

　その想おもいがより深く聞く者の心に歌を響かせるんだ。

「よし、これで精霊軍も魔族とだけ戦えばいいようになった。だいぶ戦いやすくなったであろう」

　コロナはうむと頷く。

　これでひと安心――だが。

「……おのれ、よくもやってくれたのう」

　地獄の怨えん嗟さのような低い声がよりにもよって空から降ってきた。

　見上げればそこには薄く広がり王都上空を覆っていた黒い霧はすでになく――代わりにそれらがひと塊かたまりに集まってできたらしい、巨きよ大だいな髑どく髏ろが浮かんでいた。その大きさは世界樹にも匹敵しそうだ。

　髑髏はさっきまでの黒い霧ではなく、青い炎ほのおのようなものでできていた。本来目が入るはずの穴の奥おくは不気味に白く光り、端から炎が噴ふき出だしている。炎は口からもまるで呼吸のように吐はき出され、けれど煙けむりは一切出さず、炎のまま宙へと霧散していく。髑髏の下には醜く曲がった背骨のような物が軽く百本以上、まるでムカデの脚あしのように揃って並び、蠢く度たびにキリキリと耳障りな音を立てていた。

「グラオザーム。やっと姿を現したな」

「黙れ。ザイア・ガルディンドゥス・コロナ」

　髑髏の口から炎が漏もれ、苦々しい声が空から轟く。

「またしても貴様が儂の野望を阻むのか。あの時、貴様が戦争をやめさえしなければ、今頃この世界は儂の物であったろうに」

「ついでに我の領地も貴様の物か？　フンっ、やめて正解だったな」

　コロナは『勇者の剣』を構え直す。

「リア、だったか。お前はまだ戦えるか？」

「問題ない」

「烈火。お前は？」

「戦いたいけど、俺の力じゃ……」

　戦意はあるが、戦う手段がない。

「そうか。なら、ハリッサ」

「は、はい」

　突然名前を呼ばれ、ハリッサはビクッとなる。

「お前も召しよう喚かん術師の端くれなら、精せい霊れい装甲のやり方は分かるな？」

「え？　わ、分かりますけど」

「それを烈火とリュンにしてやれ」

「えっ、えぇ!?　あ、あの」

「任せたぞ」

　手早く用件だけ伝えると、コロナはリアとともにギュンッと上昇し、グラオザームと戦火を交えにいった。

「ヌゥゥウ！」

　グラオザームは唸り声とともに魔ま法ほうを展開する。

　その数は見える範はん囲いだけで数十。それが四方八方から軌き道どうを変化させつつコロナに襲いかかる。

「いくら魔ま力りよくを断たつ『剣』とはいえ、わずか一振り。儂の魔法の全てを斬れるものなら斬ってみよ！」

「チッ！」

　コロナは『勇者の剣』で魔法を迎げい撃げきするが、その弾幕の厚さの前にグラオザームに接近できなくなる。それはリアも同様だ。

　だが、よく見れば若じやつ干かんリアの側の弾幕が薄うすい。それだけ『勇者の剣』を警けい戒かいしているということだろうが、逆に言えば圧あつ倒とう的てきに見えるグラオザームの魔法力にも限界があることを示している。

　この状況の打破に必要なのは……手数だ！

「ハリッサ！　精霊装甲ってのはいったい何なんだ？　それを使えば、俺おれも戦えるようになるのか？」

　俺はハリッサにほとんど詰め寄るようにして尋たずねた。

「あの……精霊装甲は精せい霊れい召しよう喚かん術に付随する応用魔ま術じゆつの一種です。人が精霊をその身にまとい、文字通り一体となって戦う力を得る……それが精霊装甲と呼ばれる魔術です」

「精霊と一体となって……？」

　コロナは俺とリュンでと言っていた。

　つまり彼かの女じよと合体して戦えってことか？

　でもそれは……。

　俺はリュンの方を振り向く。彼女と目が合った。

「……」

　精霊が人に使われることを嫌いやがっているのを俺もハリッサも知っている。

　それなのに果たしてリュンに精霊装甲なんて、いかにも精霊を利用しているような魔術をかけさせてくれと頼めるのか……？

　そう俺が悩んでいると。

「……何やってるのよ？　早くやって」

「え？」

　思いがけぬリュンのセリフに、つい訝しがる声が出てしまう。

「そりゃあたしだってアブラアムの召喚術師に使われるのは嫌だけど……でも、今はそんなこと言ってる場合じゃないでしょう？　あたしたちの大事な世界の命運がかかってるんだもの」

　早口にリュンはまくし立てたあと……少し間を置いてから、ハリッサの方を向いた。

「人間はあたしたちを無理やり召喚してこき使う、最悪な種族だと思ってたわ」

「その……あの……」

「……でも、今はあたしたちの世界を救うために戦おうとしてくれてるのよね」

　リュンの言葉に、ハリッサはハッと顔を上げる。

　それを見て、風の精霊である少女はふっと表情を緩めて。

「あなたたちみたいな人間もいるなら、もしかしたら精霊も人間もちゃんと話し合いさえすれば、もっとお互いに分かり合えるのかもね」

「あ……」

「さぁ！　でも今はあたしたちの世界の大ピンチなの！　話し合うのはあとにして……お願い、アブラアムの魔ま導どう師さん、あたしたちにその力を貸して」

　そう言ってリュンは深々とハリッサに向かって頭を下げた。

「っ……！　分かりました！」

　ハリッサは手の甲で目の辺りをぐいっと拭ぬぐうと、表情を引き締める。

「レッカ様！　こちらへ」

　俺は言われた通りリュンの隣に立つ。

「行きます、精霊装甲――ムドアーラ・バッフェ！」

「うおッ……！」

　ハリッサの杖つえから白い光が溢れ、俺とリュンを呑み込む。

　次に目を開けた瞬間には、隣に立っていたはずの少女の姿が消えていた――代わりに、俺の全身を風が包つつんでいた。それだけでなく足首や胸板に緑色の装甲と、巨大な肩かた鎧よろいに手甲ガントレツトが装着されている。まるで風の鎧だ！

「これは……リュンの魔力か？」

　よく見れば風の鎧は緑色の光を発している。皐月は青で、ハリッサが白であるように、リュンの魔力は若草のような緑色を帯びていた。

『ちょっと、ボーッとしないでよ』

「リュ、リュン？」

　体の内側から直接声が聞こえているというか、なんか不思議な感じだ。

　俺はまさに今リュンと一体化していた。

　凄すごい……風の流れが手に取るように分かるようだ。きっと風精霊シルフイードのリュンの能力なのだろう。今なら自由自在に風を操って飛ぶことだってできる気がする。

　これが精霊装甲！

「よし、これなら戦える！　皐月」

「何？」

「コロナはグラオザームには中心部というか、弱点があるって言ってた。森羅の大魔法でそれを調べてくれ」

「分かったわ！」

「あとでリアにテレパシーをつないでもらう。イリスとエリシアは、みんなをここで守ってくれ」

「任せて！」

「まぁ、何とかするわね」

　イリスとエリシアの返事を聞いて俺は飛び出そうとし――直前に、つみきから「待って！」と呼び止められる。

「これをリアさんに！」

　つみきが差し出してきたのは暗黒物質ダークマターが入ったタッパーだ。そういやそのタッパーが入っていた手て提さげ袋ぶくろは彼女が持っていたんだっけ。

「忘れてた。これがあればリアも存分にパワーを発揮できる！　ありがとな！」

「いいから、さっさと終わらせてきなさいよ！」

「おう！」

　みんなの激励に背中を押され、俺は風を身に纏い、空へと舞った。

　前に背中から翼を生やして飛んだこともあるが、風の精霊魔法で飛ぶのはそれとはまた違ちがった感覚だ。ほとんどはリュンのフォローあっての物だが、かなり自由自在に動くことができる。

「――ムッ？」

　グラオザームが上昇してくる俺に気がついた。

　黒い刃を持ったブーメラン状のカッターがいくつも飛んでくる。

『避けるわよ！　烈火は無理しないで！』

　俺の中でリュンがそう言って、こちらの体を操ってブーメランを次々と避さけた。どうやら精霊装甲を身に纏っている間は彼女にも体の主導権があるようだ。

　実際、俺よりも空を飛ぶ感覚はリュンの方が持っているので、避ける動きは全て彼女に任せ、そのままリアの許へと風の速さで翔ける！

「リア！　これを！」

「ん……おお、助かるな」

　リアはタッパーを受け取ってすぐに暗黒物質ダークマターを食べようとする。

「いや、待った！」

「ん？　どうした？」

「今から俺とコロナでグラオザームの気を引く。リアはここぞってところでエネルギーを補給して、奴の隙を突いてくれ！」

「ふむ、なるほどな。了解した」

「頼んだ！　あと俺たち全員のテレパシーをつないでくれ！　今、皐月が奴の弱点を調べてる」

　素す早ばやく指示を残し、俺はリュンとともに闇魔法の弾幕の中へと突っ込む。

「これ、俺も魔法とか出せるのか!?」

『なんか上う手まくイメージして！』

「説明ふわふわしてんな！」

　だが試ためしにやってみる。

　ええと、上手くイメージって、なんか風の弾でも撃つ感じか？

　迫せまりくる闇やみの槍やりへ手甲ガントレツトの手の平を向け、「撃て！」と念じてみる。

　そうしたら、カマイタチみたいな風の刃がなんか出て、上手いこと敵の攻こう撃げきを迎撃した。

「意外となんとかなるもんだ！」

　精霊の魔法は呪じゆ文もんの詠唱とかがなくて助かった。

『烈火。聞こえる？』

『ん？　皐月か。聞こえるぞ！』

　どうやらリアが全員のテレパシーをつないでくれたらしい。

『リアさんとコロナさんも聞いて。グラオザームの弱点が分かったわ』

『どこだ？』

『髑髏の額に模様みたいな物が見えるでしょう？　その中心に小さな宝玉があるわ。そこが核になっているみたいなの』

　額の中心？

　よく目を凝らせば、確かに丸い模様が三つほど額に浮かんでいた。その真ん中の紋様の、そのさらに中心に青い宝玉のような物が見える。

『俺とコロナで奴の気を引く。その隙を突いて、リアがリヴァイアサン化して全力で攻撃してくれ』

『了解した』

　短い打ち合わせを終え、俺は右から、コロナは左からグラオザームへと回り込む。

「うおおおおおお!!」

　雄叫びを上げ、あちこちに風の弾をバラ撒く。

「うおっっ！　危ねぇ！」

『何やってんのよ！』

　気を引くことに集中しすぎて相手の闇魔法が当たりそうになるが、リュンが体の主導権を奪うばって上手いこと避けてくれた。助かったぁ。

「えぇい！　うっとうしい！」

　グラオザームのイラ立った声。

　だが、決してコロナの『勇者の剣』に対する警戒を緩めない。攻撃の比率は俺が一、リアが四、コロナが五くらいだろうか。

　できれば俺がもっと注意を引きたかったが、問題ない！

　ここで重要なのは、奴がリアの真の力を知らないことにある。

『少し無理をする！』

　コロナがテレパシー越ごしに俺とリアに呼びかけ、直後に被弾を無視してグラオザームへ特とつ攻こうを仕し掛かけた。

「ヌゥ!?」

　髑髏の眼がん窩かから漏れる白い光が大きく揺れる。

　そこへ。

「ギャオオオオオオオウ!!」

　暗黒物質ダークマターでエネルギーを補給したリアが、一気に力を解放して巨大な白蛇へびの姿を取とり戻もどした。

「何だ!?」

　突然現れたリヴァイアサンの姿にグラオザームが驚きよう愕がくする。

「グオオオオオオオオウ!!」

　リアの意思によって水精霊の居住区にある全すべての川や貯水池の水が彼女の許へと集まる。そして、その大量の水は大激流となってグラオザームへと襲いかかった。

「ヌウウウウウウウウン!?」

　一拍遅おくれて、グラオザームの髑髏の口の前に闇色の炎が集まり、地獄の業火となって、迫りくる大激流めがけて放たれた。

　リアの水魔法とグラオザームの闇魔法が真正面からぶつかり合う。

「うっ……！」

『余波だけで大気がグチャグチャにかき乱されてる。近づけないわ！』

　リュンの言う通り、先さき程ほどまでは空気の階段でも踏んでいるかのように安定していた飛行が、両者の魔法の激げき突とつによってヒドく危なっかしい物になってしまっていた。

「リア……！」

　グラオザームもさすがは魔ま王おうと言うべきなのか、暗黒物質ダークマターでパワーアップしたリアと互角の撃うち合いを演じていた。

「グ……ヌゥ……！」

　だが、それでも不意を突いた分だけリアの方が押おしている。

　このまま押し切れる！　そう思った時――まったくの別方向から、巨大な光の塊が飛来して、リアに直ちよく撃げきした。

「ギャアアアアアアアウ!?」

『クッ！　何だ!?』

　白蛇の口から絶叫が漏れるのと、テレパシーで彼女の思念が飛んでくるのは同時。

　今の横槍のせいでリアの水魔法は一気に乱れ、グラオザームの闇魔法とほぼ相討ちの形で消し飛んでしまった。

　俺はさっきの光が飛んできた方を振ふり返かえって――呼吸が止まるほど驚愕した。

「精霊、王……」

　そこには施政宮でグラオザームに幽鬼病を撃ち込まれ、倒れたはずの精霊王が浮かんでいた。

　それって、つまり……。

『精霊王の精神がグラオザームに操られたのか……!?』

『そんな!?』

　リュンの悲鳴。俺も信じたくない。

　状じよう況きようは一気に最悪になった。

「フハハハハハ！　残念だったな！」

　グラオザームは哄こう笑しようする。

　だが。

「貴様が油断するのを待っていた!!」

　その声は、グラオザームの直上――気配を消して死角から回り込んでいたコロナから発せられていた。

　彼女は『勇者の剣』を逆手で持ち、その刃を髑髏の額――奴やつの弱点である青い宝玉へと突つき立てる。

「ガガガアアアア!?」

　髑髏の口から今度は苦悶の絶叫が噴き出す。

　コロナは『勇者の剣』の刃を半ばまで奴の弱点に埋め込んだ――が、

『ぬっ!?　硬かたい……！』

　彼女の戸と惑まどった思考がテレパシーで伝わる。

　その時。

「フザケルナァアアアアアア!!」

「!?」

　グラオザームはその曲がった背骨のような脚――と思っていた物でコロナを攻撃した。

　一本一本が彼女の数十倍の質量を持つ脚が百以上、まとめて振り下ろされる。

「グゥ!?」

　コロナはとっさに両腕うででグラオザームの攻撃をガードしたが、モロに喰くらって額の上から叩たたき落おとされた。

　さらに――




　バギンッ！




　――コロナ同様に攻撃を浴びた『勇者の剣』の刃が柄からへし折れる。

「『勇者の剣』が……折れた!?」

　あらゆる魔力を断つ『勇者の剣』も、刃の横からの強烈な負荷には耐たえ切れなかったのか!?

「おのれ！」

　コロナ自身は叩き落とされたあと空中で体勢を立て直したが、『勇者の剣』の柄は刃の大部分をグラオザームの額に埋めたまま、地上へと落ちていった。

　彼女の奇き襲しゆうが起死回生の一手だったのに……！

　それすらも阻まれてしまった。

　その上、グラオザームは健在。精霊王も操られた状態にある。

「精霊王……！」

　髑髏の隣となりに並ぶ精霊王の姿をコロナは苦々しい表情で見つめる。

「クックックッ、妖精や精霊どものコントロールを奪われた時は焦あせったが、その分全ての闇魔法を精霊王に注ぎ込んでやった甲斐があったのう」

「……！」

　何百何千という数の妖よう精せい・精霊を操っていた魔法の力を、全部精霊王ただひとりに使っているのか！　道理で澪の歌の効き目も薄いはずだ。

　あるいはこちらもリュンとソフィの魔法で、澪の歌の力の全てを精霊王に届ければ解放できるかもしれないが……そんな時間をグラオザームが与えてくれるはずもない。

「支配する土地を更地にしてしまうのは旨味がないが……致し方ないな」

「……」

　勝利を確信したかのようにグラオザームはため息を漏らす。

　同時に、奴は先程リアと撃ち合った闇魔法を、精霊王は巨大な光魔術を準備し始める。

　あんな物をまとめて地上に向けて放ったら……ッ!?

『……リア！』

『分かってる！』

　コロナとリアは短い言葉をテレパシーで交かわし、闇魔法と光魔術の射線上へ移動する。

「――滅びよ!!」

「させるか!!」

　コロナの闇魔法は精霊王の光魔術を、リアの水魔法はグラオザームの闇魔法を受け止める。

「うわっ！」

『きゃあ！』

　先程の何倍もの余波が俺を襲い、風の制せい御ぎよを失って地上へと落下する。

『このっ！』

　なんとか地面に激突する前にリュンが風のクッションを生み出す。

　おかげで無事に着地することができたが……。

「リュン、もう一回飛ぶことは？」

『……無理よ。グラオザームと戦うどころか、近づくことすらできないわ』

「クソッ！」

　悪態が口を突いて漏れる。

　コロナとリアは頑張ってくれているが、先程のダメージが響ひびいているらしく、徐々に徐々に押され始めている。

　ここから見ているしかないってのか……!?

　俺は唇くちびるを噛み締める。

「レッカ様！」

「烈火君！」

　そこへ、屋根の上を移動してきたハリッサたちが合流した。

「皐月……何かあそこへ近づくいい方法はないか？」

「……」

　全てを知ることができる幼馴染は、しかし何も答えてくれなかった。

「あの、レッカ様……」

　ハリッサは俺の名前を呼んで、おずおずと何かをこちらへ差し出してきた。

　それは、先程折れた『勇者の剣』の柄だった。

「落ちてきたのを拾っておきました。これで……何か……！」

「……」

　今度は俺が黙だまる番だった。

『勇者の剣』はすでに折れてしまっている。それに、仮にこの『剣』が無事だったとしても、コロナの力で刺さし貫けなかったグラオザームの宝玉を、俺に突き通せるとは思えない。

『グ、ウウゥゥウ……!!』

　リアとコロナの苦しげな悲鳴が聞こえてきた。

　何か……何かないのか？

　考えろ。考えるんだ！

　ここで全てが終わってしまったら精霊界は!?　グラオザームによって蹂じゆう躙りんされ、破は壊かいし尽くされてしまう。コロナだって無事では済まないだろう。それに俺を信じて未来から助けを求めにきてくれた澪は!?　……復ふく讐しゆうをやめ、俺に全てを託してくれたヤンにエリシア、『組織』はどうなる!?

「……ッ！」

　俺の背負ってる物を考えたら、最後の最後まであがくのをやめちゃいけないんだ！

　もう一度、最初から全てを思い返せ！

　俺の手にはあと何が残ってる!?

　それを駆く使しして俺たちは精霊界を守り抜ぬいて、アブラアムへ行き、地球へ帰らないといけないんだ……!?

「地球へ、帰る……？」

　そうだ！　あの手が……！　でも回数が……いや、違う！　思い出した！

「前回」と「今回」の相違点――アールにリスクを伴うと言われた過去の改変が、この土壇場で新たな逆転の目を作ってくれた！

　だが待て……まだグラオザームの弱点を破壊する手立てが……。

「烈火君？　どうしたの？」

「エリシア……あっ！」

　俺の背中に投げかけられたエリシアの心配する声が、最後のピースを嵌めてくれる！

「ハリッサ！　エリシア！　時間がないっ、今から俺の言う通りにしてくれ！」

　思いついた逆転の手を俺はふたりに話す。

「大だい丈じよう夫ぶ。それなら可能だわ」

「すぐに準備します！」

「よしっ……！」

　即そく座ざに俺たち三人は準備に取りかかった。




　　　　　▽




　準備自体は手早く済ませたつもりだ。

　けれど、もうすでにあまり時間はない……コロナとリアは完全にグラオザームと精霊王の魔法に押され、今にも押し潰つぶされそうになっていた。ギリギリのところで彼女たちふたりが耐えてくれている。

『リア！　コロナ！　もう少しだけ頑張ってくれ！　俺たちで何とかする！』

『どうやって……？』

　問い返してくるテレパシーからも、彼女たちの限界が伝わってきた。

『こうやってだ！』

「ハリッサ！」

　ふたりを勇気づけるように大見得を切り、俺はハリッサに合図を送る。

「行きます……！　イクレナ・カーシュ」

　詠唱が終わると同時に、縁えん辿たどりの魔術が発動して白い光が溢れた。

「前回」は精霊界に来た時点で、縁辿りの魔術に使う触しよく媒ばいが一回分しかなかった。

　最初は三回分あった触媒の内の一回分を、ハリッサが縁辿りの魔術が成功するかどうか実験するために使用していたからだ。その実験と精霊界への移動で二回分を消費していたため、残り一回分はアブラアムへ渡わたるために取っておかねばならなかった。

　だが、「今回」は急いでいた俺がその実験を制止したため、余分に一回、縁辿りの魔術が使える。

　その一回分の触媒を、俺たちは『勇者の剣けん』の柄に対して使った。

『勇者の剣』の持ち主はコロナだ――しかし、「折れた剣の柄」に対して縁辿りの魔術を使ったらどうなる？　『剣』はコロナの物だ。なら彼女の許もとへ行くのか？

　いや、そうはならないはずだ！　なぜならば……。

「―――!?」

　魔力の白い光が消えた時、俺とハリッサとエリシアは空中にいた――グラオザームの額に刺さった『勇者の剣』の剣身のすぐ目の前に！

　そう。「折れた剣の柄」には、造り主よりも、持ち主よりも、もっとはるかに「縁えんの強い相手」がいる。それは「折れた刃」だ。ふたつの間にある縁の強さは何物にも勝まさる――なぜならふたつは元々「同じ物」だったのだから！

「リュン！」

『任せて！』

　巨大な魔法の衝しよう突とつによって乱れに乱れた風を必死に操り、リュンは俺たち三人の体をグラオザームの額へと寄せる。

「ヌッ!?　貴様ら、いつの間に!?」

　魔法の撃ち合いに夢中になっていたグラオザームが俺たちの存在に気がつく。

　奴は先程コロナを叩き落とした時と同じように俺たちを叩き落とそうとするが、

「グオオアアアアアア!!」

　一いつ瞬しゆんグラオザームの魔法の集中が乱れた隙すきを狙ねらって、リアがありったけの魔力を自らの水魔法に注ぎ込み、闇やみ魔ま法ほうを押し返す。

「なっ!?　グぬッ!?」

　慌あわててグラオザームはリアから放たれた津波のような一撃をはね返そうとするが――おかげで俺たちを叩き落とすタイミングを逸した。

　今からではどうあっても俺の手の方が奴よりも早く『勇者の剣』の折れた刃に届く。

　しかし――

「ハッ!!　貴様のような見るからに貧弱な種族に、奴ですら破壊し切れなかった儂の核が壊せるか!?」

　――グラオザームは嘲ちよう笑しようする。

　魔王コロナの力をもってすら途と中ちゆうで刃が止まったほどの硬度――おそらく、己の弱点だからこそ徹底的に強化したのだろう――を、俺みたいな普ふ通つうの人間の腕わん力りよくで貫つらぬけるはずがない。

　そう。それは普通にやったらの話――だったらルールを曲げればいい。

「エリシア！」

　俺の声で、エリシアが『壁かべ抜ぬけ』の能力を発動し、彼女に触れている俺にもその恩恵が伝わる。

　ところで、『壁抜け』の能力というのは当事者の肉体にだけ作用するわけではない。もしそうだったのだとしたら、俺が着ている服や靴、エリシアが腰に提げているポーチは壁かべを『抜けられない』。

『壁抜け』はその人が身につけている物や手に持っている物にも作用する！

　つまり、俺がこの手で『勇者の剣』の剣身を持てば、その刃はどんな硬い物の中にも簡単に押し込まれる！

「何だと!?」

　グラオザームが驚愕の声を上げる。

「能力解除だ！」

　エリシアの『壁抜け』が解除される。

　同時に、グラオザームの額を『通とおり抜けていた』最中だった『勇者の剣』は、元の物理法則に戻り、まるで岩に打ち込まれた楔のように青い宝玉に巨大な亀き裂れつを走らせた。

　その亀裂をなぞるようにして、俺は『勇者の剣』の刃を振り下ろし、宝玉を完全に真っ二つに割る！

「ギャアアアアアアアアアアアアア!!」

　弱点を破壊されたグラオザームが絶ぜつ叫きようし、その体を構成していた青い炎ほのおや黒い霧が溶けるように消えていく。

　そのまま消滅するかに見えた――が、

「せ、せせせ精霊れい王うううう！　こやつらららをけけけけ消せえええええ！」

　魔王はしぶとく、どこまでも諦あきらめが悪かった。

　グラオザームに操られた精せい霊れい王が、己の放つ光魔術の照準をコロナから俺たちへと変えようとする。

『リア！　テレパシーを精霊王にもつなげ！』

　だが、その前にコロナの叫びがテレパシー越しに俺たちにも聞こえ――リアが彼女の求めに応じてテレパシーの回線を精霊王にもつないだようだ。

『いつまでそんな奴に操られているつもりだこの根性ナシが！　貴様の父親はもっとタフだったぞ！』

　ピタリ――と、精霊王の動きが鈍る。

　それはまるでグラオザームの闇魔法に抵てい抗こうしているというよりは、コロナの「根性ナシ」というセリフを否定しているように見えて。

「グ、オ、オ、オオオ……」

　そして、精霊王の光魔術が俺たちへ向けられるよりも先に、グラオザームの体は霧散し、背骨のような脚あしと髑髏は粉々に風化して完全に消滅した。







エピローグ







『みんなーっ！　今日はＭＩＯミオのツアーライブに来てくれてーありがとーーー！』

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ＭＩＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ[image: ]」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　マイクを通して澪みおの声が会場内に響ひびき渡ると、まるで津波のような大歓声が沸き起こった。

「ヌアッ!?　み、耳が！　すっ、凄いなファンの歓声って」

「そう？　自分も一いつ緒しよになって叫んでると結構分かんないけど」

　歓声の一部と化していたつみきは自分で言った通りケロっとした顔をしている。

　これが「ＭＩＯ」のライブじゃ当たり前ってことなんだろう。いやはや、スゲェもんだ。

「澪ーッ！」

　俺おれも試しに叫んでみる。周りとなんかイントネーションが違った気もするが。

　今日、俺はつみきに誘さそわれて最終日の「ＭＩＯ」のツアーライブにきていた。ライブチケットはとうの昔に完売していたらしいのだが、なぜか彼女は余分に一枚持っていて、無駄にするのもあれだからと声をかけてくれたらしい。

　澪のライブに行くと精霊界で約束していたので、渡りに船と思って俺は即ＯＫした。俺が行くと言った理由を聞くと、なぜかつみきは肩かたを落としていたが。

『じゃあ早さつ速そく一曲目！　いっくよー！』

　かけ声とともに明るいメロディの前奏が流れ始める。

　舞台の上の澪はマイク片手に上体を揺らしながら軽快なステップを踏み、流れる曲に合わせて唄い始めた。

　会場を震わせるのはテレビのＣＭでもよく聞く彼かの女じよの新曲だ。

　テンポはやや速めで、少女の恋を唄うたった歌詞。

　金髪ツインテールのウィッグにたくさんのハートをあしらった衣装を着た――アイドルの「ＭＩＯ」にとてもよく似合った歌だ。

　サビの部分は俺にも分かるので、俺も曲に合わせて体を揺らす。

　ファンで埋め尽くされた会場はもう凄い盛り上がりだ。

　これを全部……あの澪が作り出しているのかと思うと、さすがは日本一のアイドルだと実感させられる。

　ちゃんと彼女をここへ戻ってこさせられてよかった。

　俺たちが第三の魔王グラオザームを倒たおし、地球へ戻ってこられたのは七月二十三日――ツアーライブの日程の半分を過ぎた頃ころだ。その間、彼女は「行方ゆくえ不明」扱あつかいになっていたので、当然ライブの予定もキャンセルされていた。

　危うくツアーライブの全てがなくなりかけていたのだが、方々に頭を下げまくって、何とか残りの半分は予定通り開演することになったらしい。

　それだけ、澪が唄いたかったのだ。

　一時は「もう唄えない」と言っていたあの彼女が……。

『はーいっ！　みんな盛り上がってるね！　ＭＩＯも唄えなかった分を取り返すつもりで、今日はじゃんじゃん唄うよっ！　それじゃあ二曲目、スタート！』

　本当に立ち直ってくれてよかった。

　澪の歌声にはグラオザームの闇魔法を打ち破るとか……そんなちんけなもんよりずっと素晴らしい力があるから。

　その後もライブの熱はいっこうに冷めることなく、彼女の歌がみんなの心を満たし続けた。

　けれど、それでもやはりライブが終わる時間は近づいてきて。

『……次で、最後の曲だね。本当はもっともっと唄いたい、みんなと一緒にいたいけど、時間が来ちゃった』

　流れる汗もキラキラと輝かせながら、澪はマイクを両手で持って会場中のファンに向かって語りかける。

『実は最後の曲はね、本当は今日唄う予定になかった曲なの。ＭＩＯのデビュー曲なんだけど……あんまり唄う機会のない歌だから、知らない人も多いかもね。でも、どうしても今日はこれを唄いたかったの』

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「…………」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　あれほど騒さわがしかった会場が、今は澪の言葉を聞くために静まり返っていた。

　彼女の話は続く。

『最近ね、私は特別な体験をしたの。今まで知らないことを知った。見たこともないものも見た……とっても怖こわい目にも遭あった。あまりにも怖すぎて、もう唄えないんじゃないかって思ったこともあった』

「もう唄えない」というフレーズを聞いて、会場から悲鳴のような声がいくつも上がった。引退宣言と勘かん違ちがいしたファンが「やめないでー！」とエールを送った。

　澪はマイクで彼かれら彼女らを鎮めると、そっと目を閉じる。

『世の中にはたくさんツラいことがあって、目を逸そらしたくなるようなヒドいことも無数にあるね。そんなものが待ってる未来から逃にげたくなっちゃう時もあるかもしれない――でも！』

　澪は顔を上げて、会場にいる全員を見み渡わたした。

『怖いこともツラいこともあるけど……世界にも、未来にも、素晴らしいものはあるよ！　今はツラいことばっかりでも、明日には、一分後には、一秒後には、見たこともない幸せが待ってるかもしれない。だから、素晴らしい未来が来る前の今日を、精いっぱい、頑張ろうよ！　きっと、自分にとって特別なものに出会えるから……！』

　最後に大きく声を張り上げると――不意に澪の視線がこちらを向いた。

　このたくさんのファンの中から、まっすぐと俺だけを見ているような……そんな気がした瞬しゆん間かん、フッと照明が消え……カシャンっと音を立てて、舞台の上の澪がライトアップされる。

　同時に曲が流れ始めた。

　さっきまでのアップテンポで陽気な物とは違う、やさしい曲調のバラードが。

『それじゃあ、聞いてね――『未来の前日』』




　　　　　▽
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　少し時間を遡る。

　澪のツアーライブ最終日の四日前――つまり俺たちが異世界から地球に帰ってきたその日。




「自信満々に妾わらわと取引した割には、随ずい分ぶんとギリギリのご帰き還かんだったな」

　ボロボロになって帰還した俺たちを見たナルテシアの第一声はそれだった。

「いろいろとトラブルがあったんだよ」

　俺は憮ぶ然ぜんとしながら答える。

　こっちに帰ってきてナルテシアに連れん絡らくを取り、彼女が指定してきた落ち合う場所はとあるホテルの一室だった。俺の側のソファにはハリッサとエリシアが座すわり、ナルテシアの側には彼女だけが、その後ろにチェルシーが控えている。

「チェルシーも座らせてやったらどうだ？」

「気にするな。こいつは立っているのが好きなんだよ」

「……私のことは気にしないで」

　なんか納なつ得とくいかなかったが、俺は仕方なくナルテシアに視線を戻す。

「これが約束の品だ」

「おお、どれどれ」

　ナルテシアは俺が差し出した魔ま導どう書や魔道具の品々を検分する。

「トラブルのせいで時間もなかったから、あんまり吟味する余よ裕ゆうもなかったけど……とりあえず、異世界の魔ま術じゆつの存在証明にはなると思う」

「まぁそうだな……これだけでは足りないが、とりあえず証明としては充じゆう分ぶんだ」

　……やっぱりそう来るか。

「つまり、これだけじゃ足りないからもっとよこせと？」

「烈れつ火かは話が早いなぁ」

　クックックッとナルテシアは愉ゆ快かいそうに笑う。

「まぁ、これっぽっちでお前が満足するとはなんとなく思ってなかったからな。それにピアスを盗ぬすんだのは『組織』側だし……対価分はキチンと払うよ」

「なんともあっさりしているなァ。烈火は妾がこの知識を悪用するとは思わないのか？」

「思わねぇよ。だって、ナルテシアは魔ま法ほうにしか興味がないだろ」

「……！」

　はじめて意外そうな顔をして、ナルテシアは俺のことを見返した。

「本当は『組織』も部下も、それどころか世界すらどうでもいいと思ってる。必要なのは自分自身と祖先から受け継ついだ固有魔法……それだけだろ？」

「……驚おどろいたなァ。よくもまァそこまで見抜いたものだ」

「まぁ、いろいろあったからな」

「前回」の炭鉱でナルテシアは倒れた仲間をあっさり捨てた。別に助けられない状況でもなかったのに。マーガレット家の秘宝というピアスにもたいして執着がなかった……彼女は終始一貫して『火か竜りゆうの息い吹ぶき』にまつわる物事にしか興味を示さなかった。それはつまり、そういうことなのだろうと思ったまでだ。

「フフッ、烈火はおもしろい奴だなァ。末永くお付き合いしたいものだ」

　俺はなるべくこれっきりにしたいけどな……。

　ナルテシアは俺の心情を見抜いているようないないような、意味深な微笑ほほえみを浮うかべてから、ソファに深く座り直す。

「さて、それでは今日はひとまずここまでかな。次はいつ持ってきてもらうか……」

「待った」

「？」

　交こう渉しようのまとめに入ろうとしていたナルテシアを制し、俺はひょいっと彼女から魔導書を奪うばい取る。

「何のつもりだ？」

「こういうつもり」

　そう言って俺は立ち上がり、テーブルを回り込むと――魔導書をチェルシーの手に持たせる。

「え？　……烈火君？」

　チェルシーは戸惑った表情で俺とナルテシアを見比べた。

「今後も異世界の魔術の知識はチェルシーに渡す」

「……確かにそいつもいちおうマーガレット家の者だからな。契けい約やくに違い反はんしてはいないが……妾は舐められるのが一番嫌きらいだ」

　ナルテシアの顔から笑えみが消えかけるが、俺は慌てて手を振る。

「違ちがう。勘違いすんな。別にチェルシーにだけ知識を独占させるってわけじゃない。単に彼女を介してマーガレット家に魔導書とかそういうのを渡すってだけだ」

「よく分からんな。なぜそんなことをわざわざ？」

「じゃあナルテシアは毎回日本まで来て俺から魔導書とかを受け取るつもりか？　これから異世界の魔術を研究して、自分の固有魔法を改良するのにいくら時間があっても足りないのに？」

「……」

「その点チェルシーなら元々世界中を飛び回る仕事だし、運び屋にはうってつけだろ？　言っておくけど、俺は彼女以外に異世界の貴重品を渡すつもりはないからな」

　もちろんこれはチェルシーをパシリにしようとか、そういうつもりで提案したわけじゃない。

　彼女がマーガレット家の中で微び妙みような立場に置かれていることは、「前回」の響ひびきからそれとなく聞いていた。

　だが、こうしてマーガレット家に有用な知識を常にもたらす立場になれば、少しはそれも改善されるかもしれない。子供の浅知恵かもしれないが、外側からできるせめてもの援護射撃だ。

「ふーん……烈火は変なところに気を回す奴だな」

　ナルテシアは変な生き物でも見るような目で俺を眺めた。

「まぁいいさ。別に、どうでもいいからな……ん」

「え？」

「さっさとその魔導書をよこせ。お前は妾にそれを届ける役だろ？」

「あっ、はい」

　チェルシーは魔導書を、差し出だされたナルテシアの手の上に載のせる。

「……ある意味、お前に任せるのが一番ちょうどいいかもな。烈火はお前を信頼し、お前は烈火からの信頼を裏切れない。ネコババの心配が身内の中でも一番少ないというわけだ」

「そんな、ネコババなんて」

「しないだろうさ。よくよく考えれば、お前はさほど魔法に興味があるわけでもないものな。ますますちょうどいい。これからもキチンと妾の許に烈火から預かった物を届けるよーに。以上だ。とっとと帰るぞ」

「は、はい！」

　ナルテシアは魔導書と魔道具の入った袋ふくろをチェルシーに持たせ、自分は日ひ傘がさを引っ掴つかんでクルクル回しながらドアへと向かった。

「ああ、そうだ。烈火」

　真しん紅くの少女は部屋を出る前、思い出したように振り返って俺の名を呼んだ。

「また今度会った時は肩かた車ぐるまをしてくれよ？　童心に還ったようで、あれはなかなか妾も楽しかったのでな」

「ああ、はいは……!?」

　って、ちょっと待て！

　ナルテシアを肩車したのは「前回」の話だ。何でそのことを「今回」の彼女が知ってる!?

　問おうとしたが遅おそかった。すでに彼女たちはドアを閉め、部屋から遠ざかってしまっていたからだ。

「……ふぅ」

　最後に魔法の契約の穴を突いてひと泡吹かせたつもりになっていたが……最後の最後まで肝を冷やさせられたのは俺の方だった。会いたくないどころか二度と敵に回したくない。

「烈火君……」

「ん？」

　隣に座るエリシアに声をかけられ、そちらを振り向く。

「ありがとうね……本当に」

「いいって、そんな改まらなくても……これから『組織』はどうするんだ？」

「今まで通り、超ちよう能のう力りよくのせいで苦しんでる仲間を見つけて保護するわ……。裏社会での仕事からも段々と足を洗うつもり。今思えば、汚い仕事をやってきたのは、ため込んでいた恨みの捌はけ口だったのかもね……これから『組織』に入る子にはそういうことをさせたくないわ」

「そうか……それがいいな」

　超能力を持つ子供たちはこれからも生まれてくる。『組織』が真っ当な超ちよう能のう力りよく者しやの互助機関として生まれ変わって、そんな子供たちを助けてくれるなら、それは喜ばしいことだ。

「……っと、そうだ。地球に戻もどってくる前にチラッと話したけど、シャーリーっていう宇宙の科学者が、超能力研究に詳しくってさ。『精神感応能力テレパシー』を防ぐジャケットなんかも手に入れられるから、今度取りにきてくれよ」

「出てくる単語は荒こう唐とう無む稽けいなのに、それが全部本当っていうんだから凄すごいわよね」

　エリシアはクスクスと笑う。

「まぁ、この場合凄いのはシャーリーだけどな」

「烈火君」

「うん？」

　不意に――ちゅっ――何かやわらかい物が頬ほおに押おしつけられた。

「あぁあぁあぁあぁ!!」

　反対側に座るハリッサが悲鳴のような声を上げる。

「なっ、なっ、なっ！」

　いきなり何を!?　ていうか、今のって、アレなのか!?　男女間で行われるスキンシップ的なアレ!?

「自分のしたことを軽く見るのは烈火君の悪い癖ね」

「な、何、何が？」

「君に助けられた人がどんな風に烈火君を見るのか、その辺りをもうちょっと考えるべきよ」

　俺が助けた人が……俺を何だって？

　混乱する俺をよそにエリシアは「さてっ」と立ち上がり、腕うでをグッと伸のばす。

「もう少し一緒にいたいけど、隣となりの魔導師さんが怖い顔してるから今日はこのくらいにしておくわ。ヤンたちにも、結果を早く伝えないといけないしね」

　そう言ってエリシアは踵きびすを返してドアへと向かう。

「じゃあね、烈火君。近い内に、また会いましょ」

　手をひらひらと振ふって、エリシアはそのまま部屋を出て行った。

「レ・ッ・カ・さ・ま・～」

「え、えーと……」

　そうして、なんだかとっても怒おこってるハリッサと俺だけが部屋に残された。ヒィ！







[image: ]










　　　　　▽




　こうして澪とエリシア――地球側の『ヒロイン』たちの『物語』にはいちおうの決着がついた。

　だが、俺が夏休みに入ってから巻き込まれた『物語』は、まだあとふたつもある。

　というわけで、七月のカレンダーが終わって新しい月に入った頃、俺は再び異世界アブラアムにやってきた。

　今はハリッサとコロナと一緒に、パステルのお墓の前で手を合わせている。

「『前回』来た時は、まるでお参りしてる余よ裕ゆうもなかったからなぁ」

「そうか」

　墓参りという習慣が魔族にはないらしく、コロナは俺の見様見真ま似ねで同じ仕草をしていた。やや作法は不格好だが、心がこもっているから問題ないだろう。

　お墓も丹念に掃そう除じをしてひと通りやることを終えてから……特に何をするでもなく、パステルのために建てられた立派な石碑を眺ながめていた。

「烈火たちの時間はいいのか？」とコロナ。

「まだ時間はあるな」

　腕時計を見て、このあとの〝用事〟までの残り時間を調べるが充じゆう分ぶん余裕があった。

「コロナ様。パステル様って、どんなお方だったんですか？」

　その質問をしたのはハリッサだった。

　アブラアム出身の彼女がかつて世界を救ったパーティーに興味を抱くのは当然だろう。

　たぶん「前回」のように、コロナはパステルのことを楽しそうに話すのだろうと思いつつ俺が黙っていると――

「ん？　気になるなら、直接話してみるか？」

「「はい？」」

　――予想外のことを彼女が言い出した。

「ちょ、直接ってどうやって……？」

「これを覚えてるか？」

　コロナが取り出したのは、魔ま界かいからアブラアムへ行く時に借りたパステルの指輪だった。

「その指輪がどうしたんだ？」

「これは一種の記き憶おく装置的な魔道具でな。人ひとり分の記憶と人格を投影できるんだ。こうやって、ここを捻ひねると……」

　そう言いながらコロナが指輪の宝石部分の角度をズラした。

　すると、指輪が光を放ち、まるでホログラム映像のようにひとりの少女を空中に映し出した。

『……んおやぁ？』

　現れた少女は魔導師の物と思おぼしきローブを着て、どこかヒマワリを思わせる形をした杖つえを持っていた。くすんだ金髪と瞳ひとみの色がハリッサに似ている。

「あの……パステル、さん？」

『そうだべさ』

　恐る恐る尋たずねた俺に、少女――パステルはさらっと答える。

『んん～～～、あんたはオラの知らねェ人だね』

「えぇっと、俺は……」

　何と説明したらいいのか？

　ていうか、本当に生きてるみたいな受け答えだな、この「パステル」。

「パステル」

『あっ、なんだ勇者様でねぇか。でもおっかしいな。確か勇者様は元の世界に帰したはず……って、ああ、そういえば円環の指輪をあげたんだっけね。使ったんだべか？』

「ああ」

『じゃあこのオラは投影された幻げん影えいかぁ……ちなみに、今はいつだっぺ？』

「どうだったか。我は正確には覚えていないが、あの旅から数百年は経っているぞ」

『それじゃあオラ完かん璧ぺきに死んでるじゃないかぁ！』

「というか、後ろにあるのがお前のお墓だぞ」

『えっ？　うわっ！　ホントだべ！　自分の墓を見るって変な気分だべな……あーあー、オラなんかのためによくもまーこんな立派なお墓建てたもんだぁ。その金でパンでも買って配りゃーいいのに』

　……なんつーか、本当にコロナから聞いていた通りの人だなぁ。

　ふと思い出したが、そういえば「前回」アブラアムに来た時、コロナはお墓の前で一時別行動を取ったあとパステルと「久しぶりに会った」みたいなことを言っていた。あれは円環の指輪で彼女を投影して、こうやって話したからだったのか。

『んで？　こっちの人たちは勇者様の知り合いけ？』

「ああ、烈火たちは……」

　コロナは俺とハリッサのことを話す。

『へぇ～新しい勇者様だべか。ていうか、あの魔ま王おう、時と永劫の狭間にブチ込んでやったってのに復活してきたんか～。でっけぇトカゲのクセに案外しぶといっぺなぁ』

　しみじみとパステルは頷うなずく。

『まぁそれはどうでもいいだけども』

「どうでもいいのか」

　コロナがツッコむ。

『いいべぇ、そんなこと。結局新しい勇者様が倒してくれたんだから、な？』

「え、えっと、まぁ」

　同意を求められて、つい曖あい昧まいに返す。なんともサバサバした人だ。

『で、オラがさっきから気になってることなんだけども……ハリッサちゃんだったべか？』

「え!?　あ、はい！　パステル様！」

　急に話を振られたハリッサがガチガチに緊きん張ちようしながら背筋を伸ばした。

　それを見てパステルは笑う。

『『様』なんてつけなくていいべさ。んな堅っ苦しい』

「うぅ、はい……」

『んでよ、思ったんだけど――ハリッサちゃんって、なーんかオラと似てねぇか？』

「へ？」

　唐とう突とつなパステルの発言にハリッサが目を白黒させる。

「ああ、それは我も最初会った時に思ったぞ」

「え？　えぇ!?」

　コロナにまで肯定され、ハリッサは混乱の極きわみに陥おちいった。

　目をぐるぐるさせている彼女にフォローのひとつも入れたいが……俺も確かにパステルを見た瞬間、ふたりは似ていると思った。

『おめぇ、出身はどこだ？』

「ウ、ウチはカドノ村の出で……」

『おぉー！　オラと同じ村だべ』

「えっ!?　た、確かパステル様は貴族の出では!?」

『はぁ？　んなわけねーべオラみたいな田舎もんが貴族だなんて……ああ、でも魔ま王おう倒たおしたあとで爵位がどーたらって話されたっぺかなぁ。いらんかったからテキトーに流したけども』

　さらっと凄いことを言いながらパステルは腕を組んで首を傾かしげる。

　話を聞いていたコロナはため息を吐いて。

「どうせ箔づけか何かだろう。田舎者の魔導師に世界を救われた伝説など、王侯貴族が残したいと思うはずもないからな」

『ゲェー！　何だそりゃあ？』

「我の伝説も随分と美化されていたぞ。魔族の大群から無償で村を守ったとかな」

『勇者様は放ほー蕩とー好きだったからなぁ。守った村人からどんだけ毟り取ったことか』

「こっちは命がけで守ってやったんだ。報酬を要求するのは当然だろう」

『まぁそりゃなー。感謝は求めないけど報酬は求めるのが勇者様だったっぺ。まったく、どっちが魔王なんだか』

「我は元々魔王だ」

『そうだったっぺな』

　コロナとパステルはハッハッハッと笑い合う。

『……まっ、そういうこったから、ハリッサちゃんはオラの遠い子孫かもしれねーな』

「そ、そんなっ！　ウチなんかが……」

『なあーに言ってんだ。越界召しよう喚かん術を成功させたんだべ？　ありゃーとんでもねー魔術だよ。オラの天才の血を継いでなきゃトーテーできないっぺさ』

　パステルはまた気持ちよく笑い――不意にその姿がジジジッとブレた。

『おっと。もう時間だべや』

「時間って？」

　俺は尋ねる。

『円環の指輪は長時間持たないんさ。また使うには指輪に魔ま力りよくを補充しなくちゃなんね』

「補充って、どれくらいなんだ？」

『そうだなぁ。勇者様なら一年くらいかぁ？』

「いっ……！」

　俺たちとパステルが話していたのはほんの十分にも満たない。

　それなのに再び彼女と話せるのは最短で一年後……。

　思わず俺はコロナの方を振り返かえった――が、想像していたよりも彼女に動揺は見られない。当然、悲しそうではあるが。

『まっ、オラはとっくに死んでるんだ。死者とそうポンポン会話してたってツマラねーべ。生きてる奴やつらは明日のために頑張んなきゃなんねーんだから』

　そうやって喋しやべっている間にもパステルの姿はドンドン薄くなっていく。

『んじゃまっ、勇者様も元気でな。またいつもみたいに腹出して寝ねるんじゃねーぞ』

「うるさい。まったく、死んでも口やかましい奴だな」

　コロナは呆あきれたように笑ってから、

「……まぁ、気をつけるさ」

　少しそっぽを向いてそう答えた。

『ああ、そうだっぺ』

　不意にパステルはポンッと手を打つと、笑え顔がおで俺の方を見た。

『新しい勇者様。こっちのだらしない勇者様をよろしくな』

「えっ！　は、はい」

　急に言われて思わず反射的に返事をする。

　けど、「よろしく」って何のことだろう……？

『じゃあまたなっ』

　最後にそんなあいさつだけ残して、パステルは円環の指輪の中に姿を消した。

「……フンっ、まったく最後まで余計なお世話だ」

　数秒間を置いて、コロナがそんなことを呟つぶやく。少し鼻声だった。

　その時、遠くでお城の鐘が鳴るのが聞こえた。

「そろそろ時間か。ハリッサ」

「はい」

　俺はハリッサに声をかける。
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「もう時間か？」

「ああ。コロナはどうする？」

「そうだな……しばらく、この世界を見て回るか。烈火たちが地球へ帰る頃に、またここへ戻ってくるさ」

　コロナは自分の領地をエスクロに任せ、俺たちと一緒に地球へ来ることになっている。

　彼女ができればそうしたいと言ったので、それを叶えることにしたのだ。

　住む場所はしばらくロザリンドの屋や敷しきの空いてる部屋を借りるとして……またリアの時みたいにバイトでも一緒に探すかな。

「じゃあ、だいたい十日後くらいか」

　このあと〝用事〟を済ませたあと、俺はハリッサと一緒に彼女の村へ里帰りする予定だ。事前に聞いている旅程を考えると、たぶんそれくらいになる。

「分かった。では、また十日後に」

　そう言うとコロナは飛行魔法で宙に浮き上がり、かつて自分が救った世界を観みに飛んでいった。




　　　　　▽




　コロナと別れたあと、俺とハリッサはアブラアムの王城へと来ていた。これから大事な用事がある。それは……。

「……では、勇者殿は我わが国の召喚術を廃止せよと？」

「まぁ、それに近いな」

　俺が王様に告げた言葉は、謁見の間にいた大臣や将軍たちをもざわつかせた。

　現在、アブラアムは戦災後の復興を全力で進めている真っ最中だ。だが、建物の建て直しや街道の補修は未いまだに遅々として進んでいない。圧あつ倒とう的てきに労働力が不足しているのだ。

　そんな状じよう況きようで召喚術――つまり瓦が礫れきの撤去や治水などの復興作業に精せい霊れいを召喚して使うのをやめろと言ったのだ。彼らの反感を買うのは無理からぬことかもしれない。

「勇者殿。なぜそのようなことを？」

　それでもさすがに勇者の言葉を無下に退けるのは躊躇ためらわれるのか、王様はそう問い返してきた。

「実は、この前ちょっとした事情があって、精霊界に行ってきてな」

「なんと……！」

　王様の驚く声。先さき程ほどとは違う戸惑いのざわめきが起こる。

　さらに俺おれは話を続けた。

「俺はそこで本物の精霊と、精霊の王に会ってきた」

「な、なるほど……本物の精霊というのは、いったいどんな姿だったのです？」と王様。

「それは王様も実際会ってみた方が早いだろ。ハリッサ！」

　俺が大声で呼ぶと、謁見の間の外で待機していたハリッサと――アブラアムへ一いつ緒しよに来てもらった精霊王が中へ入ってきた。

「勇者殿。その方は……？」

「今言った精霊王だよ」

「なっ!?」

　アブラアムの王様は度肝を抜ぬかれたような声を上げる。

　そりゃまぁそうだろう。アブラアムのほとんどの召喚術師は精霊のアストラル体しか召喚することができない――肉体であるマテリアル体も一緒に召喚できたのは、おそらく古今合わせてパステルぐらいのものだったのだろう――つまりこうしてほとんど人間と変わらない姿形をした、本来の精霊の姿を見るのははじめてなのだ。

「お初にお目にかかる。人間の王よ」

「あ、うむ……」

　丁てい寧ねいにあいさつを述べる精霊王に対し、人の方の王様はまだどこか放心したような声で頷いた。

「アブラアム王。これが本来の精霊の姿だ。ちゃんと意思を持っていて、精霊界では人間と同じように暮らしている。彼らは人間が好き勝手に使っていい道具なんかじゃない――これが、俺が召喚術の使用を限定してくれって言った理由だ」

「……」

　アブラアム王は黙り込む。

　以前コロナが言っていたように、なんだかんだ言いながらアブラアムの人間は精霊のことを「人とは違う別の生き物」と思っていた。だからこそたいした遠えん慮りよもなく使し役えきすることができたのだろう。

　しかし、彼らが人と変わらないのだと知れば罪悪感を覚える。

　……とはいえ、アブラアムの復興に精霊の力は必要だ。アブラアム王も安易に召喚術を廃止するとは言えないのだろう。

「人間の王よ。この世界の事情は我もすでにこのふたりから聞き及んでいる」

　静まり返った謁見の間の中央で、精霊王はゆっくりと口を開いた。

「精霊界でもつい先日、大きな災さい厄やくがあったばかりだ。自らの国を立ち直らせるための力を欲ほつする気持ちは我にもよく分かる。そこでひとつ提案があるのだが……」

「……提案とは何ですかな、精霊の王よ」

　アブラアム王は背筋を伸ばし、はじめてまっすぐと精霊王の目を見た。

　ふたりの眼まな差ざしには、お互たがいを対等の王として尊重する意思が宿っている。

「我々精霊は自然の恩寵とともに生きてきた……ゆえに、人間が作る魔道具のような魔法加工技術をあまり持たぬ。しかし、此度起きた災厄を教訓として次に備えるためには、このままではマズいということが分かった」

　精霊王が語る災厄とはもちろんグラオザームの侵攻のことだが、特に問題としているのは魔力の泉が奴の手で枯渇させられた件だ。

　現在、枯れた泉は少しずつ回復し、少量ではあるが魔力が湧き始めたところもある。だが、またいつの日か別の要因で枯れてしまう可能性を精霊王は危惧しているのだ。

　そこで、精霊王がアブラアムの王に求めるのは――

「――人間は魔力を『貯蓄する』魔道具を造れると聞く。その技術と素材を我々に提供していただきたい。対価として、我々はアブラアムの復興にこの力を貸そう」

「なるほど。それが提案の内容ですか」

「無論、今までのようにある日突とつ然ぜん、勝手に召喚するのはやめていただく必要がある。どのように労働力を派遣するかについては後日、詳細を詰めなければならないが……」

　アブラアム王は大きく頷く。

「話は分かり申した。取り決めによって精霊の方々から力を貸していただけるようになるなら、我々人間にとっても益のある話。お互い前向きに話し合いましょう」

　今までの召喚術は術師が精霊に無理やり言うことを聞かせようとしていた。反発する精霊を強ごう引いんに抑え込んで力を使わせていたため、本来の能力の半分も引き出せていなかったのだ。

　だがこうしてしっかりと話し合い、精霊自らの意思で力を貸してもらえるなら、今までよりはるかに効率よく復興を進めることができる。おまけに反発を抑え込むのに失敗して精霊が暴れるということもなくなるので、余計な被害が広がる心配までなくなるのだ。

　アブラアム王が納得したように、これは人間と精霊の両方の得となる。

　その後、まずはアブラアムへ訪問した精霊王を歓かん迎げいするための祝宴が開かれることになり――俺とハリッサの役目はここまでとなったので、静かに謁見の間を退室した。

「……ナミー！　ハリッサ！」

　謁見の間から廊ろう下かを歩いてしばらくすると、精霊王とともにアブラアムへ来ていたリュンが向こうから小走りにやってくる。

「精霊王様のお話はどうなったの!?」

　こちらの目の前で立ち止まるや否いなや、開口一番にリュンは尋ねてきた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。上う手まく行ったよ」

「……そう！」

　リュンの頬が上気して、満面の笑みが浮かぶ。

　人間との交渉が上手く行って彼かの女じよも嬉しいのだろう。

「……」

「な、何だよ？」

　急にリュンがジッと俺の顔を見てきたので、なんとなく狼ろう狽ばいする。

「ううん、別に……ただ、ナミーって凄いって思って。魔王を倒たおして精霊界を救ったり、ずっと精霊たちを悩ませていた問題を解決したり……それに、あたしや妹を助けてくれたり……」

　何だろう？　どことなく俺を見つめるリュンの瞳が潤んでいるような……？　両手の指をもじもじさせて、それとなく体をすり寄せてくるし。頬もなんだか赤くなっている。

「ナミーにだったら……あたし、人間でも……」

「あ、あのリュン？」
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　なんだか妙みような雰ふん囲い気きになりつつあるリュンに話しかけようとするが、

「さっ、さぁレッカ様！　もうここでの用事は終わったんですから、早くウチの里帰りにつき合ってください！　おばちゃんも待ってますし！」

　急にハリッサが慌てたような大声を出して、俺とリュンの間に割って入りながら手をわたわた振る。

「ま、まぁ確かにおばちゃんは待ってるかもしれないけど、まだ馬車の時間が」

「い・い・か・ら！　早く行くべさ！」

「お、おう」

　いつになく迫力のあるハリッサに気圧され、俺はコクコクと頷いた。

「それ、あたしもついていっても……」

「来ないでください！」

　ハリッサはリュンの申し出をキッパリと断ると、彼女から急いで遠ざかるように俺の背中を押しながら走り出した。何もそんな慌てなくても……。




　　　　　▽




　俺とハリッサは、彼女と同郷のおばちゃんと一緒に里帰りした。

　着いてから、そういえばパステルもこの村が故郷だったんだよなと気がついて、コロナも連れてくればよかったかと思った。

　そのことをアールに話したら、

「そんなこと言ったらさすがのハリッサさんもキレたかもしれませんねぇ」

　と返された。

　いやまぁ確かに城を出る時のハリッサはなんか怖こわかったけども。

　そんなこんなありつつも、俺は今ハリッサの村の長老の家で遅くまで歓待を受けていた。

「いんやー、まさかあのハリッサが勇者様を連れてくるなんてなー！」

　もう八十歳を過ぎていると聞かされていた長老はまだまだ元気な老人で、しきりに俺に酒を勧めてくる。未成年だと言っても分かってくれないので断るのに苦労した。

「話が長いですねぇ」

　お酒どころかご馳走も食べられないアールはさっきからずっと不ふ機き嫌げんそうだった。

　もっともそれは飲み食いができないことなんかが原因ではなく、せっかく持ってきたポータブルＤＶＤプレイヤーが使えないせいだろう。八月に入って仕送りも来たし、彼女の暇ひま潰つぶし用に買ったのだ。ついでにコンセント要らずの足あし踏ぶみ式充電器も買ってきたのだが、あれって充電するのに何時間も踏ふまなきゃいけないんだよな……買ったあとで気づいた。アールは物に触れられないので、当然充電は俺の役目だ。

　まぁそれは置いておくとして、俺も長老の長話につき合うのは結構疲れてきてるんだよな……。

「ふ～ん、フーン、ふ～～ん」

　一方、ハリッサは村に着いてから終始ご機嫌な様子だった。今も甘い果物をつまみながら、鼻唄なんて歌ってる。

　もうこの酒宴が始まって数時間は経つはずなのだが……ていうか、いつまで続くんだこの宴？　食糧だって貴重だろうに、追加される料理が途と切ぎれる気配が全然ない。

　う～ん、自覚ないけど、やっぱり勇者が訪おとずれたっていうのは、出迎むかえる側からすればこれぐらいのことをして当たり前って感覚なのだろうか？

　とはいえ、さすがに座すわりっぱなしで腰こしが痛くなってきた……。

　俺は長老に断りを入れ、席を立つ。

「レッカ様？　どちらへ？」

「ちょっと夜風を浴びてくるよ。ハリッサは食べててくれ」

「分かりました」

　ハリッサは頷き、また上機嫌そうに鼻唄を歌い出した。

　俺は長老の家を出て、少し村の中を散歩する。

「にしてもスゲェ宴会だよなぁ」

「ですねぇ」

「エリシアにも言われたけど、俺ってもう少し自分のしたことを自覚するべきか？　この世界じゃ勇者ってことになってるしなぁ……」

　そう尋ねると、アールはため息をつく。

「エリシアさんが言いたかった『烈火さんに助けられた人』というのは、そういう意味じゃないんですがねぇ」

「？　じゃあどういう意味だ？」

「さぁ？」

　相変わらずアールはすっとぼける。

　……まぁ、気持ちいい夜風に当たってると小さな疑問なんて風に流されていってしまうが。

　そうしてしばらく村内を散歩して長老の家に戻ると――入り口の前でおばちゃんに会った。

「あんれ勇者様、どうして外にいるんだべ？」

「ちょっと夜風に当たりにな」

　何度目かの同じ説明をしてから、俺はおばちゃんが両手に持っているお皿を見た。どちらも大皿で、とんでもない量の料理が盛られている。

「これまた凄い料理だなぁ」

「今日は特に腕によりをかけたべさ。なにしろ大事なお祝いだからなぁ」

　おばちゃんはお腹なかを揺らして豪快に笑った。

　やっぱり勇者の来訪ってのはお祝いごとなんだなぁと思いつつ、俺は少し苦く笑しようして、

「そんな別にここまで派手にやらなくてもいいんじゃないか？　別に俺が来たからってなんかいいことがあるわけじゃないんだし」

「何言ってんだべさ。ハリッサちゃんが勇者様さ長老んところに連れてくるなんて、これはもう祝うしかねぇべぇー」

「……？」

　何だろう？　おばちゃんのセリフにおかしな部分はないんだが、なんか言い回しが……どうしてみんな「ハリッサが俺を連れてきた」っていう言い方をするんだろう？　いや、間ま違ちがってはないんだけど……なんか、話の主体が俺よりも彼女にあるというか……？

「えっと、おばちゃん？」

「何だべさ？　勇者様も早く入るべ。料理冷めちまうぞ？」

「ああ、うん。すぐ入る。でもその前に聞きたくてさ……ハリッサが俺を連れてきたのって、そんなに凄いことなのか？」

「当たり前だべ！　だってよぉー」

　おばちゃんはまた豪快に笑ってから――

「勇者様とハリッサちゃん、ついに結婚するんだべ？」

「……はい？」

　――なんかとんでもない爆弾発言をした。

「ど、ど、ど、どういうこと!?」

「どうも何も、若いふたりが揃って長老にあいさつに行くなんて、『オラたち結婚します』って報告に決まってるべさ」

「!?　!?　!?」

　何じゃそりゃ!?　え!?　異世界ではそれが当たり前なのか!?

「～～～！」

　驚おどろきすぎて何も言葉にならない。

「まぁ～オラとしては寂しい部分もあっけどなぁ。嫁入りしたら夫の家で暮らすもんだから、ハリッサちゃんはもう一生勇者様の世界で暮らすってことだからなぁ」

「あっ、いや、あの……！」

「オラは別にハリッサちゃんの親族ってわけでもねーけど……たまにゃー顔見せに遊びに来てくれっぺよ？　せっかくお互いの世界を行き来する魔ま術じゆつもハリッサちゃんが創ってくれたんだしなぁ」

　バンッバンッと肩かたを叩かれる。

「さぁもう入るべ！」

「えっと……もう少し夜風に当たりたいんで」

「そうけぇ？　まぁ、ハリッサちゃんも待ってるべ。なるべく早くなぁ」

　おばちゃんは料理の載のった大皿を持ってそのまま家の中に入っていく。

　ひとり残った俺はといえば……頭が空っぽになっていて、何も考えられずにいた。

「えっと……ハリッサが俺を連れてきたのって、そういうことなのか？」

　俺はアールに尋ねる。

「アブラアムへ出立する前のハリッサさんの様子から何かあるとは思っていましたが……なるほど。先程聞かせていただいたこの世界の常識に照らし合わせれば、浮うかれるのも当然というものですね」

「いや、だからそうじゃなくて……ハリッサの真意は……？」

「さぁ？　何通りかの推測ならできますが、それを烈火さんに聞かせてしまうと、あなたの心理を誘導してしまう危険性があるので言えませんね」

　アールはしれっと答える。

　ハリッサはただの里帰りのつもりで俺を連れてきたのか……それともおばちゃんの言う通りの意味で連れてきたのか……。

　彼女の本心はどっちなんだ？

「…………へぶしゅっ！」

　夜風に当たりすぎて体が冷えてきたけど、家の中に入ってハリッサの隣の席に戻もどる決断は今しばらくできそうになかった。




―了―







あとがき







　初の上下巻修羅場を乗り越えて、そろそろ「二股」の字の間に「十」を入れなければならなくなり始めたラブ（バトル）コメ八巻となります。七巻から続なめこの方はお久しぶりです。八冊同時にお買い上げいただいた方は初なめこでございます。

　前述の通り、今回は初の上下巻となったわけですが、実は七巻を書き上げた時点では「これ本当に八巻で救えるのかなあ？」と疑問に思っていましたが、烈火のおかげで何とかなりました。さすがは修羅場で世界を巻き込んだ男だ！　上下巻くらい何ともないぜ！

　毎度お馴染みの謝辞を。和わた狸ぬきナオ様、初の上下巻ということでまたいつもとは違った苦労をおかけしたと思いますが、今回も素敵なイラストの数々をありがとうございます。七巻でヒドい目に遭わせてしまったヒロインたちが、みんな笑顔になってくれて本当によかったです！　担当の南部様、コミカライズの長は谷せ川がわ光こう司じ様、ＨＪ文庫編集部・営業部の皆様、書店の皆様、リトル黙示録シリーズを支えてくださっている読者の皆様、いつも本当にありがとうございます！　どうかこれからもよろしくお願いします！
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

なめこ印先生／和狸ナオ先生
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